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中標津事業場 飼育池 642, 6 0㎡

;用路事業場飼育池 804,60rri'

意別事業場
養魚池 330,75㎡



頓別事業場
ふ化室 l06,56㎡
飼育池 334,26㎡

収容能力 540万

静内事業場
ふ化室 l62,00 lTl

収容能力 l0,000万

札内事業場
ふ化室 275,40 ni
飼育池 9l0,75 ni

収容能力 l5,200万

刊 行 の こ と ば

昭和 4, 2年度の事業の結果を報告します。

本年度は、  4 1 年度に引き続いて老朽ふ化施設の整備をすすめる と と もに 、

あ ら た に べ ニ サ ケ生産事業および米国産ますのすけの増殖事業を加え、  ょ り 効

果的な事業の実施とそれに関連する調・査研究の推進にっ と め て き た次第であ り

ま す が 、 最 近 1 0 ケ 年 間 に ぉ ・け る さ け の 沿 岸 来 遊 量 を み る と 、 昭 和 8 8 年 ̃ 8

7 年 の 来 遊 量 が 平 均 2 4 8 万 尾 で あった の に 対 し 、 昭 和 8 8 年 ̃ 4, 2 年 の 平 均

は 4 0 7 万 尾 に 増 大 し て い ま す。

しかし、  沿岸来遊量に対する河川内捕獲数および沿岸一 との捕獲割合は、  昭和

3 7 年 以 前 の 平 均 約 3 9 万 尾 、  l 9. 0 %に対し 、昭和 8 8年以後は捕獲数では

平均約 5 5 万 尾 に増加 し て い る も の の 、 1,,l獲割合で::1_ ◆ 8 . 111 % し 逆に減少を示

し ています。

こ の こ と は 、  河川内捕 i要が依然と して沿岸漁獲のと り残しの域を出ていない

こ と を示す もので 、  このよ うな こ とでは計画的に必要な量の採卵用親魚を確保

する こ とはむずかし く 、 常に不安定な状態の甲で この事業がすすめられてい る

と い わ な け れ ぱ な り ま せ ん。

従つて、  こんごは来遊増大の現状に満足するこ とな く 、計画達成に必要な親

魚を常に安定して河川内で確保出来る よ う にする こ とが先決,問題 と考え られ ま

す。 また、最近の沿岸来遊量は一部地域に偏在して増加してお り ま す が 、  この

よ うな形での資源の増大は決して安定した状態とはいえませんので、  このひず

み を 是正す る こ と も こ ん ご の 課 題 と し て 取 り ぁ げ な け れ ば な ら な い と 存 じ ま す。

以上の よ う に 、  こ の事業を推進 し てい く た めには まだ まだ多 く の問題を もっ

てぉ、り ま す o こ の よ う な問題の解決はひ と り 当場だけの力ではた し得 る も ので

はあ り ませんので 、広 く 関係各位 と力 を あわせ 、  こ ん ご と も 一.段と努力を重ね

て ま い り た い と 存 じ ま す。

昭 和 4 4 年 8 月

水産庁北海追さけ。ますふ化場

場 長 逸 見 文 彦
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S 1  さけ・ます捕獲事業実施体制

昭和4 2年度のさけ・ます捕獲採卵事業は、 道内6  7河川、 7 7 捕獲場 ( さけ 4, 3 箇所、 さ け 十

ます 3 0 箇所、 ます3箇所、 ひめます l箇所 )で実施した。 このうち国が実施した補獲場は5ケ所

( さ け l 箇 所、 さ け+ ます3箇所、 ひめます l箇所)民間団体に実施させた捕獲場72箇所(さけ
4 2 箇 所、 さ け + ま す 2 7 箇 所、 ます 3 箇所 ) で、 その詳細については第l表のと: l- りである。 な
1l;第l表を支場別に分けた ものが第2表である。

第1表  昭和4, 2 年度さけ・ます捕獲事業実施体制 すまとふらか
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水産庁北海道さけ・ ますふ化場事業成績書

S 4,. 北海道さけ・ますふ化場の現員 - ・

S 1. さ け・ます捕獲事業実施体制

S 2. さ け・ますふ化放流実施体制

S 3. さ け ・ます増殖事業経費
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(見返し写真)  新設:ま,,よび改集の施設
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海

区

水 系

捕 獲

採 卵 場

担 当

事業場

実 施 区 分:水 系 捕 獲採 卵 場

担 当

事業場

実施区分

さ け ます さ け l ます
国 国 国 国

新 冠

沙 流

期 川

勇 払

自 老

敷 生

貫 気 別

長 万 部

新 冠

富 川

1il全i 川
勇 払

白 老
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買気月 l .
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〇
〇
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八 雲
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〇

襟

裏

以
西

海

区
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( 注)前年度対比変更筒所及び事項
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厚 岸
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〇
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・'

第 2 表  支場別さけ 。 ます捕獲事業実施体制

支 場 水 系
捕 獲

採卵場

実 施 区 分
備 考さ け ま す
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北 見

根 室

十 勝
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渡 島
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1 9
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l 4

1 0
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1 0
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S 2  さけ・ますふ化放流実施体制

昭和4l2年廣のさけま'すソ、. I;ふ化放流 11‘業は5 o 箇所 〔 さ け 4 9 箇 所 ( 国 4  0箇所、 民間9箇所 )ま
す 2 6 箇 所 ( 国 2 3 箇 所、民間 2箇所 )ひめます l箇所 (国 )  Jで実施し、 48水系に稚魚を放流
した。その他に捕獲を実施しているが、ふ化場のないl1水系に還元放流を、 また捕獲、 ふ化とも
に行つていない5水系にも 考l1l_魚の移殖放流を行なつた o  昭和42年度さけ°ますふ化放流実施体
制及還元(移殖) 放流河川を第3表̃第6表に示した。

第 3 表  昭和 4, 2 年 度 さ け ・ますふ化放流実施体制
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石 狩
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//
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厚 沢 部

天 塩
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音 江

支 笏 湖
尻 別

利 別

厚 沢 部

天 塩
〇

千 歳
〇

〇

渡 島
0
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〇
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〇
〇
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〇
〇
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〇
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海
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館

〇
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区
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数 生

遊 楽 部

知 内

静 内

白 老

敷 ' 生

八 雲

知 内

千 歳
〇

〇

渡 島
〇

0
〇
〇
〇
〇
〇

5 8 8 7 4

羅 自

意 別

伊 茶 仁 器 茶 a 根 室〇0 〇〇〇 〇〇〇 5 5 2 5 1

書 3 6 4 l 6 4 0 2 4

第 4 表  民間仮収容施設

海 区
放 流

水 系 名

放流実施

ケ 所 名
支 場

魚 種 所 属aEll 1e
根室海区 床 丹 床 丹 根 室 〇 〇 ?,j l t l2、?
探裳以東海区 広 尾 広 尾 十 勝 〇 ,1i1、 1liJ 一人1it , ?n
標基以西海区 様 似

元 浦 川

鵡 川

貫 気 別

有 川

茂 辺 地

亀 川

様 似

元 浦 川

itlEi 川
豊 浦

有 川

茂 辺 地

亀 川

千 歳
0

〇'

1l・

渡 島
//

〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇

計 9 9 4 9 2
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第 5 表  還元移殖放流河川

註)〇印は還元 @は 一 移殖
海

区
放 流 水 系

放 流 実 施

事 業 場

魚 種
所 管 支 場

さ け ま す

オ

ホ

l

ツ

ク

壽 沸 器
要 呂取間静
興 部

雄 武

網 走

網 走 、 常 呂

北見、 常呂、 湧別

清 滑

幌 内

北 見

//

//

//

//

e
@

e
〇

〇

@

〇

日

本

余 市

朱 太

千 歳

八 雲

千 歳

渡 島

e
〇

根

室

植 別

標 津

伊 茶 仁

//

根 室

//

〇

〇

仁 雁 別

三 石

沙 流

勇 払

自 老

静 内

//

//

千 歳

//

千 歳

//

//

//

//

〇

〇

〇

〇

〇

線

装

以

西

八 雲

長 万 部

尻 別

八 雲

渡 島

//
e〇

第 6 表  支場別さけ・ ますふ化放流実施体制

支 場
放 流

水系数

ふ 化 施 設 数 実 施 区 分

備 考 ,

国 営 民 間 計 さ け ま す

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

8

9

7 ・

4

8

8

8

9

8

5

6

5

0

1

l

0

4

3

8

1 0

9

5

l 0

8

8

1 0

9

5

9

5

8

8

l

5

1

2

ますはひめます

計 4 4, 4 l 9 5 0 4 6 2 5

4-

S 3  さ け 。 ます增殖事業経費

昭和 4 2 年度、 さけ。ます増殖事業のために要した経費予算及決算額は下記のとぉりである。

第 7 表  昭和 4, 2年度さけ・ ます増殖事業のための予算額及決算額

( ( )書は当初予算額)

区 分 予 算 額 決 算 額 決算額(含む開発局分)

( 組  織 )

水 産 庁

( 項 )

北 海 道 さ け 。ますふ化場

( 日 )

人 当 経 費

職 員 旅 費

庁 費

光 熱 水 料

採 卵 ふ 化 放 流  費

事業用機械器具購入費

士 地 建 物 借 料

各 所 修 結 費

施 設 整 備 費

国有資産所在市町村交付金

( 3 1 1.4 0 a 0 0 0 ) 二円
3 0 l 6 9 1 , 0 0 0

2 86l,2 4 8l 3 3 4, 円

1 4 8l 6 7 61 5 4 9

:i 9'72 ,506

el 0 7 5' 9 3 4

2 , 3 9 3. 8 '7 7一一' ・,・ .
6l 8 8 '2.0 0 7
l ''l 4 0 ' l1 9 1 6

4 887 0 9

1 a l 6 5. 8 8 6

2 'l1 0 85,.0 0 0

1 4 a 9 5 0

2 9 li5 3 li2 6 3  円

1 4 81 6 7 6l 5 4 9

e,0 4 a 4 3 6

lll,1 3 3.9 3 3

'3 9 a 8 7 7
01l 8 8 ' 2 , 0 0 7

1 l 4 0 l 9 l 6

4 3 9 l 7 0 9

l a l 65.8 8 6

3 a 2 3 9 l 0 0 0

1 4 'a,9 5 0

1 6 a 4 9 2 , 0 0 0

6,0 5 0 1 0 0 0

6,,1 3 l , 0 0 0

2 ,4 ,60 ,0  0 0

6 ' Z 8 8 3.0 0 0

1 '1l 4 0 a 0 0 0

7 1 01 0 0 0

1 (1,l 6e, 0 0 0

3 lll,2 3 81 0 0 0

l 5 0 , 0 0 0



S4  北海道さけ・ ますふ化場の現員

昭和43年3月3l日現在の本場及支場別人員配置状況は第8表のと ;t りであるo

第 8表 :il:海道さけ・ ますふ化場の職員本、 支場別人員配置表

場 名 技 官 事 務 官 備 入 計

本 場

北 見

根 室

十 勝

天 塩

千 歳

渡 島

2 9

l 7

2 4,

2 2

1 0

1 1

8

l 3

l;,

4

4,

2

8

3

2 ,

、

4 4

2 l

2 8

2 6

l 2

l 4

l l

計 l 2 1 8 8 2 l 5 6

-lii

S 5  北洋さけ・ます漁業

l ) 北 洋 さ け・ます漁業規模

母船式漁業規模一操業区域◆ 4, l 年 4, 2 年

母船鏡 独航船俊 母船屯数(t) 母 船 的 独航船働 母船屯数(t)

東ヵ ムチ ャ ッ カ

西 o

合 計

1 1

0

1 l

3 6 9

0

3 6 l l l

9 '2 ,610 l l l
l

o l  o

9 2. f. 1 0 l l l

8 6 0

0

3 6 9 ::;
48度以南流網漁業規模

M項 日 基 年モ 4, 1 年 4 2 年

知 事 大 臣 計 知 事 大 臣 計

漁船数 ( 隻 )

平均屯数 ( t )

l 2

2 3 . 0

3 2 0

4 9 . 9

3 3 2

48.9

9 3 2 3 a 3 2

日本海ます流網及さけ・ます延紐漁業規模一i 4 1 年 4 2 年

日本海流し網 は え 編 日本海流し細 は え 種

許 可 集 数 2 2 9 3 a 、9



( 単 位 ト ン )

操業区域

規制lヌ域

( A 区域 )

漁業種類一度 1b 1 年 4 2 年 備 考

母 船 式

,

ぺ に ざ け

し ろ ざ け

ぎ ん ざ け

ま す

ますのすけ

合 計

割 当 量

l a 6 9 2
l 1ll, 2 8 7

1 , 0 6 1

a 2 7 6
6 1 4

3 9 l 9 3 0

3 8 , 9 8 l

1Ci 6 9 4

l i, 2 4, 4,

6 0 5

101 6 3 0

3 7 l

4 2 , 5 4 4

4 2 , 6 3 5

4 8度以南流網

さ け

ま す

そ の 他

合 計

割 当 量

a 0 6 8
1. 9 9 3
a 7 9 1
9 l 8 5 2

ao 1 9

2.'7 8 4

3.'7 3 6

. 3.2 6 9

a 7 8 9
a 8 6 5

規 制 区 域  内 合 計

割 当 量

4 'l; 7 8 2

48 0 0 0

5 2.3 3 8
5 2 , 5 0  0

規制区域外

( B 区域 )

4 8度以南流網

さ け

ま す

そ の 他

1 61 8 4 7

1 l , 1 2 4

1.2 8 0
3 2 , 2 5 l

1 4 , 9 l lll

1 7.9 5 '7

4.3 l 0
3 7.1 8 3合 計

さ け

ま す

そ の 他

合 計

延 梅

a 7 9 8

l a 8 4 3
3 7

1 l , 6 7 8

2,3'1l 0

1 l , 5 5 6

3 2

1 a 9 5 8
沿 岸

(日本海及び太

平洋小型流し網

( 7 ト ン未満船 )

を含む

さ け

ま す

そ の 他

合 計

l , 6 5 0

1'2.3 3 8
6 l

1 'l; 0 4 9

規制1区域タ、ト 合 計

割 当 量

6 a 9 7 8
4ii, 0 0 0 55.5 0 0

総 合 計
合 計

割 当 量

1 1 1. 7 6 0  1
9 6,0 0 0  l 108 .0 0 0

注 純沿岸(定置等)はB区域ノルマに入らない。

資料 : 漁業養殖業生産統計年報(昭和 4, 2 年 )
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s 6 さけ・ます增殖事業成績総括
第 9 表  海区別、 魚種別事業成1量ie1l1括表

(誌)  さけ海産卵は. 採卵数には含まない
が. 収容卵数には含めた。/一海 区 項 魚 日 種

さ け さ < ら ま す か ら ふ と ま す

水

系

数

実
施
個
所
数

水

系

数

実
施
個
所
数

水

系

数

実
施
個
所
数

捕獲数

尾

採卵数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾数

千尾

補獲数

尾

採卵数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾数

千尾

捕獲数

尾

採卵数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾組

千尾

オホーツク海区

計 画

実 検

達 成 率

l 8

l 2

1,t

l 3

8 l.6 0 0

4 'l,8 8 7

% 58.7

9 2.2 2 1

7 3. 7 0 9

79.9

l 3 l 9 0 0

l 2 a 1 3 5

87.1

1 2 (1l 3 8 5

9 8l 0 4 0

8 l . 4

7

6

7

6

i 7 0 0

5,6 8 9

l 2 1 . 0

l. l 2 3

l , 8 1 2

l 0 4 . 6

l. l 2 3

4.3 l 2

104.6

3 , 5 9 8

a 9 0 8

1 0 8 . 8

1 4

1 3

14l

1 a

2 l , 8 0 0

3 8.2 5 0

l 5 4 . 2

15,.0 l 8

2 8.9 8 9

l 9 3 . 0

1:i0 l 8

2 4.5 0 8

l 6 3 . 2

1 a1 0 8

2 l.6 2 5

1 6 5 . 0

計 画

実 積

達 成 率

8

5

9

8

8 5.7 0  0

1 2.2 9 9

% 34 .5

4 3, 5 6 6

l 5.2 0 1

34. 9

5 7.6 0 0

4, 2.6 4 6

74.0

5 0.2 8 2

2 9.3 4 0

58.4,

3

4

3

4

l.6 0 0

4 0 7

25.4

2 , 4 9 4

5 7 2

2 2 . 9

2.4 0 4

5 l l l;

20.6

2.l 7 6

4 2 5

l 9 . 5

l l 2.6 0 0 1.2 4, 8 1.2 4 8 l.0 8 0

日 本 海 区

計 画

実 i償

達 成 率

l 8

l 8

1 8

l 8

1 7 4.5 0  0

1 e 2 , 6 l 5

% 93 . 2

2 0 l.2 2 5

2 0 6 , 9 2 0

l 0 2 . 8

1 8 5.44 ,0

l 7 4.2 3 2

94 . 0

l 6 1.8 8 6

l 3 2 .3 3 l

81.8

9

'7

9

7

2.8 0 0

l.8 9 6

67 . 7

2. l l l 57

2.3 3 8

7 9 . l

2.9 5 7

2.3 8 8

7 9 . l

2.5 7 7

l.9 5 2

75.7

1 3

1 2

1 3

1 2

3 0.9 0 0

8.1 3 6

26.8

1 0.5 8 4

3.0 l 0

l 5 . 4

l 9.5 3 4

5 , 2 2 8

2 e.8

1 7.04,6

4,3 7 2

3 2 . 8

根 室 海 区

計 画

実 積

達 成 率

8

7

1 3

1 2

2 8 6. 5 0  0

3 5 8.4 99l

% l 9 4 . 5

2 8 5.9 0 2

2 2 5,2 6 1

7 8 . 8

2 1 2 0 9 0

l 6 9.7 2 6

8 0 . 0

1 8 5.1 5 3

l 4 1.5 4 4

76 . 4

1

2

1

2

l.5 0 0

6 6 8

44 .5

5 8 5

1 8 9

32 .3

5 8 5

l 8 9

3 2 . 3 ・

5 1 0

1 0 0

1 9 . 6

篠裳以東海区

計 画

実 :a

達 成 率

l 9

1 8

l 9

1 8

2 l , '7 0 0

l 5.5 7 7

% 7 l . 8

2 4 , l 2 6

l 7 8 6 0

74,.0

5 1.9 0 0

3 8, 9 0 7

75.0

4,7. l 4 4,

3 3.4 7 4

7 l . 0

l

1

l

l

l 0 0

1

l .0

7 6

0

0

7 6

8 3

4 3 . 4

6 5

2 7

4 l . 5

l

2

l

2

2 0 0

3 7 7

1 8 8 . 5

9 5

1 5 0

l 5 7 . 9

9 5

2 .275

2 8 9 . 4

8 2

1.9 8 6

2 4 2 . 2

標基以西海区

合 計 l: :l 達 成 率

6 4

6 0

7 3

6 9

5 5 0.0 0 0

5 9 l , 8 7 7

% l 0 7 . f

6 4,7.0 4, 0

5 3 8. 9 5 l

83.9

l6-3 0

l5 4 5.:;

l

5 6 4.8 5 0

l 4 3 4.7 2 e
77 . l

2 (

1 i

12 0

1 l 8 9.2 0  07.0 9 3
8 t;.9 f

9.6 5 0

7. l 9 6

7 4.6

8.4 l 1

6.8 l 2

75.0

::: 6 0.0 0 04 7.4 3 l
7 9 . l

3 6.4 8 0

3 2.3 3 8

88.6

36.4 8 0

3 2 . l 0 5

88 .3

3 l.8 3 0

2 8.0 8 3

88.2

-g-



/、二
ひ め ま す 交 配 種 合 計

水

系

数

実
施
個
所
数

捕獲数

尾

採卵数

千粒

水

系

数

実
施
個
所
数

捕獲数

尾

採卵数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾数

千尾

捕獲数

尾

採卵数

千粒

収容卵数

千粒

放流尾数

千尾

収容 j 職

千粒

放 流 能

千尾

計 画

実 積

達 成 率

l l l.l 0  0

0 1.8 7 l

82 .7

l l l,3 6 2

1 0 7 . 0 4 4

96.1

l 5 7 . 0 4 l

l 4 9 . l 2 0

95.0

l a '1l.0 8 l

1 2 3.6 5 2

90.2

ォホーツク海区
4 5 3 4 1 7 0 7 9

, l

計 画

実 續

達 成 率

1

1

l

l

l 8.9 0 0

l 8.7 1 1

i 0 9 . 0

5 0  0 0

8.3 5 0

67.0

2 ,50  0

1.3 8 5

55.4

2 l 8e

l. l 7 7

53.9

5 8.8 0 0

3 l.4 l 'll

53.4

5 2.3 0 S

1 9.1 2 3

・ a 6.6

6 3.8 4 2

4 4,.5 4 4

6 9 . 8

5 5.7 2 0

30.0,t 2

5 5 . 5

日 本 海 区

計 画

実 ial

達 成 率

2 0 8.2 0  0

1 7 2.6 4 7

82 .9

2 2 3.7 1 6

. 2 l 2.2 6 8

9 4 . 9

201l.9 3 l

l 8 l.'1''0 8

8 '7.4

l 8 1.5 0 0

1 3 8.6 5 5

7 e.4

根 室 海 区

%

計 画

実 積

達 成 率

2 8 8.0 0 0

8 5 4.1 6 '1l

l 4 8 . 8

2 8 6 , 4 8 7

2 2 5.4 5 0

04.0

2 1 2.6 ? 5

l 6 9.9 l 5

7 9 . 9

l 8 5 , 0 tl 3

l 4 l , 6 4 4

'i t;. 3

標基以東海区

%

計 画

実 ia

達 成 率

2 2.0 0 0

1 5.0 5 5

7 2 . 5

2 4 , 2 9 7

1 8 , 0 1 0

'1 4 . l

5 2.0 ' l l

4l l.2 l 5

'l9.2

4 7.2 0 1

8 5.l 8 ' l l

'75.0

標基以西海区

%

計 画

実 積

達 成 率

l

'

l

l ff
5.0 0 0

3.3 5 0

67.01 f「「 4 5

l a 4

6 3 8, l 0  0

6 6 6.0 5 7

l O,t.4

6 9 8.1 7 0

5 8 l.8 0 5

83.3

6 0 8.5 6 0

5 8 6.5912

8 4 .a

6 0 '7.2 7 8

4, 'l 0.38・0

l「7.5

l 合 計 l 7 0 7 0

-1 0-



魚 種 別 事 業 実 績 図

(さけ海産卵を含まず)

1i



海産親魚からの採卵数( さ け  )一海 区  事 項 地 区 名 採 卵 数 備 考

オ ホ ー ツ  ク

岩尾別 1.6 l 5 千 粒

斜 里 2 3 4

網 走 1.2 6 8

計 3.1 1 7

根 室

羅 日 l 2 l

標 津 2 .856

計 2.4 7 7

標 整 以 東

茶 路 2 6

広 尾 5 9 5

計 6 2 1

標 裏 以 西

様 似 4 0 1

元浦川 4 0 8

静 内 6 2

有 川 6 3

計 9 2 9

合 計 7.1 4 4

1 2

S 7' さ け 增 殖 事 業

!・ さけの来遊(漁獲)状況と捕獲採卵概況

北海道沿岸のあきざけの来遊量は450万尾であり、 1 9 6 5 年 ( 昭 和 4, 0 らにっ く'豊漁で
あつたoこの豊漁は、 l 9 6 3 年 ( 昭和 8 8 年 ) 級群の資源量が大き く、 4 年iller:として回帰し
た も の が 6 0 %以上を占めているが、根室、構以東海区の来遊增加がその一因ともなってい
る o

河川そ上数(捕獲数)は59万尾、そ上率は l 5 . 1 %であった。しかし河川捕捕獲の86 %
に相当する 5 l 万尾は願以東、根室両海区で捕獲したもの 一11あり、特に十勝川に多<、 約 8
0万尾の補獲があった。ついで西別川のl0万尾、 9路川の6万尾であり、 河川内総捕獲の大
部分をこの8河川が占めてい空。

ョ a
本年度の計画目標数は親魚 5 5 0 . 0  0 0 尾、 採卵数6 4, ,. 0 4 0千粒の計画をもつて、6 4
水系?3個所の捕獲採卵場で実施した。

事業計画と実積並びに前年度との比較

区分
昭 和 4  2 年 度 昭 和 4 l 年 度

実 積

前年度との対比

増 減 △計 画 数 実 積 達 成 率

捕 獲 数

S使用数

採要 数
放獲尾数

5 5 0.0 0 0  尾

2 5 5 , 0 7 0  量
6 4, 7. 0 4 0將

5 6 4,. 8 5 0 ・=F尾

5 9 1.8 '7 7

2 0 2.2 3 4

5 3 8 , 9 5 1

4 3 4 , 7 2 9

1 0 7 . 6

79 . 3

83 .3

7 7 . 0

3・9 6. l 9 0

l 3 2 , 8 7 2

3 4,8.5 7 1

2 7 2 ,0 3 6

'
9 5 , 6 8 7

0 9.3 6 2

l 9 0 . 3 8 0

1 6 2.6 9 3

各海区毎の状況は次のとぉ, りである。
(1) 日本海区

この海区は前年(昭和 4, l ) よ り 2 0 %増の約6万尾の来遊が見られたが、その主群は3

年 魚 ( 5 8 . 8 % ) である。沿岸域では4,7万尾漁獲されたが、 そのうち稚内、 天塩沿岸で3.

3万尾を漁獲している。遠別沿岸では潮流の流れが早<、 水温もゃゃ高く、 比較的時化が多
かつたが、 その他地区では全搬的に海況は穩かであった。

抜海沿岸では寒流の影響で沿岸水温もl4̃ 1 8 t で、例年に比較して豊漁であった。増

毛沿岸は、 ますの好漁に反してはさけは不漁であり、 石狩沿岸では昨年の%程度の薄漁であ
つたo

河川内捕獲数は1. 2万尾で、 その大部分は天塩川(5 . 2千尾) 、 解 川 ( 3 . 4 千 尾 ) で あ
る が、 石狩川では9月下旬の長雨のために泥土流出の影響があった。
(2) ォ ホー ツ ク 海 区

この海区一はl36・ 5万尾の来遊があり、 前年の 8 5 %にとどまつた。魚群構成は海区全体
としては4年魚が主群で7 5. 9 万 尾 ( 5 5 . 9 % )、 3 年魚は例年よ り少な く 5 l , 3 万尾 (
8 7 . 6 % ) で あったo

沿岸域での漁獲は、 斜里、網走地区がl o 9, 7万尾を漁獲し、前年とほぼ同程度の豊漁を

-l a --



示した。 しかし、 常昌、 湧別地区では僅か12万尾にとどまり、 前年の%以下の不漁であ
つた。ま た、救別、枝幸地区ではl 0万尾で、前年の 7 0 %にとどまつたo

河川内捕獲数は1lllll年とほぼ同様で、来遊量の3. 4, % ( 4 . 8万尾 )と低いそ上率が示され
た。そのうち細走川えは2.5万尾と、 この海区の5 0 %以上のそ上が見られたが、 その大

半は沿岸漁獲の終つた11月中旬以降にそ上したものである。
常呂、 湧別川は夫々l. 5 o 0尾、 9. 0 0 0尾と非常にそ上が悪く、 また例年数千尾のそ
上が見られる海'滑川も僅か 6 0  0尾と極端に少なかつた。

この海区の沿岸漁獲、河川そ上不振原因は、再生産魚群が、科里、網走地区での漁獲努
力もさ る こ とながら、 1 o 6 3年級群(4年魚)の資源量不足と思はれる。
(3) 根室海区

この海区は前年の約2倍に当る l 6 0万尾の来遊があり、 l 9 6 5 年 ( 昭 和 4 0 ) を 上
要aる末會有の豊魚であつた。その主群は 4,年 魚 ( l 9 6 3 年 級 群 ) で あ り、 l 2 8 万 尾 と
非常に多かつた。この年級群は前年の3年級群( 3 2万尾)とともに豊漁をもたらした資

源量である。また 3年魚、 5年魚の割合には夫々 l 2 . 4 %、 7 . 9 % と小さい:が、量的には
2 0 万尾、 1 3万尾と,比較的に多く、典形的な豊漁型魚群構成である。
沿岸域での漁獲は羅自、標津地区が圧倒的に多<10  0万尾以上の漁獲を示した。次い
で別海、野付地区2 4,万尾、 根室湾中部地区はl6万尾であった。しかし、 この海区の最
大再生産河川である西別川河ロ付近では、 多l1年程度の漁獲であった。 .

河川内捕獲数は16万尾、そ上率 l o. l %で、来遊量に対して比較的少ない。河川毎で
は西別川がl 0万尾と海区内そ上数の60 %、ついで標津川1.3万尾、伊茶仁川1. l万尾
である。伊茶仁川は数年前までは、僅 か 5 0  0̃ 7 0  0尾のそ上しかみられなかつたが、
前年 4, , 0  0 0余尾のそ上があり、 これは、 1 0 6 3 年 度 ( 昭 和 3 8 ) か ら 2 , 0  0 0万尾以
上の稚漁放流を行つた結果と考えられる。
(4) 能以東海区

この海区は前年のl 0 %増で l 1 5 . 6 万尾の来遊があり、 l 9 6 4 年 ( 昭 和 8 9 ) 以 降
豊漁を維持している。その主群は 4年魚 ( 1 9 6 3 年級群 ) で あ り、 8 7 . 5 万 尾 ( 7 5 . 7

% )来遊した。ついで 5 年魚は 1 4 . 2 万 尾 ( l 2 . 3 % ) 、 3年魚の来遊は例年に比し十勝
川系は少な<、 全M路川系は多かつたo
沿岸漁獲については、浜中、 厚岸地区で6万尾と前年程度であるが、 昆布森、a'l路、自
横地区は前年を大巾に上理つたが、 大津、 厚内;;1, よび大樹、 広尾両地区は前年を下理つた。
河川内捕獲数は3 5 . 4万尾 (そ上率3 0 . 6 % ) を示し、 1 9 6 5 年 ( 昭 和 4 0 ) に つ く'
大量捕獲であった。その主たるものは十勝川( 2 8 . 5万尾 ) 、 tl l 路川 ( 6 . 1万尾 )であり、
この2大河川で、 この海区の9 8 %を示めている。
(5) lt素:送以西海区
この海区は前年の約80 %で31 . 7万尾の来遊があり並漁であった。これは、 l 9 6 3
年級群( 4年魚)の資源量があまり大きくないと考えられる。治能漁獲では、日高沿岸
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で 2 3 . 4,万尾を漁獲し、 前年の 1 0 %減であるが, 東部地区でやや豊漁・ 西部地区ではl 0
月初句からの漁獲であつたが薄漁に終つたo項火湾地区ではl.5万尾で前年の6 o %・ 例年
0z以下と極端に不漁であつ学これは. この地区の主再生産河川の遊楽部川に:i;いて、
l 9 0 3、 l 0 6 4 年 度 に ; ぉ い て、 僅か60万尾、  l 5 0万尾の種魚の放流しか行なはなか

つたことが原因と考えるo

河川内捕獲数は1.6万尾と例年同様少なく、. そ上率も4 . 9 %と低率であり・ 主なそ上河川
は茂辺地川6.0 0 0 尾. 静内川3.8 0  0尾であり、その他の河川は1. 0 0 0尾内外で非常に
少ない。

2. 捕獲採卵成續概要

本年度は6 0水系6 0捕獲採卵場で8月2 1日から1月2 5日まで行ない捕獲は全道合計で

5 g 1. 8 7 7尾と3 g年度の好魚年と同程度を記録し、 40年度の最大豊漁年に次ぐ好成積で
ぁった。本年度の好漁は特に篠裳以東海区でさけ河川そ上盛期の9月̃ 10月に数度に亘る大
量降雨があり河川水が豊富であったほか. 沿岸では時化が続き, さけ定置の休漁が多かつたた
め河川そト率が海区来遊量の30 .6 % と最近5ケ平均の2 5 . 3 %を大きく上理り河川内で3 5

3. 4gg尾と当海区が全道合計捕獲数の60 '%を占め. また他海区についても豊漁の続いた最
近5ケ年平均並とそれぞれに順調な河川そ上がみられたことによるものであるが、 何といつて

も本年度の回帰求遊群が大きかつたことに要約されるo

一方、 この捕獲親魚による採卵については標裳以東海区の主要採卵場である打内(セツソウ

病による蓄養親魚1斃死大) . 千代田(l0月上旬の水質汚濁による書養親魚の大:動 li死)、釧
路(流水による蓄養池の決壊で害養親魚逃逸)で蓄養中の字親魚減耗が大きかったため捕獲親 .

魚数に見合わず53 8 , 9 5 1千粒の採卵の量にとどまつたo

3. 沿岸漁業とそ上数 賽
北海道沿岸にぉ・ける秋さけ漁業は、 さ け1範 總. 雑小型定置網・ 雑剌網などであるが、 漁獲
量の大部分はさけ定置網によるものであるo このため、 河川へのそ上率はさけ定置の漁獲努力
と密接な関連をもっこととなつているo
本年の北海道沿岸に来遊したさけは約450万尾で、 近年では 4 0 年 ( 約 4 7 0 万 尾 ) に つ
ぐ好結果となっている ( 過去 5 ケ年平均 8 8 0 万尾 ) 。一方河川へのそ上総数は約59万尾で、
沿岸求遊量の13 . 2 %と、 ほぼ例年と同程度の比率となつている( 5ケ年平均13・ 4 % ) o し
かし海区別には大きな差異があり. 漁業と再生産の均衡のうえでの大きな課題が指摘されるo
各海区にかける秋さけを対象としたさけ定置網統数は昨年と同数で、 オ ホーツ ク・ 探裳以東・
根室の3海区で70 %の統数を占めるが. これらの比重は漁獲量の比重との関連を示しているo
な か、周年のさけ、 ます漁業にi,・ける定置網の統数、1tよび海区別の内訳は、次表のとぉ'りである°

海 区 名 統 数 統 数 生 降

オホーツ ク海区

日 本 ″

根 室 ″

襟裳以東 '
;際裳以西 '
計

1 8 0

5 7

'1 2

9 8

1 l 3

4, 7 0

8 2 %

l 1

l 4

2 0

2 8

l 0 0

海区毎のさけ定置統数 (昭和4,2 年 )

また. 沿岸漁獲量 ;il ょび河川そ t量については次頁の表に示したo
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第 l  0 表  m道に要-けるさけの沿岸漁獲数並びに河川捕獲数と河川 -そ:上率
いy 事 項 年 度 l ・9 5 9( 3 4 年 度 )

l 0 6 0

( 3 5 年 度 )

l 9 6 l

( 8 6 年 度 )

1 9 6 2

( 3 7 年 度 )

オ
ホ
I
ツ
ク
海
区

. 沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

8 5 0

8 6

9 4 , 2

9 . 1

1. 0 l 0
l 3 8

1. l 4 8

1 2 . 0

1. 5 4 8

6 2

1, 6 0 5

3 . 9

l. 2 5 0
5 7

1 , 3 0 7

・t.4,

日
本
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

6 4

1 l

7 5

l 4,.7

3 6

8

4 4

l 8 . 2

2 6

1 4

4 0

8 5 . 0

6 9

2 2

9 l

24 , . 2

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

l 6 7

l 7 4,

3 ,t l

5 1 . 0

1 l 4

6 6

l 8 0

8 6 . 7

4 1 5

1 5 2

5 6 7

2 6 . 8

2 9 8

1 2 5

4 l 8

2 9. 9

根
室
海
区

様
基
以
東
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

2 2 3

6 5

2 8 8

2 2 . 6

1 6 0

8 0

2 4 0

3 3 . 3

3 6 5

l 7 8

5 4, 8

3 2 . 8

4 2 7

1 4, 5

5 7 2

2 5 . 3

篠
装
以
西
海
区

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

1 l 7

l 8

l 8 5

l 3 . 3

1 0 4

l 3

l 1 7

l 1 . l

l 6 5

2 1

1 8 6

l l . 3

8 4 9

2 2

3 7 1

5 . 9

全
道
合
計

沿 岸

河 川

合 計

河川そ上率

l , 4 2 7

3 5 4 ,

l, 7 8 l

1 9 . 9

l. 4 2 4

3 0 5

1. 7 2 9
1 7 . 6

2 , 5 l 4

4, 2 7

2 , 9 4 l

l 4 . 5

2 , 3 8 8

3 7 l

2. 7 5 9

l 3 . 4

( 注 )  l .  千尾末満の数字は四捨五入にょりまとめた。

2. 上表の河川そ上率とは河川捕獲数÷ (沿岸漁獲教十河川捕獲数)である。
8. 8 8 年̃ 41年度事業成積iに記載した沿岸漁獲数のうち3 4 ̃ 3 9年度ま

の l 9 5 0 ( 昭和 2 5年 )以降にぉける再生産の現状について」 1 9 6 5 年 ) 。

-l e-

. f捕獲数 :千尾
単位 j  .、そ上率 . %

1 9 6 3

( 8 8 年 度 )

- l 0 6 4,
( 3 9 年 度 )

. l 9 6 5

( 4 0 年 度 )

l 9 6 8

( 4 l 年 度 )

1062̃ l 9 6 6
5ケ年平均

1 9 6 7

( 4 2 年 度 )

1. 8 2 1

6 6

1. 8 8 7

3 . 5

l , 5 4 6

5 0

1. 5 9 6
3 . l

1. 0 7 6

2 5

l. l 0 1

2 . 3

1 , 5 2 4,

7 1

1. 5 9 5

4. 5

1. 4 4 8

5 4

l. 4 0 7

3 .6

l, 3 l 7

4 8

1. 3 6 5

8 . 5

6 2

2 2

8 4

2 6 . 2

8 9

l 2

5 l

a 3 . 5

2 2

1 3

3 5

8 '7. l

3 3

l 6

4 0

3 2 . 7

4 5

l 7

6 2

2 7 . 4

4 7

1 2

5 9

2 0 . 3

5 2 9

1 2 1

6 5 0

l 8 . 6

5 0 4

l 8 2

6 8 6

2 6 . 5

1. 2 0 7
1 6 2

l , 3 6 9

1 l . 8

7 1 3

1 8 8

8 5 l

l 6 . 2

6 4 9

1 4 6

'i 9 .5

l 8 . 4

l. 4 4 0

l 8 3

1 , 6 0 8

1 0 . 2

6 3 9

l 8 6

'1l 7 5

l 7 . 5

8 3 8

3 3 6

1, 1 7 4

2 8 . 6

l , 3 6 5

5 9 6

l. 9 6 l
8 0 . 4

1l 6 6

l 5 4 ,

0 2 0

l 6 . 7

' 8 0 '1

2 7 3

l. 0 8 0
2 5 . 8

8 0 3

8 5 8

l , l 5 6

3 0 . 6

. 3 5 7

l 8

8 7 8

4 . 3

2 9 3

1 4

8 0 '7

4, 6

2 7 3

1 0

2 8 8

3 . 5

8 7 2

1 8

8 9 0

4,. 6

3 2 9

1 8

3 4 5

4 . 6

8 0 2

l 6

8 l 8

5 . 0

3. 4, 0 8

3 6 l

3. 7 6 9

9 . 6

8. 2 2 0  '

5 9 1b

8. 8 l 4

1 5 . 6 :1f
3. 4 0 8

3 9 7

3. 8 0 5

1 0 . 4

8. 2 7 8

5 0 6

8. 7 7 9

1 3 . 4

8. 0 0 9

5 9 2

4 , 5 0 l

1 3 . 2

での分にっいては現在の算出方法に統一するため上表の通り訂正した( 資料 : 「北海道あきさけ
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昭和 4  2年度海区別さけ事業成演集計表

t海1 日
捕 獲 採 卵

捕 獲 数 字

性 比

♀親魚

使用数

字親R

使用率.9 8 計

オホーツク海区 2 8 ,4, 0 2 l 9.4, 2 5 4 1l.8 8 7 59.4 2 7.7 l 2 97 . 4

日 本 海 区 5.7 0 6 6.5 0 8 l 2.2 9 0 4 7 . l 5 , 1 84 89.4,

恨 室 海 区 8 0.3 4 7 '1' 8 , 2 8 8 1 6 2 , 8 1 5 53.0 8 2.0 8 5 9 e.o

標基以東海区 l 4 0.7 5 6 2 l 2 , 7 4 8 3 5 3.4 9 0 80 . 8 7 9.5 0 3 50.5

篠集以西海区 8.0 2 l '1l.5 5 6 1 5.5 7 」7 5 l . 5 6.9 0  0 8 6 . 0

合 計 2 0 0,3 8 2 8 2 2.4 9 5 5 0 l.8 7 7 4 5 . 5 2 0 2 , 2 8 4, 7 5 . l

昭和42年度支場別さけ事業成積集計表

、海 i 日

捕 獲 採 卵

捕 獲 数 性比 S 親魚

使用数

字親魚

使用率字 0 計

北 見 支 場 2 7.3'1l 6 l 7. l ' l l 7 4 4.5 5 8 61.4 26 , 0 ,t 8 9'7.8

根 室 支 場 8 6.3 4 7 7 6 , 2 6 8 l 6 2.6 l 5 5 3 . l  1 8 2.0 8 5 06.0

十 勝 支 場 l 4 0 , 7 5 8 2 l 2.74,3 8 5 8,4 9 0
89 . 8  l 7 9.5 0 8 56.5

天 塩 支 場 3.2 5 3 5.8 0 5 8.5 5 8 88.0 2.9 9 0 0 2 . 2

千 歳 支 場 5.5'1l 6 6.0 l 9 1 l.5 9 5 4 8 . l 4 , l 8 8 75.0

渡 島 支 場 0.0'll 4 ,t, 0 8 8 1 l.0 5 7 5・t.9 5. lEl 6 e 98.2

合 計 2 6 9.8 8 2. 3 2 2 , 4 9 5 5 9 l.8 7 7 45 . 5 2 0 2 , 2 3 4 7 5 . l
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成 積 ふ 化 放 流 成 l9
平 :均

採卵数

採 卵 数

千粒
使用期間

収容卵数

千粒 ふ出尾千差
ふ出率

%

放流尾数

千尾
放流期間

2.6 6 0 (海) 8.l 1 7
7 3.7 0 9

0l 1- l . 1 0

1 2 0. l 3 5 l 0 4 , 3 0 8 86.0 9 8.0 4 0 l .2 e-5 . 8 1

2 , 9 3 0 1 5.2 0 1 8 .21- l 2 . l 9 4 2,6 ,t 6 3 8.0 l 4 8 9 . l 2 9.8 4, 0 1. 2 6-6.18
2 , 4 9 0
(海)  2.4, 7 7
2 0 6.9 2 0

0. 1- 1.25

1 7 4 , 2 8 2 1 4 8.9 2 1 85 . 5 l 8 2.8 8 1 2 . 2 0-6 .20
2 , 8 3 0
(海) 6 2 1

2 2 5 , 2 6 l
9. l- l 2 . 2 0 1 6 9, 7 2 6 l 4 7.4 6 5 8 e.9 14,1.5 4 4 2 . 2 7-5 . 8 1

2 , 5 9 0
(海 )  9 2 9

l '1l , 8 6 0
0. 1-1 2 2 8 3 8 , 9 0 7 8 3.6 5 5 86.5 8 3.4 7 4 2.19-5 .11

2.6 '7 0
(海i 8;;:: 8.21- l . 2 5 5 4 5 , 6 4 6 4, 7 2 ,4,4,8 86 .6 4,8 4,.7 2 0 l . 2 0-6.20

成 積 ふ 化 放 流 成 i口1

平 均

採卵数

採 卵 数

千粒

実施期間 収容卵数

千粒

ふ出尾数

千尾

ふ出率

%
放流尾数

千尾

放流時間

2 , 6 4 0
(海)  3 , l 1 7
'? 0.・t 7 8

g. l- 1.10

1 0 '7.1l 4 5 0 3.4,55 86.7 8 7.5 4 8 8.12-5.80
2 , 4 9 0
(海) 2.4 7 7
2 0 6.0 2 0

9. l- l . 25

l 7 4,.2 8 2 l 4 8 , 0 2 l 85.5 l 3 2.3 8 1 2 . 2 0-6.20
2 , 8 3 0
(海)  8 2 1
2 2 5.2 6 1

0. l-12 . 2 0 1 6 9. 」7 2 6 l 4 ?.4 6 5 8 6 . 9 l 4 l.5 4 4 2.Z'1-5.81
2.7 7 0 8.8 l 7

9. l-1 2 .  6

3 l.,t4 3 2 7.6 5 0 87.0 2 3, 6 8 9 1.26-6 .18
3,0 l 0
(海)  8 6 e
l 2 , 5 9 8

8.21- l 2 . 2 5 3 8.l 8 1 8 4 , 0 4 6 89.2 8 0.6 5 0 2 . l 0-5 . 2 1

2.5 8 0 (海) 6 8
1 5 , 3 7 7

0. l- l 2 . 2 8 2 4 , 8 l 9 2 0.0 l l 86.0 1 8.a ' l 2 l . 2 6-5 . l 1
2.8 7 0 (海) 7 , l 4,4

5 3 8.9 5 l 8 . 2 l- 1.25 5 4 5 , 6 4 6 4 7 2 , 4l 4 8 86.6 4 34. '7 2 9 l . 2 6-6.20
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海

区
水 系 採卵場 事業場

捕 獲 数 使 用 親

S. 尾 0 尾 計 尾 字 尾 1S 尾

岩 尾 別 岩 尾 別 岩尾別 3 0 3 2 l 0

2 , 4 2 8

5 l 3 2 8 0

3.7 4 0
l 1 5

斜 里

藻 琴

斜 里 斜 里 3, 8 2 8 6.2 5 6 2,8 3 l

藤 琴 深 琴 5 7 0 2 l 2 7 8 2 5 3 0 l 7 7

網 走 細 走 細 走 1 6.4,1 7 8 , 9 8 6 2 5 ,3 5 3 1 6.l 4, 5 5.8 6 8
0

0

西 細 走 1l' l 0 5 2 1 l 2 6 9 7 2 1

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

小 計 l 6.5 2 2 し 8.95'7 . 2 5 , 4 7 9 l 6.2 4 2 5 , 8 8 9

常 昌 常 呂 北 見

揚 別

8 2 2 、

6 8 '7 , 1, 5 0 9

8.0 3 9

7 3 9 2 8 9

1 , 6 8 7・ 別
清 滑

揚 別 4,. '7 6 2 4, , 1 7 7 4 , 5 6 l

清 滑 清 滑 3 3 2

l 8

2 l l l

8 l 3

2 4,

6 4 5

4 2

3 8 8

5 4 5

2.564,

3 2 0

l :l

2 1 6

1 2 9

1 0

1i2
興 部

幌 内

興 部 〇

幌 内 幌 内 1 6 9

徳 志 別

幌 別

屯 別

海 区 計

徳 志 別 徳志別 l 6 0

8 3 5

9 l

2 8, 4 6 2

3 8 5

l , 7 2 9

l 5 8

8 l 8

8 8

2 7. '7 l 2

5 2

北見幌別 歌 登 2 2 6

4 2屯 別 屯 別 l 3 4, 2 2 5

4, 7 8 8 7本 年 度

前 年 度

1 9 , 4 2 5 1 1,0 5 9

3 1, 3 8 7 3 0,1 4 0 7 0.5 2 7 3 0.1 5 8 1 3.6 2 8

天 塩 天 塩 天 塩 l , l 2 0 l.9 8 3 3,1 0 8 l l l l 2 2 3 1

0 中 川 中 川 1.0 4 '7 , 1,ol t 2.1 2 l 1.0 2 3 2 9 6

〇 小 計

2.1 0 7 、

8.0 5 7 5 , 224, 1 , 9 3 5

. 5 2 7

日

本

海

区

石 狩 石 狩

西 越

千 歳

̃
2 7 8 6 1 0 8 0 7 2 8

l, l 4 7

7

〇 l.2 0 6
l 9 2

l.6 7 6

8 4 3 2.0 4 9 3 3 0

ll'
音 江 音 江 2 9 4

l. 'li 5 6
7 2

l , l 2 2

4 8 6

3.4 3 2

1 7 0 4 3

〇 小 計

朱 太

冷 水

1 , 3 4 0 3 8 0

朱 太

利 別

厚 沢 部

海 区 計

尻 別 6 7 l 3 9

2 , 5 4 l

6 3

l.3 8 2

2 7

1.0 4 0利 別 l.4 l 9

厚 沢 部 厚沢部 4 6 7

5 , 7 0 6

4 9 6

6 , 5 0 3

9 6 8 4, 64,

5.l 8 4

5.0 7 6

1,0 0 5

0

2 2 3

本 年 度 l 2.2 9 9 2 , l 9 7

前 年 度 6.4, 5 0 9.5 0 2 1 5.a 5 2
1.8 5 6
4

5 9 3

l.9 5 l

羅 自 羅 自
.' l

羅 自 l.0 0 5

l

4 0 0

8 5 1

3

8 3 7

春l民 古丹 甜 古丹 〇 0

植 別 植 別 意 別 l 9 3 3 7 7 l 5 0

-2 4,-

魚 数 採卵数

千粒

增 減 卵 数

千粒

仮収容卵数

千粒

字親魚

使用率%

平均採卵

数 粒

商l因
実 施時 :iei

計 尾

3 9 5 6 2 0 (海)  1.6 l 5 2.2 3 5 92 . 4 2 , 2 1 0 ,a?̃1 il12,f
6.0 7 l 1 0 , 5 0 '7 (海) 2 3 4 1 0.8 0 l 97 . 7 2.8 3 0 9.13̃1 2 . 2 2

7 l 6 1.5 3 9 1 , 5 3 9 94,. 6 2 , 8 6 0 9. 1̃1 2 . 2 6

2 2.0 l 3 4 2 , 8 2 9 (海) 1.2 6 8 4, 4,.0 9 7 98.3 2.6 5 0 g. 1̃  l . 1 0
l l 8 2 6 8 2 6 3 92.4 2.'7 l 0 l 2 . l l̃  l . 1 0

2 2 , 1 3 1 4, 3.0 9 2 (海) l.2 6 8 4 4 , 3 6 0 98 .3 2 , 6 5 0 g. l̃ l . l 0

1.0 2 8 2 , l 0 6 2,1 0 6 8 9 . 9 2 , 8 5 0 9. 1̃ l '21. l 6

6 , 2 4 8 1 0.9 2 0 1 0 , 9 2 0 9 5 . 8 2.3 9 0 9. l̃1 2 . 2 9

44,9 8 6 9 8 6 9 96.4, 2. '7 1 0

3.0 1 0

9.1 4,̃ 1 2 . 2 7

2 l 3 3 8 3 6 l . l l 0 . 1 1̃ l 2 . 2 5

a 2 8 7 8 2 ' l l32 98.6 3.3 9 0 9 . l 0̃ 1 2 . l 8

2 1 0 4 5 6 4, 5 6 98.8 2.8 8 0 g. 1̃ 1 1 . 1 0
l.0 4, 4, 2.5 1 0 2 , 5 1 0 98.0 3 , 0 7 0 9. 5̃ 1 l . l 5

9.21̃1 i. 3 0l a o 2 6 5 2 6 5 96 . 7 3.0 l 0

2 , 6 0 03 8.7 7 l '1l 3 , 7 0 9 (海) 8.1 l 7 '7 6.8 2 6 97.4 0. l̃ l . l 0

4 3.7 7 6 7 8 , 3 3 7 (海 ) lb.0 0 l '1 7.3 3 8 96.1 2 , 40  0 g. 1̃  l . l 0

1.1 4 8 2 , 8 0 3 2 , 3 0 3 81.4 2 5 3 0 9 . l 3̃ l 1 . 1 9

l.3 l9 2 , 7 8 3 2,'7 8 3 0 7 . 7 2 , 7 2 0 9. l̃12 .  6

2 , 4 6 2 5 , 0 8 6 5 , 0 8 6 80 .3 2.6 3 0 9. l̃1 2 .  6
3 0 6 0 6 0 8.8 2 , 6 1 0 9. l̃1 0 . l '7

l.4 '7 7 3.6 6 5 0( 用  7 8 3.5 8 7 9 5 . l 3.2 0  0 9 . l l̃ 1 2 . 1 9

2 l 3 4, 2 0 4 2 0 88.5 2,4, 7 0 8.21̃1 0 . 2 0

l.7 2 0 4,. l 4 5 △(1ll1l試) 7 8 4 , 0 6 7 7 9 . 9 3.0 9 0 8.2 1̃ 1 2 . 1 9

9 0 l 6 7 l 6 7 94,0 2.6 5 0 l 0 .  l̃1 2 . l 0

2.4 2 2 4 , 5 0 3 4 , 5 0 3 9? . 4 3.2 6 0 9.2 6~1 l . 2 5

6 8 7 l.3 0  0 l , 3 0 0 9 9 . 4 2 , 8 0  0 9 . 2 l̃l 2 .  5

7 3 8 l 1 5 , 2 0 l .o,(Jel試) 7 8

1 5. l 2 3 .

8 9 . 4 2 , 9 3 0 8 . 2 l̃l 2 . l 9

'7.02'l l l 4 , 5 0 5 △( l ;;l試) 0 2 1 4.4 l 3 '7 8.'7 2 , 8 0  0 8 . 2 1 ̃ l 2 . l 9

l.8 4, 2 2.5 1 0 (海1) l 2 1 2 , 6 4 0 1 0 0 2 , 5 1 0 l 0 .  l̃1 2 . 2 5

' o. '̃ 'i.'o
9 . 2 1̃1 2 . 2 0

0 0 0 0

5 2 7 8 7 0 l 8 7 0 94.8 2 , 3 1 0

-2 5-



海

区
水系 採卵場 事業場

捕 獲 数 . 使 用 親 魚

9 尾 0 尾 計 尾 1i 尾 3 尾

元崎無1lll 元崎無只 素 別 :l 0 l 6 0 1 6 l 8 4 4, 0

崎 無 異

意 別

古 多 糠

崎 無 異
・

9 1 2 4 4 4 l.3 5 6 8 5 4 3 6 1

j 別
ll' 3 . 8 6 ?

1.2 4 l ・

5,l 0 8 3.7 9 8 1 .212

古 多 線 1l' 3 0 2 2 5 2 2 3 l 8

忠 類 忠 類 伊茶仁 6 6 3 4, 2 0 l10-3 ;ll、 6 6 2 2 6 5

根

室

海

区

伊 茶 仁 伊 茶 仁

標 津

・・ 6,8 4, 9  , 4 , 2 0 9 1 1.0 5 8 6.8 3 7

7 3 3 3

2 . 8 1 1

2. 9 0 8

2 , 6 0 0

標 津 根 室 7.4 2 0

4,.0 6 8
5.6 ? 3

8,0 9 8

l 3.0 9 3

当 幌 当 幌

春 別

床 丹

西 別

計根別 7 l 6 6 4.0 l 3

3 6 5春 別

床 丹

・・

〇

3 0 5 2 5 1

3 6 5

5 0.3 8 4, .

6 1 6 2 3 0

4 9 0 8 5 5

l 0 3.8 0 2

4 9 0

50.7 5 2

1 0 5

3 4 0

西 別 虹 別 53.4 l 8.
]L 2 0

1 8 . 6 4 6

矢 自 別

風 連

矢 日 別 浜 中 2 1 2 3 3 2 3 2

風 連 0 3.7 4 6 6 . 0 2 6 9 , 7 7 2 3.4 4 4 1.1 5 3

別 当 資

穗 香

別 当 資 厚 味 2.7 5 6 2 , 7 4 9 5.5 0 5 2 , 6 6 l

1 3 2

8 2 , 0 3 5

1, 5 0 2

6 2

3 3 . 1 6 2

穩 香 / / :ta 6 6 7 2 0 3

海 区 計
本 年 度 8 6 ,a 4 7 '1l 6 . 2 6 8

7 2.7 5 1

1 6 2 .6 l 5

前 年 度 6 4.・9 4 8 l 3 7.6 9 9 5 8 . 0 2 5 2 4.4 5 5

別寒辺牛 厚 岸 太 田 2 . 8 54 2.2 2 5 5.07 l l l 2.5 0  0 1.0 1 4

9l1 路 釧 路

阿 寒

9ll 路 2 9.0 l 3 3 0, 6 7 1

? 4, 5

6 0 , 5 8 4

1 3 4 0

l 9 .4 0 2

5 4 0

8.136

1 0 7阿 寒 阿 寒 5 9 5

茶 路

十 勝

茶 路 観 居 1 5 4 1 3 8 2 9 2

l 1 5 ,

6 3

篠 千 代 田 十 勝

'''
8 4.7 0  0

6 l.7 l 0

4 9.9 2 7

l i 6.6 ;l;5

8 4 , '7 l ?

1 7 8.3 4 5

2 0, l 9 3

2 8.3 1 3

5 .122

4.3 5 9打 内/ /

集

以

東

海

区

,
〇

利 別 慕 別

, 9 2

4, 7 1 3 9 9 0 2 2

集 別 1l' 1.8 3 2 1 , 4 5 2 3.2 8 4 1.79'7 1 . 2 6 3

″ 東 3 3 号 札 内 8.3 4 6

7 3

1 0.0 8 6

4, 2

1 8.4 3 2

1 i 5
2 8 5.0 3 2

6 , 1 8 2

7 3

5 6,6 4 8

l , 5 7 2

8 60 東 l 5 号

小 計

歴 舟

・・
〇 l 0 6.8 4 3  ' 1 7 8. l 8 9 l 2,3 ? 4

歴 舟

広 尾

大 樹 8 9 6 7 7 0 1. l 6 6 2 9 7 l 3 8

広 尾 / / l 5 6 1 l

海 区 計

本 年 度 ・

l 4, 0.7 5 6

5 9.9 l 7

2 l 2. '7 4 3 3 5 3.4 9 9

l 5 4 , 1 8 2

7 9, 5 0 3

3 2.2 l 4

2 l, 9 2 8

l 3, 8 l 0前 年 度 9 4 , 2 6 5

仁 雁 別 仁 肥 別 静 内 l 6 l 9 3 5 l 6 1 9

様 解 似 様 似 ・0 '

-2 l1l-

数

採 卵二粒 增減:P二 仮収容卵数

千粒

S親魚

使用率%

平均採卵

数 粒

・的回
実 施 精

計 尾

1 24 1 9 8 l 9 8 83 .2 2 , 3 6 0 'a.2言l̃,量, E
1.2 l 5 1 , 9 9 8 1.9 9 8 93 . 6 2,3 4 0 9 . 2 l̃ l 2 . 2 0
5.0 l 0 9.0 1 7 9.0 l 7 9 8.2 2 , 3 7 0 9 . l 6̃ l 2 . 1 8

3 6

0 2 7

9.6 4, 8

5 3

l.5 3 8

1 5.6 8 3

5 3 7 6. '7 2. 3 0 0 9 . 2 5̃ l 2 . l 5

1 , 5 3 8 99 . 8 2 , 3 2 0 9 . 2 1̃1 2 . l 5
1 5 . 6 8 3

2 0.7 6 7

99 . 8

98 . 8

2.2 9 0

2.5 1 0

9. l l̃ 1 2 . 2 0

l 0,2 4 l 1 8.4, 1 1 (海)  2. 3 5 6 9. 1̃l 2.2 0
6.6 1 8

5 9 5

1 0 . 3 7 9

1.l 4, 2
1 0 , 8 7 9

1. l 4, 2

9 S.7 2.5 9 0

8.1 3 0

9 . 1 0̃1 2 . 2 0

l 0 0 9 . 10̃ l l . 3 0

9 . l 0̃1 2 . 1 08 3 0 1.4, 5 6

1 2 6.4, 6 l
1.4, 5 6 1 0 0 2. 9 7 0

6 9.3 9 8 1 2 6.4 6 1 9 5.0 ・ 2.4 9 0 9. 1̃ 1 . 2 5
1 8 7

4 , 5 9 7

2 3 2

9 , 3 2 7

2 3 2 8 7 . 5

9 l . 9

2 , 2 l 0 9.2 1̃1 l . 3 0
9 , 3 2 7 2 , 7 1 0 9. 6̃l 1 . 2 0

4.1 6 3

1 9 4

7.3 1 9 7.3 1 9

8 l 7

96 .6 2 . 7 5 0 9. 1̃1 l . 2 0
3 1 7

2 0 6.9 2 0
9 7 . l

9 6 . 0

2.4 0 0

2.4 9 0
9 . 2 7̃ 1 1 . 1 9

9. l̃ l . 2 5l l 6.0 9 7 (海 )  2.4, 7 7 2 0 9.3 9 7
8 2 , 4 8 0 l 4 7. 0 2 8 (海 )  6 3 8 1 4, 7 . 6 6 6

6.6 0 2

89 .3 2.5 0  0 9. 1̃ 1 .20
8.5 1 4

2 7.5 3 8

6. 6 0 2 8 7 . 6 2 , 6 4 0 9 . l 1 ̃ l 1 .  5

5 1, 7 7 4 5 l.7 74, 6 4 . 9 2.6 7 0 9. 1̃1 2 . 1 6
7 3 7

l 7 8

2 5.3 1 5

3 2 , 6 7 2

1.9 l 7 l.9 1 7 9 0.8 3 , 5 5 0 9 . 1 1 ̃ l 1 .  5

a 3 3

5 3.3 9 2
8 8.3 l 6

(海) 2 6 8 5 9

5 3 , 8 9 2

7 4,.'i 2.9 0 0 9.15̃ l l . 2 8
5 8 . 0

4 5 . 9

07 . 8

2,6 4 0 9. 1 ̃ 1 2.2 0

8 8.8 1 6

l 7 2

3. l 2 0 9 . l 0̃1 l . 2 ' 2
l l 2 l 7 2 1.9 1 0 1 0 .  1̃1 0 . 8 l
3 . 060

7.7 5 4

1 0 9

6 9 0 2 2

5.4 , 0 l 5 , 4 0 1 98 . 1 8.0 l 0 9.1 ;La・l 1 .  3
1e.2 7 0

2 2 8

1 6 3.7 7 4

1 6.2 7 0

2 2 3

l 6 8.7 7 4

7 4 . l 2. 6 3 0 9 . 1 0̃ l 0.2 8

l 0 0 3 . 0 5 0 1 0 .  l̃1 l .  2

53.0

7 5 . 0

1 0 0

56 . 5

2 , 8 9 0

2.8 9 0

3.00 0

9. l̃ 1 2.2 0

4, 3 5 8 5 8

3

2 2 5.2 6 l

8 5 8

5 9 8

2 2 5.8 8 2

9 . 3 0̃ l 2.2 0

2

1 0 1 4 2 6

(海) 5 9 5

(海)  6 2 1

1 0 . 1 6̃ 1 1 . 3 0

9. 1 ̃ l 2.2 02.8 3 0

2.4 0  04 6. 0 2 4

3 5

9 1.8 0 3 (海) 4 6 7 - 0 2.2 7 0 53 .8 9. 1̃ l 2.2 .8

1 7 l 7 l 0 0 1 .060 l 0 . 2 7 ̃ 1 2 . 2 5

(海) 4, 0 1 4 0 l
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海

区
水 系 採 卵 場 事業場

捕 獲 数 使 用 親

字 尾 0 尾 計 尾 S 尾 3 尾

篠

基

以

西

海

区

幌 別 幌 別 静 内 1 1 6 l l 6 2 3 2 9 6 61

元 浦 川 元 浦 河
〇l l 5 6 l 9 6 3 ・5 2

l 3 7

8 6 68

三 石 三 石 〇 7 8 5 9 7 8 3 0

静 内 静 内
l l' l.8 8 2 2.0 0 3 8.8 8 5 1.6 l 6 5 3 7

新 冠 新 冠
ll '

〇

1 2 8 4 7 1 7 5 1 2 0 3 8

沙 流 富 川 6 0 4 7 l 2

l 5 6

1.3 1 6 1 4 7 4 7

iti 川 期 川 千 歳 9 2 2 ll,8 4 3

5 4 9

2 8

1 5 3勇 払 勇 払
,ll' 7 1 l 7 4 5

9 5

l , 4 5 6

l 6 2自 老 自 老 白 老 6 7 5 6 a 5

数 生

貫 気 別

数 生 数 生 3 8 9 2

2 3

1 3 0

3 5

3 6

0

3 a

貫 気 別 〇 l 2 0

長 万 部 長 万 部 八 雲 5 8 5 9 1 l 7

5 8 4

2 8 4

遊 楽 部 遊 楽 部
1〇 3 7 l 2 l 3 3 7 l 1 2 0

有 川 有 川 知 内 2 5

2.7 6 9

7 0 0

茂 辺 地 茂 辺 地
・l l l 3.2 4 5 6.0 1 4 3 2 l 9 1.6 7 3

t 川 亀 川 〇 1 2 2 '7 0 l 9 2 1 2 1 4, 9

9 6知 内 知 内
0 3 2 3 1 7 '7 5 0 0

l 5 , 5 7 7

3 2 3

海 区 計
本 年 度 8.021 7. 5 5 6 6 ,90  0 3.0 1 0

前 年 度 8,3 8 6 9 , 4 4 4 l 7 8 3 0 2 , 4 0 't 3.6 5 2

合 計

本 年 度 2 6 9 . 3 8 2 3 2 2.4 9 5 5 9 l , 8 '7 7 2 0 2,2 3 4, 7 1.3 5 1

前 年 度 1 7 1.0 8 8 2 2 5 , l 0 2 3 9 6. l 9 0 1 3 2.8 7 2 5 7.4 9 1

前 年 対 比
十

0 8.2 9 4
十

9'll.8 9 3
十

l 9 5 6 8 7
十

6 9 . 3 6 2
十
l 3 , 8 7 0

魚 数

採卵数千粒

增 減 卵 数

千粒 仮収容業成粒
字親魚

使用率%

平均採卵

数 粒 ・
実施期間

計 尾

1 5 7 2 1 5 2 l 5

6 5 6

82.8 2.3 4 0 lJil.il̃ ] jil'i
l 5 4 2 5 3

2 2 2

(海 )  4 0 3 5 5 . l 2 , 9 4 0 9.18̃ l 2 . l 8

l l 7

2 . l 5 3

1 5 8

2 2 2 l 0 0 2 , 8 5 0 9.2 3̃ l 2 . l 2

9. 7̃ l 2 . l 84.8 9 8 (海 )  6 2 4 , 9 5 5 8 5 . 9 3.0 3 0
3 7 8 3 7 8 9 8 . 8 3,l 5 0 1 0 . 1 3̃ l 2 . l 0

l 9 4

7 l

4 1 8

1 0 6

4 l 8

1 0 6

2 4 . 8 2.8 4, 0 9.l 1 ̃ 1 1 . 1 9
4 6 . 7 2 , 4 7 0 g. 1 ̃ l l . 1 0

9. 6̃ 1 i. l 27 0 2

9 1

1, 7 0 8

1 8 9

1, 7 0 8

1 8 9

7 7 . 2 8. l l 0

83 .6 2,4, 7 0 9 . l 0̃l 2 . 2 0

l 0 .  l̃1 2 . 2 00 9

0=
S 7

1 0 4

0

1 0 4

0

9 4,.7 2.8 8 0
0 9 . 2 0̃ l 1 .  5

g. 1̃ 1 1 .  16 0 6 0

l . l 0 9

3 9 . 7 2 , 5 9 0

4 9 1

0

1.1 1 1 △(itl試) 2 1 0 0 3, 0 0 0 9 . l 4~l 2 . 2 8
0 (海)  6 3 6 3

6.7 2 6

0 9 .20̃1 1 . 2 0
4. 8 9 2 6.7 2 6

3 8 5

9 9 . 2 2.0 9 0 1 0 .  6̃l 2 . 3 0
l 7 0 △(供試) l 3 8 4 99 . 2 3.1 8 0 1 0. l 9̃ 1 2 . 2 8
4 , l 0 1.l 2 5

1 7. 8 6 0

l . l 2 5 1 0 0 3.4 8 0 l 0 . 1 0̃ 1 2 . 2 0
9.9 1 0

1i.0 5 6
1 8. 7 8 6 86 . 0

8 8 . 8

2.5 9 0
2 , 2 0  0

9. l̃ l 2 . 2 8

9. l̃ 1 2 . 8 01 6, 0 0 3 l 6.7 9 2

2 7 3.5 8 5 5 3 8.9 5 1 (海)  7. l 4 4
△( ,lilt試) 8 l 5 4 6.0 1 4 7 5 . l 2.6 7 0 8 . 2 l̃ 1 . 2 5

1 9 0.3 6 3 3 4, 2.6 7 6 問翻 5 , 8 9 5
△( ,ttel0 9 2 3 4 8 , 4 7 9 7 7 . 7 2 ,60  0 7. 5̃  1 . 2 0

十
88.2 2 2

十
1 i1l 6.2 7 5 十

l, 2 4 9
十
1 0 7.5 3 5

2 9



昭和42年度支事業場別さけ親魚捕獲採卵成a表
支 場 事 業 場

捕 獲 数 使 用 親 魚 数

字 尾 3 尾 計 尾 字 尾 な尾 計 尾

北 見 岩 尾 別

斜 里

深 琴

細 走

北 見

勇 別

清 滑

幌 内

3 0 3

3 , 8 2 8

5 7 0

1 6.5 2 2

8 2 2

4,,7 6 2

3 5 0

2 1 9

2 l 0

2,4, 2 8

2 1 2

8.957

6 8 7

4 , 1 7 ?

3 3 7

1 6 9

5 l 3

6.2 5 6

7 8 2

2 5 , 4 7 9

1, 5 0 9

8.9 3 9

6 8 7

3 8 8

2 8 0

3.7 4, 0

5 3 9

1 6 , 2 4 2

7 3 9

4, , 5 6 l

3 8 1

2 l 6

1 1 5

2.3 3 l

l 7 7

5.8 8 9

2 8 9

1.6 8 7

1 3 9

1 l 2

3 9 5

6.0 7 l

7 l 6

2 2 ,1 8 1

1.0 2 8

6.2 4 8

4 7 0

3 2 8

計
本 年 度 2 7.3 7 6

8 0.1 7 9

l 7 . 1 7 7 4, 4 , 5 5 3 2 6.6 4 8 l 0, 7 3 9 3 '7. 3 8 7

4 2 , 2 6 0前 年 度 3 7. 1 0 8 6 7.2 8 7 2 8, 9 6 4, 1 3.2 9 6

根 室 羅 自

素 別

伊 茶 仁

根 室

計 根 別

虹 別

浜 中

厚 床

1,0 0 6

5 , 3 1 0

7.5 1 2

7.4, 2 0

4.9 2 3
5 3 , 4 l 8

3, 8 6 6

2 , 8 9 2

8 5 4

l.9 6 0

4.6 2 9

5 , 6 7 8

3.7 1 4

5 0 . 3 8 4

6 .238

2 , 8 l 6

1.8 6 0

7 2 7 0

1 2. l 4 l

1 8. 0 9 3

8.e 3 7

l 0 3 . 8 0 2

l 0. l 0 4

5.7 0 8

l.0 0 5

5 , l 3 6

7.4 9 9

7. 8 8 3

4 , 8 6 8

50.7 5 2

3 , 5 4 9

2 , 7 9 3

8 3 7

l , 7 7 6

8 , 0 7 6

2. 9 0 8

3.1 '7 0

l 8.6 4 6

l , 1 8 5

1, 5 6 4

l , 8 4 2

6.9 1 2

l 0. 5 7 5

l 0.2 4 1

8.0 8 8

6 9.3 9 8

4,.7 3 4
4.3 5 7

計
本 年 度 8 6.3 4 7 76.2 6 8

7 2 , 7 5 1

1 6 2.6 1 5 8 2 , 9 8 5 3 8 , 1 6 2 1 l 6. 0 9 7

前 年 度 6 4,.9 4 8 1 3 7 6 9 9 5 8,0 2 5 2 4 , 4 5 5 8・2 , 4 8 0

十 勝 太 田

a1l 路
阿 寒

観 居

十 勝

基 別

札 内

大 樹

2.8 5 4

2 9.9 1 3

5 9 5

1 5 4

9 6.5 0 0

1 , 9 2 4

8.4 l 9

3 9 7

2.2 2 5

30.6'7 l

7 4 5

1 3 8

l 6 6.5 6 2

1.4 9 9

l 0. l 2 8

'7 '7 5

5 , 0 7 9

6 0 5 8 4

l , 3 4 0

2 9 2

2 6 3,0 6 2

3.4, 2 a

1 8. 5 4 7

l. l '7 2

2.5 0  0

1 9.4 0 2

5 4 0

l 1 5

48 . 506

l . 8 8 7

6.2 5 5

2 9 8

l , 0 1 4

8 1 3 6

l 9 7

6 3

9, 4 8 l

1, 2 8 5

l.6 0 8
1 3 9

3. 5 1 4

2 7. 5 3 8

7 3 7

l 7 8

5 7 ,9 8 '7

3.l 7 2

7. 8 6 3

4 8 7

本 年 度 l 4, 0.7 5 6 2 1 2 , 7 4 3 3 5 3.4 9 9 7 9.5 0 3 2 1,9 2 3 l 0 1 , 4 2 6
計

前 年 度 59 . 917 9 4.2 6 5 1 5 4, , l 8 2 3 2.2 1 4 1 3, 8 l 0 4,6.0 2 4,

天 塩 徳 志 別

歌 登

屯 別

1 6 0

8 3 5

9 1

3 8 5

1. '7 2 9

l 3 4

5 4, 5

2.5 64l

2 2 5

l 5 8

8 1 8

8 8

5 2

2 2 6

4 2

2 1 0

1.044,

l 3 0

,_ -3 0 --

採 卵 数

千粒

. 增 減 卵 数

千粒

仮収容卵数

千粒

9 親魚

使用率 %

平均採卵

数 粒
実 施 期 日

6 2 0

l 0 . 5 6 '1

1,5 3 9

4 3.0 9 2

2, l 0 6

1 0.9 2 0

9 0 2

7 3 2

(海 )  1.6 1 5

(海) 2 3 4

(海)  l.2 6 8

2.2 3 5

l 0,8 0 l

l.5 8 9

4 4.8 6 0

2 , l 0 6

1 0 . 9 2 0

9 0 2

7 3 2

92 . 4

9 '7.7

9 4 . 6

98.3

8 9 . 9

95 . 8

94 . 6

98.6

2.2 l 0

2 , 8 8 0

2.8 6 0

2 6 5 0

2 , 8 5 0

2 , 3 9 0

2 , 7 3 0

3.3 9 0

,oii lil温oE
9 . l 8̃ l 2 . 2 2

9. l̃ l 2 . 2 6

g. l ̃  l . l 0

9. 1̃ 1 2 . l 6

9. 1̃ l 2 . 2 9

9 . l 4~12.2'll
9 . l 0̃ 1 2 . 1 8

7 0.4 7 8 (海 )  3.1 1 7 7 3.5 9 5 9 7 . 3 2.6 4 0 g. l̃ l . 1 0

g. 1̃  1 . l 06 9.6 6 0 (海 ) 4, , 0 01 7 3.6 6 l 96 .0 2.4 0 0

2,51 g
1 2,1 3 6

l 7.2 2 1

l 8.4 1 1

1 2.9'l l7

1 2 6.4 6 1

9 .559

7 , 6 3 6

(海)  l 2 l 2,6 4, 0

l 2 ,1 3 6

1 7.2 2 l

2 0. '7 6 7

l 2 , 0 7 7

1 2 6.4, 6 1

9.5 5 9

7. 6 3 6

9 9.9

96 . 7

9 9 . 8

98.8

98.9

95 . 0

9 l . 8

9 6 .6

2.5 l 0

2 , 3 6 0

2.3 0  0

. 2.5 l 0

2 , 6 7 0

2,4, 9 0

2.6 9 0

2.7 3 0

1 0 .  1̃l 2 . 2 5
9.1 6̃ 12 . 2 0

9 . 1 l̃ l 2 . 2 0

9. 1̃1 2 . 2 0

9 . 1 0̃1 2 . 2 0

9. l̃ 1 .25

9. 6̃ l 1 . 3 0

9. l̃ 1 1 . 2 0

(海 )  2,3 5 6

2 0 6 ,9 2 0 (海)  2.4 7 7 2 0 9 . 3 9 7 96 . 0 2.4 9 0 9. l̃ 1.25

l 4,'7.0 2 8 (海 )  6 3 8 14, 'l.6 6 6 89 . 3 2.5 0 0 9. l̃ 1 . 2 0

6.6 0 2

5 1. 7 7 4

1, 9 1 7

3 3 3

l 4 l, 7 0 8

5.5 '7 3

1 6.4 9 8

8 6 1

6.602

5 1 , 7 7 4

l.9 1 7

3 5 9

l 4,l.7 0 8

5,5 '7 3

l 6 , 4 9 3

1.4 5 6

87 . 6

64.9

90.8

74.7

50 .3

9 8 . l

74 .3

95 .1

2.6 4 0

2.670

3.5 5 0

2.9 0  0

2.9 2 0

2 , 9 5 0

2 , 6 4 0

2,8 9 0

9 . l l̃ l 1 .  5

9. 1̃ 1 2 . 1 6

9 . l l̃ l 1 .  5

9.1 5̃ l l . 2 8

9. l̃ 12 .2 0

9 . l 1̃ l L  3

9 . 10̃l 1 .  2

9 . 3 0̃ 1 2 . 2 0

(海)  2 6

(海) 5 9 5

2 2 5 , 2 6 l (海)  6 2 l 2 2 5 , 8 8 2 56.5 2.8 3 0 9. 1̃1 2 . 2 0

9 1 ,8 0 3 (海)  4 6 7 9 2 , 2 7 0 5 a. 8 2 . 0 0 0 9. 1̃ 1 2 . 2 8

ii 2f 基
2.8 8 0
3.0 7 0

3.0 l 0

g. l̃ l l . l 0

9. 5̃ 1 1 . 1 5

0 . 2 1̃ 1 l . 8 0

-3 1-



支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

1il 尾 容 尾 計 尾 1il 尾 6 尾 計 尾

天 塩

中 川

1. l 2 0

1.0 4 7

1.9 8 3

1,0 7 4

3 . l 0 8

2. l 2 l

9 l 2

l.0 2 3

2 3 l

2 9 6

1,1 4 8

1 . 3 l 9

計
本 年 度 3.2 5 3 5 , 3 0 5 8 . 5 5 8 2 . 999 8 4 7 3 , 8 4 6

前 年 度 2. 8 l 9 4 , 5 5 2 7. 3 7 l 2 . 5 1 2 6 4, 0 8 . l 5 2

千 歳 千 歳

音 江

静 内

白 老

敷 生

2.2 8 7

1 9 2

2.980

6 7

5 0

2.8 6 3

2 9 4

3. l 5 2

9 5

. 1 1 5

4 , 6 5 0

4, 8 6

6.1 3 2

l 6 2

1 6 5

l 7 6 2

1 7 0

2 . 159

5 6

3 6

5 l 8

4 3

8 0 9

3 5

3 3

2.2 8 0

2 l 3

2 , 9 6 8

9 l

6 9

計
本 年 度 5.5 7 6 6.0 l 9 l l.5 9 5 4.1 8 3 1,4 3 8 5. 6 2 l

6.2 l 4,前 年 度 6 . 1 2 4 8. l 2 6 1 4,.2 5 0 4,,2 5 5 l.9 5 9

渡 島 八 雲

知 内

J事 沢 部

利 別

尻 _別

4 2 9

3.6 9 2

4 6 7

1.4 l 9

6 7

2 7 2

8 .021

4 9 6

1.1 2 2

7 2

7 0 1

6.7 l 3

9 6 3

2 , 5 4,1

1 3 9

3 9 4 ,

3 6 6 3

4 6 4

l . 3 8 2

6 3

1 8 4

1,8 l 8

2 2 3

1.0 4 0

2 7

5 2 8

5 , 4 8 l

6 8 7

2.4 2 2

9 0

計
本 年 度 6.0 7 4 4 . 9 8 8 l 1 , 0 5 7 5. 9 6 6 3 , 2 4 2 9.2 0 8

前 年 度 7 . 101 8.3 0  0 1 5.4 0 1 6.9 0 2 3.3 3 l 1 0 2 8 3

l 合 計 本 年 度 2 6 9 . 3 8 2 3 2 2 , 4 9 5 5 9 l.8 7 7 2 0 2 .2 3 4 7 1 . 3 5 l 2 7 3 . 5 8 5
前 年 度 1 7 l.0 8 8 2 2 5 . l 0 2 3 9 6 . l 9 0 1 3 2 , 8 7 2 5 7 4 9 1 l 9 0.3 6 3

-3 2

採 卵 数

千粒

増 減 卵 数

千粒

仮収容卵数

千粒

1il 親魚

使用率 %

平均採卵

数 粒
実 施 期 間

2.8 0 3

2.7 8 3

2 , 3 0 3

2.7 8 3

8 1 . 4

9 7 . '「

2.5 3 0

2.7 2 0

調 3已1 rlj gi
9. l̃ l 2 .  6

8.3 1 '7 8.3 l 7 9 2 . 2 2 ,7 '7 0 9. l̃ 1 2 .  6

'7. 2 3 9 7.2 3 9 89 . 1 2.9 0  0 9. 1̃ 1 l . 3 0

5.539

4, 2 0

6.390

l 3 9

1 0 4

△( i l1l試) 7 8

(海)  8 6 6

5,4 6 l

4 2 0

7. 2 6 2

1 3 9

l 0 4

'? 7 .0

8 8 . 5

7 2.4

8 3 . 6

7 2 . 0

3.l 4 0

2,4 7 0

2.9 6 0

2.4'? 0

2 , 8 9 0

9. 1 ̃ 1 2 . 1 9

8 . 2 l̃ l 0.2 0

9. l l̃1 2 . 2 5

9.1 0̃ l 2 . 2 0

9 . 2 0 ̃ 1 2 . 2 0

12.5 9 8

、海.

J 4
8 6 6

目1'、l っ 1i
1 3. 3 8 6 7 5 . 0 3.0 1 0 8 . 2 1̃1 2 . 2 5

1 1 , 2 7 5 l、洞 :_r , 、登 j  6 3 4:fiま、、 a la l 1.8 1 7 6 9 . 5 2.7 0  0 7. 5̃ 1 2 . 2 l

1.1 7 1

8.2 3 6

1.3 0  0

4 , 5 0 3

1 6 7

△( ・供ill:) 2

(海 )  6 3
△( ii1試) l

l.1 6 9

8,2 9 8

1.3 0  0

4 , 5 0 3

1 6 '7

9 1 . 8

99 . 2

9 0.4

9 '7. 4

94.0

2.9 7 0

2 , 2 5 0

2,8 0  0

' 3,2 6 0

2 , 6 5 0

9. 1̃ 1 2 . 2 8

9 . 20̃1 2 . 2 8

9.2 l ̃ l 2 .  5

9 . 2 6̃1 1 . 2 5

l 0 .  l̃ 1 2 . 1 0

l 5. 3 7 7
1、1西:) 0 3
「̂4lli1i'、1 a l 5 , 4 3 7 98 . 2 2 . 5 8 0 9. l̃1 2 . 2 8

1 5. 6 7 1 (海)  l 5 5 1 5. 8 2 6 97 . 2 2,3 0  0 9. 1̃12 . 30

5 3 8 . 9 5 1 (海 )  7. 1 4 4
o ( 構 )  8 1

5 4 6.0 l 4 , 7 5 . 1 2.6 7 0 8 . 2 l̃ 1.25

3 4 2 ,6 7 6 gf海) 5 , 8 9 j 3 4 8.4 7 9 7 7 . 7 2 , 6 0  0 7. 5̃  l . 2 0



4. さけ種卵の移種

本年度のさけ種卵移植は受精直後卵では30. 8 2 4 千 粒 ( 根 室→北見) 、 発眼卵では道内

6 l. 6 3 4 千 粒 ( 北 見一千才、根室→渡島、 天塩、 一t一勝一天塩、 千オ、渡島、北見 )道外 (北
見一青森県岩木川 ) 3 4 , 7千粒の計 6 1 . 9 8 1千粒で総体では9 2. 8 0 5 千 粒にっいて行なっ
た。 この外、 支場管内間での移殖も積極的に行なつているがこれには海区水系朝l」ふ化放流成績

表備考欄に言l録したo

1 )  受精直後卵の移植_ ___ 単位 :千粒

供 給 地
移殖月日

受 給 地 .

移殖卵数

支 場 名 採卵場名 支 場 名 事業場名

根 室 西 別 4 2.1 2 .  8

l 2 . l 4

1 2 . 1 4

1 2 .  5

1 2. 6

1 2 .  7

l 2 . 1 3

1 2.1 6

1 2. 7

1 2 . 1 6

1 2 .  7

北 見 北 見

〇

小 計

常 呂

湧 別

・・
i・

〇

〇

小 計

清 滑

〟

小 計

幌 内

4, , 8 0  0

9 7 5

5 , 7 7 5

9 3 5

7.6 4 0

2.8 7 0

2. 1 0 0

2 , 7 1 6

4. 1 0 8

18 .98 4,

1 5 4

2.8 2 6

2 , 9 8 0

2 . 2 0 0

合 計
3 0.8 2 4

2 )  発眼卵の移殖

道内移殖 単位 : 千粒

供 給 地 受 給 地 供 給 卵 内 訳

移殖月日
支場名 事業 易名 移籍卵数 差翻 移殖卵数 死卵率支場名 事業場名

北 見 網 走

計

4, 3 .  1 . 1 l

千 オ (元浦河) l. l 3 6

1 . 186

8 5

8 5

1.0 5 1

1.0 5 1

7.5

7 5

根 室 虹 別 4 2. l 2 . l 4 渡 島 知 内 1.2 8 2 7 6 l 1 , 2 0 6 5.9

-3 4-

供 給 地 受 給 地 供 給 卵 内 訳

支場名 事業場名
移殖月日

支場名 事業場名 移 1緒卵数 発3 i製 移殖卵数 死卵率
計根別

・・
小 計

計

4 3 .  2 . l 5

〇

天 塩

〇

天 塩

中 川

2,04, 0

1.0 2 0

3.0 6 0

4.3 4 2

2 5 8

l ,;, 5

3 9 8

4 7 4

l.'「87

8 7 5

2.6 6 2

8.8 e 8

1 2 . 4

l 4 . 2

13.0

1 0 . 0

十 勝 十 勝 4 2 . 1 1 . 2 l

・
//

〇

4 2 . l l . 2 4

/ /

・・
4 2 . l 1 . 2 7

〇

,t 2 . 1 l . 3 0

〇

〇

〇

4, 2 . l 2 . 1 2

〇

天 塩

0

〇

' l

千 オ

〇

/ /

天 塩

a,

千 オ
1l'

渡 島

〇

北 見

.ll

徳志別

歌 登

屯 別

天 塩

千 オ

数 生

.i?

天 塩

中 川

;元浦河)
静 内

八 雲

厚沢部

岩尾別

細 走

4,0  0 9

5 0 0

4 , 4 8 8

1.0 0 2

1 2.5 0 9

1.9 7 8
2,0 0 0

4,0 6 0

6 . 007

2.1 2 1

5 , 0 7 4

6. 7 7 0

8 8 0

l.5 0 0

3.3 1 0

8 7 4

5 1

5 1 2

1 0 5

9 4 l

1 2 6

1 5 7

5 0 8

6 7 6

' l 7 7

6 6 8

7 5 4,

8 2

1 5 0

3 7 3

3.6 3 5

4 4, 0

3.9 7 6

8 9 ?

l l.5 6 8

l.8 5 0

l.8 4, 3

8 .552

5 , 3 3 l

1.9 4 4
4.4 1 1

6.0 1 6

7 4 8

l.8 5 0

2.9 8 7

9.8

l 0 . 2

l l . 4 ,

1 0 . 5

7.5

6.4

7.9

l 2 . 5

11.3

8.3

1 8 . 1

l 1 . l

9.9

1 0 . 0

11 .8

合 計

計 5 6. l 5 6

6 1.6 84,
5.6 4 9

6.2 0 8

5 0.5 0 '7

5 5.4 2 e

1 0 . l

l 0 .1

北 見 岩尾別

細 走

計

徳志9l1

歌 登

l
屯 別

天 塩

・
・
小 計

中 川

〇

4 2 . 1 2 . 1 2

・'

4 2 . l 1 . 2 1

〇

l
1・
・
4 2 . l 1 . 2 '7

4 3 . 2 . 1 5

4 2 . l l . 2 7

4 3 . 2 . l 5

十 勝

〇

十 勝

〇'

l0'

〇'

〇

根 室

十 勝

根 室

十 勝

//

十 勝

・'
0

〇

〇

計根別

l 十 勝計根別

1.5 0 0

3.3 l 0

l -

4.0 0 9
5 0 0

4,4, 8 8

1 , 0 0 2

4 , 0 6 0

2.0 4 0

7 . l 0 2

6.00 l 「

1.0 2 0

l 5 0

3 7 9

5 2 3

3 '7 ,i,

5 1

5 l 2

l 0 5 .

5 0 8

2 5 3

., 8 6 6

6 7 6

l 4, 5

l . 3 5 0

2 , 9 3 7

4 , 2 8 7

3 , 6 3 5

4 4 9

8 , 9 7 6

8 9 7
1
3.5 5 2

l.7 8 'i

6.236

5 , 3 3 1

8 7 5

l 0 . 0

l 1 . 8

1 0 . 9

9.3

l 0 . 2

1
l 1 .4 ,

l
l 0 . 5

1 2 . 5

1 2 . 4

l 2 . 1

11.8

l 4 . 2
l

天 塩

-S 5-



受 給 地 供 給 地 - 受 結 卵 内 訳

支場名 事業場名
移殖月日

支場名 事業場名 移籍卵数
移殖前

死卵数
移殖卵数 死卵率

小 計

計

'7.0 2 7

2 3,1 2 6

8 2 1

2.6 2 4

6.2 0 8

2 0.5 0 2

1 1 . 7

11.8

千 オ 千 オ

(元浦河)

//

小 計

静 内

敷 生

(豊  浦)

計

4 2 .1 1 . 2 4

4 2 .1 1 . 3 0

4 3 .  1 . l l

4 2 . l 1 . 8 0

4 2 . l l . 2 4

//

十 勝

〇

北 見

十 勝

〇

細 走

l 2 , 5 0 9

2.1 2 1

l , l 3 6

a,25'7

5 , 0 7 4

l , 9 7 6

2.0 0 0

2 4,, 8 l 6

9 4 1

1 7 7

8 5

2 6 2

6 6 3

l 2 6

1 5 7

2.1 4 9

l 1, 5 6 8

1.9 4 4

l.0 5 l

2.9 9 5

4,.4, 1 l

1 , 8 5 0

l.8 4l 3

2 2 6 6 7

7.5

8.3

7.5

8.0

1 3 . l

6.4

7.9

8.7

十 勝

〇

〇

十 勝

〇

0

渡 島 八 雲

厚沢部

知 内

計

42 . 1 1 . 3 0

̃
4 2 . 1 2 . 1 4

十 勝

0

根 室

十 勝

〇

虹 別

6.? 7 0

8 3 0

l, 2 8 2

8, 8 8 2

7 5 4

8 2

'7 6

9 1 2

6.0 l 6

'7 4 8

1, 2 0 6

7 9 '7 0

l l . l

9.9

5.0

l 0 . 3

「 合 計
l

6 1.6 3 4 l1l.2 0 8 5 5 . 4 2 6 l 0 . l

道外移殖

供 給 地 移 殖 卵 の 内 訳
l

支場名 事業場名
移殖月日 受 給 地

移緒卵数 移殖前
死卵数

移殖卵数 死卵率

北 見 細 走 4 3 .  1.26 青森県( 岩木川) 3 4 '7 4, '7 3 0  0

8 0 0

1 3 . 5

合 計 3 4 7 4, 7 1 3 . 5

-3 a

5. ふ化放流成積概要

本年度は採卵数5 4 6. 0 9 5 千 粒 ( 海 産 卵 7. l 4 4 千 粒 を 含む ) か ら 供試卵 l 0 2 千 粒、道

外移殖卵347千粒を差し号 l い た 5 4 5 . 6 4 6 千 粒 にっいて、 これを5 6事業場(うち民間簡

易ふ化設備18ケ所を含む)に収容してふ化を行ない、 ふ化率 8 6 . 5 %に当る 4 '7 2 , 4 4 8 千

尾のふ出稚魚を生産した。 これらの稚魚は臍ノウ吸収後2 2 3. 5 6 8 千 尾 を解解で放流 し、

ま た 2 l 1. 1 6 1 千尾については約 l ケ _月間の給国を行ない放流した。従つて、 本年度は収容
卵 5 4 5, 6 4 6千粒から 4 3 4 . 7 2 9千尾の放流稚魚を生産したことになり、 この間の歩留り

は 7 9 . 7 %であった。 この成績は最近5ケ年平均歩留り82. 4 %を下要回るものであった。本年

度の成績不振の原因については、 ふ出までは順調であったが、 ふ出から放流までの間に i ;・いて

歩留りの悪い事業場が多かつたことにょる。特に中川事業場に:i,・いてはふ化用水(地下水)の
溶存窒素ガスにょるものと推察される原因でふ上前稚魚が臍ノウ突起等の症状で大量発死し、

歩留 り が 6 4 . 5 % と悪かつたことがその例として上げ'られる。

3 '7



昭和42年度海区水系別さけふ化放流成1a表

海

区
1 水 系 , 「事 業 場 収容卵数

千粒
死卵数
千粒
ふ出尾数
千尾
ふ化率
9

放 流

無 給西 給 角:

岩 尾 別

科 里

藤 琴

相 走

基 沸 湖

能 取 湖

常 昌

l l

小 計

佐呂間湖

湯 別

清 滑

興 部

雄 武

幌 内

徳 志 別

幌 別

屯 別

時 前

岩 尾 別

斜 里

藤 琴

細 走

3.7 3 5

l 0 . 8 0 1

4,5 8 6

3 1.6 3 3

3 0 6

l.0 7 S

3 1 1

4 , 2 5 1

8.4, 2 0

9,'1l 2 8

4.2 2 5
2 ?.3 8 2

91.8

9 0 . l

9 3 . l

86.6

3 8 8j島

4.0 l 4

l 2, 5 2 S

3. 9 2 0

4 , 0 l 2

千尾

9.4 2 0

5.6 5 1

オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

北 見

( 常 昌 )

1 0, ? 4 1

1 , 9 9 1

1 2 , 7 8 2

3 3.3 4 6

6.892

l.6 5 1

8 l 5

1.9 6 6

4, , 8 4 3

1.1 2 0

9.0 9 0

1, 6 7 6

1 0, '7 6 6

2 8. 5 0 3

5.7 7 2

84,.6

84.2

84.6

8 5 . 5

83 . 7

5 , 1 5 8

5,1 5 8

1.8 5 6

l 6.2 2 0

1.6 3 7

1 0 3 9 9

4.4, 7 7

l . 2 5 0

0 6 3

2 , 6 6 3

1 . 6 7 8

l.0 3 0

14o 0

蕩 別

清 滑

幌 内

徳 志 別

歌 登

屯 別

(時前川)

4. 0 7 0

4 . 4 6 5

3.0 1 0

4.7 5 3

1 6 2

4 2 0

4, 5 7

2 2 3

7 6 0

1 2

3 . 650

4,.0 0 8

2.7 8 '1

3 .998

1 5 0

8 9 . 7

8 9 . 8

9 2.6

8 4 0

9 2 . 6

1.9 9 8

2.76 '7

2.8 7 5

海 区 計
本 年 度

前 年 度

1 2 0 . 1 3 5

7 5.0 2 8

1 5.7 4 2

1 2,0 5 7

1 0 4.3 9 3

6 2 , 9'i 1

8 e. 9

8 3 . 9

5 2.0 9 5

2 4.1l 6 0

4, 5. 9 4 5

3 6. 0 0 6

天 塩
0

小 計

石 狩

0・

小 計

余 市

朱 太

利 別

厚 沢 部

天 塩

中 川

千 才

音 江

7. l 2 8

l 1 ,9 3 0

1 9.0 5 3

l 5.8 4 3

1.4 2 0

l 7. 2 6 3

l 0 0 1

1, 8 4 0

2.3 4 1

l , 5 5 1

5 6

1 . 60?

6.1 2 2
l 0 . 5 9 0

l 6, 7 1 2

1 4 , 2 9 2

1.8 6 4

l 5.6 5 6

8 5 . 9

8 8 . 8

8 7 . 7

9 0.2

96.1

9 0 . 7

5 , 4 9 2

l 6 2

5,6 5 4

6.2 5 4

l ,3 4 0

7. 59 4,

日

本

7 5 3 8

7.5 3 8

l.2 6 9

l.2 6 9

l.6 0 0

1 5 0

1.9 9 2

海

区

利 別

厚 沢 部

4.2 0  0
2.1 8 0

4 6 9

2 l 5

3.7 3 1

l , 9 1 5

8 8 . 8

89 . 9

1.6 9 3
l.8 5 0

海 区 計 本 年 度 4, 2,6 4 6 4 , 6 3 2 3 8.0 l 4 8 9 . l l 6.? 9 l 1 2.54 ,9

-3 8-

(注) ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

数
数流期間

仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き( 事業場
備 考

単位)と稚魚移殖放流計千 1E

8.8 8 0

9.4 2 0

4,.0 14,
l 8, l 7 4

3.9 2 0

4.0 l 2
5.1 5 8

5 , l 5 8

3 , 4 9 3

2 6, 6 1 9

4 , 4 7 7

1.2 5 0

9 6 3

2.6 6 3

3.6 7 6

2 , 7 6 7

3.9 1 4

1 4 0

4,. 5̃4 .80

4, . l 0̃5 . l 0

4. l̃5.10
8. 4~5.20
3 . l 8̃ 8 . 1 9

4 , . l 5̃ 4 . l 6

4. 2 2̃5 . 1 7

4 .22̃5.17

4. 1̃ 5 . 1 0

4. 1 ̃5.31

3 . 1 2̃ 5. 7

4 . 1 0 ̃5.30

4 .10̃5 .2 '7

1 . 2 6̃ 3.2'l'

2 . 2 1 ̃ 3 . 3 1

3 . 1 5̃ 3 . 3 1

4 .2 6̃ 4,2 6

十勝から l , 5 0  0千粒

相定から2.9 9 7 千粒

??器? ?j11等、4? ?llへ十??.j3.1?、o報、北見、 常呂、 揚
( 網走から 3. 9 2 0千尾移殖放流)

( 網 走か ら 4 . 0 1 2 千尾  o )

常呂へ 4 9 2 千粒、虹別から5. '7 7 5千粒、 細走から3.3 5 3:f粒
虹月l」力ら 9 3 5 千粒、 北見から 4 9 2千粒、 網走から5 6 4千粒

( 北見から 3 5 0千尾、常呂から 1.6 8 7 千尾、蕩 別 か ら l , 5 0 8 千 尾 解
幌内へ l.l 3 8 千 粒、虹別から l 8.9 3 4 千粒、 網走から4 , 6 3 0千粒
虹別から2 , 9 8 0千粒、 細走から3.0 l 0 千 粒
( 清 滑か ら 1.2 5 0 千 尾 還前流 )

( 幌内から 0 6 3 千尾選元l1ll1流 )

虹別から2.2 0  0千粒、 揚別から1.1 3 8 千粒

十勝から 4. 0 0 0千粒

十 勝 か ら 5 0  0千粒

十勝から 4 . 4 8 8 千粒

中川か ら 1 6 2 千 粒

9 8.0 4 0

6 0.7 '7 5

l . 2 6̃ 5.31

2 . 2 7 ̃5.25

5.4 9 2
7.'7 0 0

1 3. l 9 2

7. 5 2 3

l.3 4 0

8.8 6 8

l.6 0 0

1 5 0

3 . 6 8 5

1, 8 5 0

4 . 2 0 ̃ 6 . 1 3

3 . 1 0 ̃5 . 3 0

3.10̃ 6.18

2 . 2 7̃ 3 . 3 0

4.2 e~5 . 21

2 . 2 7 ̃ 5 . 2 1

8 . 2 2̃ 3.2 4,

3 . 2 9 ̃ 4 . l 5

1.2 ẽ2.2 9

市川へ 2,3平 f 粒、 十勝から5.0 6 2 千粒、計根別から2.0 4 0 千粒、 中
j l か ら 2 1 千 粒
天塩へ 2 1輪 製 llへ l 6 2n 十勝から6 , 0 0 7n、計根別
か ら 1.0 2 0 千粒、 天塩から2.3 0 3 千粒

j警念'・9-b,;期n l理l癌表・gb場露献ま 4期。力海'2,5°9n、 千才
千才から 1. 0 0 0千粒

( 千 才 か ら l. 6 0  0千尾を移殖放流)

( 八雲から 1 5 0千尾還元放流 )

八雲へ 3 0 8 千 粒

十勝 か ら 8 3 0 千 粒

2 9.3 4 0 l . 2 6̃6 . 1 3
・

-3 9-



海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

=f一持
死卵数
千粒
ふ出尾数
千尾
ふ化率
%

放 流 尾

給 解無給餌

前 年 度 20.2 2 4 2.0 3 5 l 8 , 1 8 9 8 9 . 9 l 6 61g尾 1 4.8解
羅 臼

植 別

元崎:lllllf'、
意 別

忠 類

伊 茶 仁

標 津

'l'

小 計

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 臼 別

風 蓮

別 当 賀

穩 香

羅 臼

(元崎無異)

意 別

( 忠類 )

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

( 春 別 )

( 床 丹 )

虹 別

(矢臼別)

浜 中

厚 床

( 穂 香 )

9.2 4 0

9 l 9

1 '7. 1 5 2

9 1 9

3 0.3 0 0

8.7 6 8

1 2.7 8 3

2 1. 5 5 1

12.4 0 8

l , 8 9 6

2 , 1 7 1

6 2.7 2 4,

2 , 3 7 1

6.5 3 8

5.4 8 6

5 5 7

1.2 6 4

2 6

2.7 5 '7

l 9

4 . 2 4 5

2,0 8 4

2.5 6 2

4,. 6 4 6

l . 6 l 4

8 9 6

1 7 8

9. 0 l 4,

1 6 3

5 3 l

3 9 7

6 l

'7. 9 7 6

8 9 3

1 4.3 9 5

9 0 0

2 6 . 0 5 5

6.6 8 4

10.2 2 l

1 6 . 9 0 5

1 0 . 7 9 4

l.5 0 0

l.9 9 3

53.7 1 0

2.2 0 8

6.0 0 ?
5.0 8 9

4 9 6

86 .3

9 7.2

8 3. 9

9 '7. 9

86 . 0

7 6 . 2

80 . 0

7 8 . 4

8 7 . 0

7 9. l

9 l . 8

8 5 . 6

9 3 . l

91 . 9

9 2 . 8

8 9 . 0

6.8 4, 8

l.2 0 0
8 8 9

1 2 , 0 6 1

7 9 0

4 , 8 1 4,

4.0 0 1

4.0 0 l

8 . 2 7 1

l , 4 9 3

1 . 9 6 1

3 9.7 9 0

2. 1 5 5

5 , 2 2 4

3 .870

根

室

9 . 97S

1 7. l 4 9

l 7.14l 9

海

1 l , 4 4 9

区

3 8 8

海 区 別
本 年 度

前 年 度

1 7 4 , 2 3 2

1 3 9 , 0 3 5

2 5 ,3 1 1

1 8 . 5 3 '7

1 4 8 . 9 2 l

l 2 0 . 4 9 8

85 . 5

8 6 . 7

8 5 , 3 l 9

6 7.2 4 0

4 7. 0 l 2

4 5.2 1 8

別寒辺牛

釧 路

0

小 計

音 別

十 勝

0

・・
・'

小 計

歴 舟

広 尾

太 田

a1l 路
鶴 居

( ムリ川)

札 内

幕 別

( 利 別 )

十 勝

大 樹

( 広尾 )

l 2 ,1 8 4

8 9 . 6 8 2

8 . 7 8 7

48.4 6 9

2 , 7 9 8

5 0 , 5 1 7

3 2.0 2 1

1 7 2

l 7. 0 6 0

9 9, 7 7 0

2 , 2 l 2

4, . 293

1.6 7 9

4 . 7 0 9

1,0 3 8

5 , 7 4 7

2 9 l

7 , 3 8 6

4 . 0 9 5

l 2

1 . 9 7 2

13 .4, 6 5

4 4 3

6 3 6

1 0.5 0 5

8 4 . 9 7 3

7.7 4 9

4 2.7 2 2

2 , 5 0 7

4 3.1 3 l

2 7.9 2 6

l 6 0

l 5,0 8 8

8 6 . 8 0 5

1. 7 6 9

3.6 5 ' l

86 .2

8 8 . l

8 8 . 2

8 8 . 1

89.6

85.4

87 .2

93 . 0

88 . 4

8 6 . 5

80 . 0

85.2

3 , 2 8 7

6,6 2 2

2.7 3 0

9 . 3 5 2

2.5 0  0

l 7. 9 4 7

l 2 8

9.4 1 0

2 7.4 8 5

1.7 3 4,

3.5 8 3

5,7 4 3

2 7 9 8 5

4. 9 9 7

3 2 , 9 3 2

2 4.0 0 0

26.2 0 0

襟

基

以

東

海

区

l
l
l

4 . 7 2 8

5 4 , 9 2 8

海 区 計= '::::; := l 4 7.4 6 56 8.5 '7 9

8 6 . 9

7 6 . 3

4 7.9 4 l

6.3 0 5

93.6 0 3

5 8 . l 7 1

-4 0-

数
放流期間

仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き ( 事業場
備 考

単位)と稚魚移殖放流計千尾

l 6.5 1 0 2. l̃5 . 2 5

6.8 4 8

l . 2 0 0

8 8 9

1 2 . 0 6 l

7 9 0

l 4 . 7 9 2

4,,0 0 1

l 7. l 4 9

2 1,1 5 0

8.2'7 1

l , 4 9 8

1.9 6 1

5 1.2 3 9

2.1 5 5

5 , 2 2 4

3.8 7 0
. 8 8 8

4.2 4~4 . 3 0
5. 6̃ 5. 6

6. 1̃6. 7

5. 3 ̃6 . 2 0

5 . 17̃ 6 . 10
3. 1 ̃6 . 2 0

5. 2̃ 5 . 31

5 . 16̃6 . l 6

5. 2 ̃6 . l 6

2 . 2 0̃ 4 . 1 0

5. 1 ̃5 . 3 1

2 . 2 0̃ 5.31

3. 1̃5 . l 6

3 . 2 0̃ 4.2 0

4. l ̃ 5 . l 0

4 . 1 5̃ 5 . 2 0

5 . 8̃ 5 .  7

虹別から6. 6 0  0千粒

(伊茶仁から1, 2 0  0千尾還 1元放流)

虹別か ら 9 1 9 千粒

器裂套_、ら是美 ,更 3期期容ft'2j量,a￥轄n、意別(植別、元崎無異
虹別か ら 9 ' 9 千 粒

報理l容 9 j, 号 9 j j 為根室から6.o 8 2千粒、 伊茶仁(伊茶仁、 忠類採
素別その他へ17. 1 4 2千粒、1l〔[別から 4,. 9 6 7千粒、厚床か ら 1 7 6 千 粒

統票t'き 48b5半全辞・連まt13:3 a 3手建要長藤諾 テ ', 4' 3 利、虹
言委想動, j・1磁、等1、業外盛基d城ボ,1i1.祥,名盛'1か ら 4,°8 5千粒、
虹別から1. 8 9 6 千 粒

計根別からl .'5, 9 4千粒、 !l(I;別 か ら 5 7 l千粒
北見支場管内へ30.8 2 4 千粒、知内へ'2 8 2 千 粒、 管内事業場へ
3 iil 6 31千粒
浜中から1.0 0 4 千粒、 1fI1ll l1から1.3 6 '7千粒.

中標津、 矢臼別へ 3. 0 2 1 千 粒

根室、中標津、穂香へ2. 1 5 0千粒、厚床(別当賀、 穩香採卵場分)
厚床か ら 5 5 7 千 粒

1 3 2 , 3 3 1

l l 2.4 5 3

2 . 2 0̃ 6 . 2 0

2 . 2 l̃6.30

9 , 0 3 0

34.5 5 7

7 7 2 7

4 2 2 8 4

2 5 0 0

4 1.9 4, 7

2 6 , 2 0 0

l 2 8

1 4, , l 3 8

8 2.4 l 3

1.7 3 4

3 5 8 3

4. 3̃ 5 . 2 7

2 .27̃5 . l 8

5.1 0̃5 . 31

2.2 '7̃5 . 3 1

4 . l 0 ̃ 4 . 2 7

4.16̃5 . 1 0

8. 5̃4 . 3 0

3. 1 ̃3 . 2 5

4 . 2 6̃ 5 . 3 1

3. 1 ̃ 5.31

5 . 2 2̃5 . 2 4,

3 . 2 0̃ 5 . 1 5

鶴居へ 6.5 1 0千粒、 al 解 か ら l 2. 0 9 2千粒
太田へ l 2 , 0 9 2 千 粒

太田から 6. 5 1 0千粒、 阿寒から1 , 9 1 7千粒

十勝から 2. 7 9 8 千 粒

}
十勝(千代田、打内採卵場15) 、幕別(利別、幕別採9B場分) 、 札内
( 東 8 3 号、 東1 5号採卵場分 )

率揺: 美富入空3発、4報表譲空tg556・牛無6千粒、 ムリ川へ 2 , 7 9 8

十勝から1. 3 5 4 千 粒

十勝から3. 6 9 5 千 粒

l 4 l .5 4 4,

6 4 . 4 7 6=;二
-4 1--



海

区
水 系 事 業 場 収容卵数

千粒

死卵数 ・

千粒

ふ出尾数

千尾

ふ化率

a
放 流 尾

無給国千尾 l 給解千尾
仁 履 別

様 似

元 浦 川

三 石

静 内

新 冠

沙 流

iti 川

湯 払

白 老

gt. 生
f 気 別

長 万 部

遊 楽 部

有 川

茂 辺 地

亀 川

知 内

l . 0 2 5

8 6 6

3.7 5 l

7 5 0

3. l 4 8

8 9 1

0 2 6

8 9 l .

1 3 1

1 . l 0 0

( 様 似 )

(元浦川)

静 内

4, 1 8

4 , 3 5 0

l 0 , 8 2 5

4 4

1 '7 8

1 , 0 5 9

3 7 4

4,1 7 2

9.7 6 6

89 . 5

05.9

90 .2

線

基

以

西

海

区

2.6 6 8

( 端川)

白 老

数 生

( 豊浦 )

八 雲

( 有 川 )

(茂辺地)

( 亀 川 )

知 内

1.1 0 6

1 8 9

2.0 8 0

2,0 0 0

8 . 4 0 9

2 9 8

6.7 2 6

3 8 4

2.1 7 2

l l l

5

3 6 6

'7 6 5

1 . 8 2 6

5 3

5 3 5

6 2

2 4 8

9 9 5

1 84,

l.7 1 4

1.2 3 5

6 .583

2 4 5

6. l 9 1

8 2 2

1 . 9 2 4

9 0 .0

96 . 4

82.4

61.8

78.8

8 2 . 2

92 .0

83 . 9

88.6

1.2'7 9

1.6 0  0

1 .661

1 0 0

4.7 4 4

2 3 0

6 , 1 8 l

2 6 2

l 7 7 0

海 区 計
本 年 度

前 年 度

3 8 . 9 0 7

2 4,.2 6 5

5 , 2 5 2

5 , 4 0 6

3 3.6 5 5

1 8 . 8 5 9

86.5

7 '7. 7

2 1 . 4 2 2

1 4.5 6 1

1 2 ,0 5 2

8. 2 6 l

総 計
本 年 度

前 年 度

5 4 5 , 6 4 6

348 .4 6 9

7 3, l 9 8

・5 9 , 3 7 3

4 7 2 , 4 4, 8

2 8 9.0 9 6

86 . 6

83 . 0

2 2 3.5 6 8

1 1 4 . 5 4,4,

2 1 1 . l 6 1

1 5 7 . 4 9 2

採 卵 数

海産卵数

△供試卵数

仮収容卵数

△供試卵数

△道外移殖卵数

収容卵数

5 3 8 . 9 5 ]:f粒

7 . l 4 ,t o

8 l o

5 4 6 , 0 1 4, o

2 1 ''

3 4,'7 'o'

5 4, 5.64,6 o

-4,2-

数
放流期間

仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き( 事業場
備 考

単位)と稚魚移殖放流計千尾

1.0 2 5

3 6 6

3.7 5 1

'7 5 0

5 , 8 l 6

8 9 1

9 2 6

8 9 1

1 . 2 7 9

1.7 3 1

1.6 6 1

1.10 0

1 0 0

4 , 7 4 4,

2 3 0

6.1 8 l

2 6 2

l. '1l '7 0

4,. 5̃ 4. 6

3. 6̃ 8. 6

3 . 1 0̃4 . 2 5

8 . 2 9̃ 8.2 9

3 . l 4̃5.11

3.1 4~3.2 7

2.26̃8 . 2 8

8 . 3 0 ̃3 . 3 0

3 . 1 0 ̃3 . 1 0

2 . 1 9̃ 2 . 2 2

4,. 8̃ 4. 8

.1 二 1二 5

2 . 2 9̃ 5 . 1 1

3 . 2 0 ̃3 . 30

3.1 0̃ 4,.30

3 . 2 5̃ 3.30

2 . 2 0̃3 . 3 0

( 静 内 か ら l . 0 2  5千尾還元放流)

静内 (様似、 仁雁別採卵場分) 4, l 8 千 粒
基翻意名參j2j f f j構から l ・ 1 3 6千粒、 静内(幌別、 元浦川、三
( 静内から 7 5 0千尾移殖放流 )t91 t手是 7 4 千 粒、静内(静内、新冠、富川採卵場分)
( 静内から 8 9 1千尾還元放流 )

( 静内から 9 2 6千尾還元放流 )

千オから l. 1 0 6 千 粒 .

(千オから1 . 2 7 9千尾還元放流)

( 千 オ か ら l . 6 0  0千尾還元放流)

十勝か ら l , 9 '7 6千粒

十勝から 2. 0 0 0千粒

( 八 雲 か ら 1 0  0千尾還元放流)

十勝から l1l.7 7 0千粒、 尻別から1 6 7千粒、 利別から3 0 3千粒

知内か ら 2 3 5 千 粒、知内.(有川海産卵分 ) 6 8 千 粒
知内 ( 茂辺地採卵場分 ) 6 , 7 2 6 千 粒

知内 (亀川採卵場分 ) 8 8 4 千粒

有川へ 2 3 5 千 粒、 .f];別から 1 . 2 8 2 千粒
33 .47 4,

l 7. 8 2 2

2 . 1 9̃5 .11

2 . 1 0 ̃ 5 . 2 7

434 .7 2 9

2 7 2.0 3 6

1.26̃a. 2 0

2. 1̃6.80

-4 3



昭 和 4  2 f t 度 支  ・ 事業場別 さ け ふ 放 放 流成積表

支 場 事 業 場 収容卵数

千指

死 卵 数

千粒

ふ出尾数

千尾

北 見 岩 尾 別

斜 里

藤 藤

細 走

北 見

( 常  昌 )

携 別

清 滑

幌 内

3, '7 8 5

1 0 , 8 0 1

4 , 5 3 6

3 l. 6 3 3

1 0 , 'l' 4 l

1. 9 9 l

8 8. 8 4 6

6. 8 9 2

4, 0 7 0

. 3 0 6

l , 0 '7 3

8 1 1

4. 2 5 l

l , 6 5 l

. 3 l 5

4 , 8 4 3

l. l 2 0

4 2 0

8, 4 2 9

9. 7 2 8

4, , 2 2 5

2 ' l'. 3 8 2

9, 0 9 0

1 , 6 7 6

2 8 . 5 0 3

5. 7 7 2

3. 6 5 0

本 年 度

前 年 度

l 0 7. ? 4  5 l 4 , 2 9 0

1 i, 5 4 8
9 3. 4 5  5

6 0. 0 0 0 5 '7. 5 4, 2
根 室 羅 日

(元崎無異)

素 別

( 忠  類 )

伊 茶 仁

根 室

中 標 津

計 根 別

( 春  別 )

( 床  丹 )

虹 別

( 矢 自 別 )

浜 中

厚 床

(標 香)

9, 2 4 0

9 1 9

l 7. 1 5 2

9 1 9

3 0. 3 0  0

8. ' l 6 8

l 2. 7 8 3

l 2 , 4 0 8

1. 8 9 6

2. l 7 l

6 2 , '7 2 4

2. 3 7 l

0. 5 8 8

5.4 3 6
5.5 ' ll

l. 2 6 4

2 6

2, 'll 5 7

1 9

4 , 2 4 5

2 , 0 8 4

2 , 5 6 2

1. 6 l 4

8 9 6

l fi 8

9. 0 1 4

l 6 8

5 3 1

3 9 7

8 l

7. 9 7 6

8 9 3

l 4 8 9 5

9 0  0

2 6 ,. 0 5 5

6 , 6 8 ,t

l 0. 2 2 l

l 0. 7 9 4

l. 5 0  0

l. 9 9 3

5 3 , 7 1 0

2 , 2 0 8

6 , 0 0 7

5 , 0 8 9

4 9 6

本 年 度 l 1 4l, 2 3 2 2 5 , 3 l 1 1 4 8. 9 2 1

-4 4-

(注) ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

放 流 尾 数
ふ 化 率

%
放流期間

無 給 1国 千尾 給 解千尾 計 千尾

9 1 . 8

9 0 . 1

0 3 . 1

8 6 . 0

8 4, . 6

8 4 . 2

8 5 . 5

8 3 . 7

8 9 . 7

3. 3 8 0

,t. 0 1 4

2 0. 4, 5 5

1. 6 3 7

l 0. 3 9 9

5. 7 2 7

3 , 6 3 1l;

3, 3 8 0

9 , 4 2 0

4 , 0 l 4

2 6. 1 0 6

5 , 5 0 8

l , 6 3 7

2 8. l 2 5

5 , 7 2 7

3. 6 2 6

4 月 51a- 4 ,? 0E
4 . l 0̃ 5. 1 0

4. l̃ 5 . l 0

3. 4̃ 5 . 2 0

4 . l 3 ̃ 5 . 1 7

4. l̃ 5 . 1 0

4. 1̃ 5 . 8 1

3. 1 2~ 5. '1l

i . i _0~ ・t. 3 ・0

9. 4 2 0

5 , 6 5 1

5 , 5 0 8

l '7. '7 2 6

8 6 . 7 4 9. 2 3 8

2 3, 0 4 7

3 8 . 3 0 5 8 7. 5 4 , 8 3, 1 2̃ 5 8 0

8 3 . 3 3 1. 4 5 9 5 5 , lt 0 6 2. 2 7̃.5 . 2  5
8 6 . 3

9 7 . 2

8 3 . 9

0 l1l. 0

8 6 . 0

' l l 6 . 2

8 0 . 0

8 7 . 0

? 9 . 1

9 l . 8

8 5 . 0

9 3 . l

9 1 . 9

9 2 . 8

8 9 . 0

6. 8 4 8 6. 8 4 8

8 8 9

l 2 , 0 6 l

7 9 0

2 5. 9 9 2

4 , 0  0 l

7. l 4 9

8 . 2 7 l

1. 4 9 3

l. 0 6 1
5 1. 2 3 9

2 , l 5 5

5. 2 2 4

3. 8 7 0

8 8 8

1 3 2 , 3 3 1

4 . 2 4̃ 4.3 0
6. l̃ 6. ?

5. 3̃ 6 . 2 0

5 . l 7̃ 6 . l 0

3. l̃ 6 . 2 0

5. 2̃ 5 . 3 l

5 . 1 6̃ 6 . l 6

2 . 2 0̃ 4 . l 0

5. 1̃ 5 . 3 l

2 . 2 0̃ 5 . 3 1
3. l̃ 5 . 1 6

3 . 2 0̃ 4 . 2 5

. 4. 1̃ ・5. l 0

4 . l ・ 5̃ 5120
5. ・ 8~ 5. '7

8 8 9

l 2 , 0 6 1

7 9 0

4, , 8 l 4

4. 0 0 1

8. 2 7 l

l. lt 9 8

1 , 9 6 1

3 9. '7 9 0

2. l 5 5

5 , 2 2 4

3. 8 7 0

2 l. l 7 8

7. 1 4 9

l l. 4, 4 9

3 8 8

8 5 . 5 8 5. 3 1 9 4 7 . 0 l 2 2 . 2 0̃ 6 . 2 0
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支 場 事 業 場 収容卵数

千粒
死 卵 数
千粒

ふ出尾数
千尾

前 年 度 1 8 9. 0 8 5 l 8 . 5 3 7 1 2 0 . 4 9 8

十 勝 太 田

al; 路
a 居
( ム リ 川 )

札 内

事 別

( 利  別 )

十 勝

大 樹

( 広  尾 )

l 2 , l 8 4

8 0. 6 8 2

8. ? 8 7

2 , ? 0 8

5 0. 5 1 7

3 2 , 0 2 1

1 7 2

l 7. 0 6 0

2. 2 l 2

4, 2 0 3

l. 6 7 0

4. 7 0  0

l. 0 8 8

2 0 l

7. 3 8 6

4. 0 9 5

l 2

1. 0 7 2

4 4, 3

6 3 6

l 0. 5 0 5

3 4. 0 7 8

7. 7 4 9

2 , 5 0 '7

,t 3,1 3 1

2 '7. 9 2 6

1 6 0

l 5. 0 8 8

l . ' l l 6 9

3. 6 5 7

本 年 度

前 年 度

1 6 9. 7 2 6 2 2 , 2 6 l

2 l. 8 3 8

l 4 7. 4 6 5

8 9. 9 l 7 6 8 . 5 '7 9

天 塩 徳 志 別

歌 登

屯 別

中 川

天 塩

( 時 前 川 )

4 , 4 6 5

3. 0 l 0

4. '7 5 3

l 1. 0 3 0

7. 1 2 9

1 e 2

4 5 ' 「

2 2 3

7 6 0

l. 8 4 0

l. 0 0 l

l 1l

4. 0 0 8
2. 7 8 7

3, 0 9 3

l 0, 5 0  0

0. l 2 2

l 5 0

本 年 度 8 1. 4 4 3

l 2 , 8 0 8

3. '7 9 8

l. l l 5

2 7.6 5 0

前 年 度 l l , 6  8 8

千 才 . 千 ':;i' ・

音 江

( 様  似 )

( 元 浦 川 )

静 内

( ita 川 )
白 老

数 生

l 5 , 8 4 3

1 , 4 2 0
、
4 l 8

4, , 3 5 0

l O , 8 2 5

1. 1 0 0

1 3 9

2 . 0 8 0

l . 5 5 l

5 6

4 4

l 7 8

l. 0 5 9

l 1 1

5

3 6 6

1 4. 2 9 2

l . 3 6 4

3 '7 4

,i,, l 7 2

9. 7 6 6

9 9 5

l 3 4

1 , 7 l 4l
-,t 6-

ふ化率
'%

放 流 尾 数

無 給 解 千 尾 給 解千尾 合 計千尾
放 流 期 間

8 6. '7 6 7. 2 4 0 4 5. 2 l 3 1 l 2, 4, 5 3
月 B 月 g
2 . 2 l̃ 6 . 3 0

8 6 . 2

8 8 . 1

8 8 . 2

8 9 . 6

8 5 .,t

8 7 . 2

9 3 . 0

8 8 . 4

8 0 . 0

8 5 . 2

3. 2 8 ' 「

6 , 6 2 2

2 , 7 3 0

2. 5 0  0

l 7. 0 4 7

1 2 8

9 , 4 l 0

1. '7 3 4

8. 5 8 8

5. 7 4 8

2 '1l. 0 8 5

4, 9 9 7

2 4. 0 0 0

2 6. 2 0 0

9. 0 3 0

3 4. 5 5 ' l l

7. 7 2 7

2. 5 0  0

';,1 . 9 4 7

2 6. 2 0  0

l 2 8

l 4 , 1 8 8

1.? 8 ,t

8. 5 8 8

1l,. 3̃ 5 . 2 7

2 . 2 7̃ 5 . l 8

5 . l 0̃ 5 . 8 l

4 . l 0̃ 't. 2 '1

4 . l 0̃ 5. 1 0
8. 5̃ 4 . 3 0

8. 1̃ 8.2 5

4 . 2 6̃ 5 . 8 1

5 . 2 2̃ 5 . 2 t

3 . 2 0̃ 5 . 1 5

4, , 7 2 8

8 6 . 9 4 '7. 9 4 l

6. 3 0 5

0 8. 0 0 8 1 4, l. 5 4 ,t 2 . 2 '7̃ 5 . 8 1
7 6 . 3 5 8 . 1 7 1 6 ,t, 4 7 6 2 . 2 5̃ 5 . 3 1
8 9. 8

0 2 . 6

8 4 . 0

8 8 . 8

8 5 . 9

0 2 . 6

l. 6 7 8

l , 0 8 0

l 6 2

5 , 4 0 2

l 4 0

l. 0 0 8

2 , 7 6 7

2 8 7 5

7 , 5 8 8

8. 6 7 6

2. 7 6 7

3.9 1 1b

7. '7 0 0

5. 4, 0 2

l 4 0

1 . 2 B̃ 8 . 2 7

2 . 2 1̃ 3 . 3 i

3 . 1 5̃ 3 . 3 1

8 . l 0̃ 5 . 3 0

4 . 2 6̃ 6 . l 8

4 . 2 6̃ 4 . 2 6
8 ? . 9 8. 5 l l 1 5 , 1 7 8 2 3, 6 8 0 1 . 2 6̃ 6 . l 8

0 1 . 3 8 2 2 1 0. 4 8 8 l 1. 2 5 5 2 . 2 0̃ 5 . l 8
9 0 . 2

0 6 . l

8 9 . 5

0 5 . 0

9 0 . 2

0 0 . 0

9 6 . 4

8 2 . 4

6. 2 5 4

l . 3 4 0

8 6 6

3. 7 5 1

6, 'i 4 0

8 0 1

l 8 l

5 , 7 4 8 l 2 . 0  0 2

l. 3 4 0

3 6 6

3. 7 5 1

9. 4 0 8

8 9 1

l 8 1

1, e o l

2 . 2 ?̃ 3 . 3 0

4 , . 2 6̃ 5 . 2 1
3. 6̃ 8. 6

3 . l 0̃4. 2 5

3 . l 4̃ 5 . l l

3 . l 4,̃ 3 . 1 ・t

2 . l 9̃ 2 . 2 1ll

2. 6 6 8

1. 6 0 1

- -4'l - ・



支 場 事 業 場 収容卵数

千粒

死 卵 数

千粒

ふ出尾数

千尾

( 豊  浦 ) 2. 0 0 0 7 6 5 1. 2 8 5

本 年 度 3 8 . 1 8 l 4 , l 8 5 8 4 , 0 4 8

前 年 度 1 7. l '1l 4 2. 5 7 4 l 4 . 6 0  0

渡 島 利 別

厚 沢 部

八 雲

( 有  川 )

( 茂 辺 地 )

( 亀  川 )

知 内

4 , 2 0  0

2 . l 8 0

8 . 4 0 9

2 9 8

e. 7 2 6

8 8 4

2 . l 7 2

4 6 0

2 l 5

l . 8 2 6

5 8

5 3 5

6 2

2 4 8

3, '7 8 1

l. 9 l 5

6, 5 8 3

2 4 5

6. l 9 l

3 2 2

l . 9 2 4

本 年 度 2 4 3 1 0 3. 4 0 8 2 0. 9 1 1

前 年 度 2 0, 4 5 0 4. 2 6 1 1 6 , 1 8 9

合 計

本 年 度 5 4 5. 6 4 6 7 3. l 9 8 4, 7 2.'t 4 8

前 年 度 3 4 8. 4 6 9 5 9. 3 7 8 2 8 9. 0 9  6

-4 8-

放 流 尾 数
・ 放 流 期 間ふ 化 率 -・ f 無 給 国  千尾 給 解千尾 合 計千尾

6 l . 8 l. 1 0  0 1. l 0  0

8 0. 0 5 0

4,月 8 見 4 月 8日

8 0 . 2 2 0. 5 7 3 l 0. 0 7 7 2 . l 9 ̃ 5 . 2 1

8 5 . 0 5, 0 0 2 8 . 5 8 8 l 8. 5 0 0 ・ 2. ,t ̃ 5 . 2 ?

8 8 . 8

8 0 . 9

7 8 . 8

8 2 . 2

9 2 . 0

8 3 . 9

8 8 . 6

l. 6 9 3
l

l. 8 5 0

2 3 0

6 , 1 8 1

2 0 2

l. 7 7 0

1 , 9 9 2

4. 0 9 4

3. 6 8 5

1. 8 5 0

4, 0 0 4

2 3 0

6. l 8 1

2 e 2

l. 7 7 0

3 . 2 0̃ 4 . l 5

l . 2 6̃ 2 . 2 0

2 . 2 0̃ 5 . l 1

8 . 2 0 ̃ 8 . 8 0

3 . 1 0̃ ,t. 8 0

8 . 2 5 ̃ 8 . 8 0

2 . 2 0 ̃ 8 . 8 0

8 6 . 0 l 1. 0 8 6 6, 0 8 6 l 8 . 0 1l 2 1 . 2 6 ̃ 5 . l l

'1l 9 . 2 l 1. 2 2 8 8 , 6 2 8 l 4 , 8 5 e 2. l̃ 5. 8

8 6 . 6 2 2 a . 5 6 8 2 l  l. l 6 l 4 a 4.'1 2' 9 1 . 2 6 ̃ 6 . 2 0

8 8 . 0 1 1 4 , 5 4 4 1 5 7 ,- 2 7 2. 0 3 6 2. 1̃ e. 8 0

-4 9-



S8  ます増殖事業
l .  捕獲採卵成積概要

o さ く ら ま す

本年度は l 8 水系の l 8 捕獲採卵場で 5月 l 2 日か ら l 0 月 2 4 日 まで実施し、 7.0 0 3

尾を捕獲した (最近 5ケ年平均6 . 3 2 l 尾 )。こ の う ち ォ ホー ック海区の斜里川が昨年の好

漁 を l-i国る 3. 0 7 6 尾 を捕獲し、一河川で全体の33 . 5 %を占めた。また同海区の興部川も
本年は好漁で1. 4 8 2尾を捕獲している。

採卵数にっいては拿親魚使用率8 l . 0 % と好成積で7. ' 2 2 2千粒の採卵量であった。

o からふとます

本年度は2 9水系捕獲採卵場で 6月 l日から 1 0月 3 1日まで実施し、 4, 7. 4 3 l 尾 を 捕

獲した(最近5ケ年平均 4, 4 , 5 5 4 千 尾 ) 。本種は主要病上地域であるォホー ック海区と根
價室海区との間で豊凶漁が規則的に移動して :is り、本年( 数年 )にォホー ック海区が豊漁年

に当つた。このため、 海区が 8 8. 2 5 0尾 と全捕獲数の約8 1 %を占めたoこのうち岩尾別、
斜里川で 2 4. 8 5 4尾を捕獲している。

採卵数については字親魚使用率が92.4 % と例年に比ぺ極めて好成積であつた上に、捕獲
数に ,iiる9親魚の割合が多り年より高かつたため32. 3 3 8千粒と最近にない採卵量となつた。

-!i 0-

( さ < ら ま す )

事業計画と実積並びに前年度との比較

区 分
昭 和 4  2 年 度 昭和4 l 年度

実 積

前年度との対比

增 減 △計 画 数 実 積 達 成 率

捕 獲 数 9 2 0  0尾 7. 9 9 8尾 86 .9% 9.7 64尾 △. 1. 7 7 1

1il使用数 5.5 2 0 o 4 . 2 5 7 o' 7 7.1 4,4, 7 6 o 2 1 9

採 卵 数 9 . 6 5 01粒 7.2 2 - 2:f粒 7 4. 8 8 . 8 4 8二f粒 o 1 . l 2 6

放流尾数 8 . 4 1 l'尾 6.3 1 2:f尾 75.0 面 e' l3 l3):f尾 4 6 1

( からふとます )

区 分
昭 和 4  2 年 度 昭和4  1年度

実 積

前年度との対比

增 減 △計 画 数 実 積 達 成 率

捕 獲 数 6 0.0 0 0尾 4 7. 481尾 7 9 . l% . 4 9.3 l 6 尾 o 1 . 8 85
♀使用数 3 0 , 0 0  0 ''' 2 2. 1 6 l o 73.0 l 2 3 2 5 o 9.8 3 6
採 卵 数 a 6.4 8 0:f粒 3 2 . 3 3 8:f粒 88.6 l 4 , 6 8 2:f粒 l 7.6 5 6
放流尾数 3 1, 8 3 0=F尾 2 8.0 8 3 :F尾 88.2 l 1 .2 6 3 :f尾 1 6 . 8 l 0

5 1-



さ く ら ま す

根室海区 4 . 0 %

--5 2-

か ら ふ  と ま す
根室海区 9 . 3 %

5 3



昭和,t 2年度海区別さ く らます事業成1a集計表

、海 i 日
捕 獲 採 卵 ふ

捕 獲 数 9 親魚

使用数
尾

字親魚

使用率

:e性比
9
尾
0
尾
計
尾

オホーツク海区

日 本 海 区

3.6 3 e 2.0 5 8 5.6 8 0 e 3 .9%

'l 0.5

2.7 0 4

2 8 3

7 4 . 4 %

08.62 8 'i l 2 0 4 0 7

根 室 海 区 l.3 2 0 5 6 7 l.8 0 6

l

7 0 .0

l 0 0

l.2 1 0 05.6

:標集以東海区

標集以西海区

合 計

l 0

5 , 2 5 8 2. '7 4 0 7 0 0 8 85.? 4 , 2 5 ? 8 :t.0

昭和42年度支場別さくらます事業成積集計表

、支 ; 目

捕 獲 採 卵 ふ

捕 獲 数 . 9 親魚

使用数尾

字親魚

使用率,%年 尾 0 尾 計 尾

字性比

北 見 支 場 3.4 4,i,

l 3 2 9

l.8 8 l

5 8 7

5.3 2 5

l.8 0 6

%64,.7

'7 0.0

2,2 5 3 73.3

根 室 支 場

十 勝 支 場

天 塩 支 場

l.2 '7 0 05 .6

07 . 2

,t4.8

1 0 0

8 0 0 2 5 7

8

0 4 7 0 0.8

8 2 .4,

'7 0.4

05.7

- 8 7 0
9千 意 支 場

渡 島 支 場

l 4 1 ,r

1 0 87 6 8 2

2.7 4 0

7 6

4.2 5 ' ll合 計 5.2 5 3 7 9 9 3 81.0

-5 4-

化 放 流 成 ' a

平 均

採卵数

採卵数

千粒

実施期間 収容卵数

千1lll1 ふ出業
ふ化率

f i

放流尾数

千尾

放流期間

l.5 0  0 粒

2.0 2 0

1.84 0

'l,.8 2 2

5 7 2

5.1 2̃ l 0 . l 4 4 , 3 12 8 , 0 9 5 92.6 8,0 0 8 1 . l̃ t.3 0

7.25̃l 0 . l 0 5 1 3 4 7 8 08.2 4 2 5 8 . l̃5 . l 5

2.3 8 8 6. 1̃ 10 . 10 2.8 8 8 2.1 0 9 92.8 l.0 5 2 l . l 5̃ 4,.30

9 . l 0 8 a 8 l 08.0 2'll 5 . l 6̃5 . l 6

l.7 0 0 7.2 2 2 5 . l 2̃ 10 . 14 '7.1 0 0 0.6 7 8 02.7 6 , 3 l 2 l ]~5.16

化 放 流 成 a
平 均

採 卵 数
採'等粒

実施期間

収容業表
ふ出尾数

千尾

ふ化率

i

放流尾数

千尾

放流期間

粒
1.5 0 0 4.0 2 0 5 . l 2̃ l 0 . l 2 4.0 2 0 8. 'll20 92 . 8 3.6 5 5 1. l̃4.80

1.8 4 0 2.8 8 8 6. l̃ l 0 . l 0 2.8 8 8 2.1 6 0 92.8 l.0 5 2 l . l 5̃ 4 . 30

1.7 3 0 0 5 5 6. l̃ l 0 . l 4 6 5 5 6 2 5 95.4 6 l l 1.7̃8 . l 0

2.5 0  0 2 8 0.2 8̃ 1 0 . 2 4 0 0 0

2.4, 6 0 l 8 6 0. 1̃ 1 0. 1 0 l 8 8 l 5 0 81.0 94, 5 . l̃5 . l 0

1. l1l 0 0 7.2 2 2 5 . 1 2̃ l 0 . 2 4 7 , l 9 6 e, 6 7 8 92.7 6.3 l 2 l ] 1 ・一5 . l 6

-5 5-



昭和42年度海区別からふとます事業成i量集計表

t海 項 区  日 捕 獲 ・ 採 卵 ふ

捕 獲 数 9- 親魚
使用数
尾

9- 親 魚
使用率

字 l j良 3 尾 計 尾

章性比

オ ホー ツク海区

日 本 海 区

2 0.5 1 1 l 7.7 8 9 3 8.2 5 0 %
53.6 l 9 , 8 7 0

%
94.4

83.4根 室 海 区

様基以東海区

2.9 8 3

2 9 8

l 0 l

5.1 5 8

3 7 5

8.1 8 6 36.7 2.4 8 8

6 6 8 43.0

50.7

l 8 6

1 l '7

68.5

6 l . 6操装以西海区

合 計

l 8 6 8'7 7

2 3.9'll8 2 8.4,5 8 4 7.4 8 l 50.6 2 2. l 6 l 0 ・2.,t

昭和4  2年度支場別からふとます事業成能計表

化 放 流 成 種

平均採卵数

粒

採卵数

千粒

実施期間 収容卵数

千粒

ふ出尾数

千尾

ふ化率

%
放流尾数

千尾

放流期間

l.5 0  0 2 8.9 8 0 7.1̃ 1 0. 3 l 2 4,. 5 0 8 2 2.1 4 0 90.4 2 1.6 2 5 1.'7̃ 5.30

l.2 1 0 3.0 l 0

l 8 0

6.1̃ 1 0. 1 0

0. l̃ l 0 . l 0

5.2 2 8

1 8 0

4.5 2 0 86.5 ,t,8 '1'2 2. l̃ 5. 7

3.2 0~4,.30

l 2 . 7̃8.80

1.0 2 0 1 l lll 6 l . 0 l 0 0

l.2 8 0 l 5 0 7.6̃ l 0 . 2 0 2.2 7 5 l.9 0 2 87 . 6 l.9 8 8

l.4 6 0 3 2.8 8 8 6.l̃ 1 0 . 8 l 8 2.1 0 5 28.7'l l 8 80.4 2 8.0 8 8 12.7̃ 5.30

、支 項 場 目 捕 獲 採 卵 ふ

捕 獲 数 9 親魚

使用数尾

el 親魚

使用率lt字 尾 6 尾 計:尾
S性比

北 見 支 場 l 9.8 0 2

2.0 8 8

2 9 a

l 6 , 3 5 4 8 5.7 4 6

8.l 3 6

5 4,.2

8 e.7

lt 3.9

44.'i

25.0

l 8.4 6 3

2.t 4 8

l 8 6

- gO l1l

95 . 2

根 室 支 場 5.l 5 8 8 8 .,t

十 勝 支 場 8 7 5 6 e 8 88.5

天 塩 支  場 l . l l 0 1.8 8 5

8

2.504 81 . l

0 l . 6

千 歳 支 場 1 4

渡 島 支 場 l 0 0

2 8.9 7 8

1 8 3 3 '1 8 50.9 l l 7

2 2.1 6 1合 計 2 3.4 5 8 4 'i.4 8 1 50.6 02.4

-5 6-

化 放 流 成 積

平均採卵数

粒

採卵数

ー「粒

実施期間 収容卵数

千1lllt

ふ出尾数

千 E

ふ化率

a
放流尾数

:f・E

放流期間

l.5 0 0 2 7.7 '1l 4 '1l.1̃l 0 . 3 1 2 8 , 2 8 8 2 l.0 a 3 0 0.3 2 0.6 2 '1l

4.3 7 2

l 0 0

2.7̃5.30_
2.l̃5. 71.2 1 0 8.0 l 0 8 . l̃1 0 . l 5 5.2 2 8 4 , 5 2 0 86.5

l.0 2 0 1 8 0 l1l. l̃1 0. l 0 1 8 0 l l l1l 61.0 3 . 26̃ 4 . 3 0

1.8 4 0 l.2 1 5 'i. l̃ 1 0 . 3 l l.2 l 5 1. l 1 6 91.0 9 0 8 1.?̃ 3 . 8 1

l , 2 8 0 1 5 0

3 2.3 8 8

?.6̃ l 0 . 2 0 2.275

8 2.1 9 5

l.9 9 2 87.6 1.9 8 6 l 2 . 7̃3 . 8 0

l 2 . 7̃5 . 8 0l.4, 6 0 6.1̃ 1 0 . 8 l 2 8.7 7 8 89.4 28 . 0 88

-5 7-



昭和 4  2年度海区水系別さく らま t親魚捕獲採卵成構表

海

区
水 系 採 卵 場

事 業 場 '

捕 獲 数 使 用 親

字 尾 0 尾 計 尾 拿 尾 0 尾

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

岩 尾 別 岩 尾 別 岩 尾 別 1oe 4r 5 1 5 l 1 0 6 8 6

43'll科 里 斜 里 斜 里 l.0 7 9 l.0 0 7 8.0 7 6 1.' l l34

6 1 6 2 9 8 6 2清 治 清 滑 清 精 8 '1l 8 2 8 8

異 部 興 部 〇 9 8 1 5 0 l 1.4 8 2 3 9 0 l4 9

徳 志 別 德 志 別 徳 志 別 4 3 5

l 6 7

1l,8 8 4

l ,t 7

2 .704

l 0

歌 登 1 ,t 9 3 l 6 4 l幌 別 幌 別

海 区 計
本 年 度 8,6 8 6 2 .058

1.5 4 5

5.6 8 0 7 3 5

前 年 度 2 .997 4 . 542 1.,t 5 0 4 l 6

日

本

海

区

天 塩 中 川 中 川 1 9 8 8 5

8

2 8 8

1 e

1 0 8 'i‘t

石 狩 西 越 千 オ l 8 9 1

尻 別 名 駒 尻 別 '7 5 8 1

l

1 0 6

2

'7 5

l

3 1

朱 太 朱 太 〇 l 1

海 区 計

本 年 度 2 8 7 1 2 0 4 0 7 2 8 8 1 0 7

前 年 度 3 0 4, 5 7 3 6 l 2 0 7 5 0

根

室

海

区

標 津 標 津 伊 茶 仁 4 8 9 1 2 2 6 1 1

4 9

4,66 l 1 5

当 幌 当 幌 計 根 別 3 7

3 0

l 2 3 7 l 2  .

春 別 春 別

床 iSi

〇 l l 8

3 6

5 7 3 9

l 0 0

l 8

床 丹 / / l 0 0 1 8 6

? 0

8 6

西 別 西 別 虹 別

浜 中

5 3 1 '7

5 8

4 9 :t4

風 蓮 風 蓮 2 0 7

4 0 4

2 6 3 l 8 1 5 5

別 当 資 別 当 資 厚 床 3 0 8 7 1 0 3 0 8 2 4 4

海 区 計
本 年 度 1.3 2 9 5 8 7

l.6 '1' 0

1.8 0 6

4 , 3 5 0

1.2 '1l 0

2.7 2 9

4 9 4

前 年 度 3.1 7 1 1 .111

:探西

基海

以区

元 浦 川 元 浦 河 静 内 1 0 1

本 年 度 1 0 1

海 区 計
新 年 度 1 0 1 1 0

総 計

本 年 度 5.2 5 8 2 . 7 4 0

3.2 8 2

7.9 9 3 4,.2 5 7 l.3 8 6

前 年 度 0 4 , 8 2 9.764 ,

- l .7 7 l
4,,t ? 6 1.5 7 ?

前年対比 - l . 2 2 9 - 5 4 2 - 2 1 9 - 2 ,t l
-5 8-

魚 数
採 卵 数
千粒

增減卵数
千 粒

仮収容卵数
千粒

e 親魚
使用%

平 均

採卵数粒
実施期間

計 尾

l 4, 2 l 9 8 l 9 8 l 0  0.0 1.8 7 0 6月l日_ 視 0 日
2 .171 2.6 8 0 2.6 8 9 87.6 1 . 5 5 0 5 .1 8̃  9.2 3
3 5 5 4 9 6 4 9 6 77 . 5 1.6 9 0 5.2,t̃ l 0 .  4,

5 3 0 6 8 7 6 3 7 39.8 l.6 3 0 5 . l 2̃1 0 . 1 2

4 4 '7 3 '1l 8 '7 9 . l 2 . l 5 0 6. 5̃  9.80

1 8 8 2 1 9 2 1 9 98.7 1.4, 0  0 6. 1̃ l 0. 1 4

5 . l 2~1 0 . l 43.4 3 9 4.8 l 2 4 , 8 1 2 74.4 l.5 0 0

l.6 0 0l.8 6 6 2,3 1 1 2.3 1 l 4 8 .4, 5.2 9̃ l 0 . l 0

2 'i 2 8 6 3 8 6 3 l 0  0.0 l . 8 3 0 7.2 5̃  9 . 25

1 0 2 3 △( ・illei0 2 8 60.2 2 5 6 0 0.2 8̃ l 0 . 2 4

1 0 6

2

l 8 8 l 8 8 l 0  0.0 2.4 4 0 g. l̃ l 0. g

8 8 1 0  0.0 8.0 0 0 g. 1̃ l 0 . 1 0

3 9 0 5 7 2 △(・tlt試) 2 3 5 7 2 08 .6 2.020

2.4 0 0

'7. 2 5̃ l 0 . l 0

3 4, 7 7 1 4 7 1 4 9 7.7 7.25̃1 0 . 3 1

5 8 1 8 7 2 8 7 2 95 .8 l.8 7 0 8. 1̃  9.28

4 9 7 5 7 5 l 0 0 . 0 2.0 3 0 6. ĩ 9.30

5 7 l 0 2 l 0 2 1 0  0.0 2.6 2 0

2 .830

6. 1̃ l 0 . 1 0

l 3 6 2 3 3 2 3 3 1 0  0. 0 6. 1̃ 1 0 . l 0

6 3 l 5 6 l 5 6 02.5 3 , l 8 0 '7. l 1̃ l 0 . l 0

2 3 0 2 7 0 2 7 0 87.4, l.4 9 0 6 . 2 1̃ e. 8 0

6 4 2 6 3 0 6 3 0 08.5 1.5 8 0 8. l̃ l 0 .  8

l.7 61b 2 . 338 2 .888 95 .6 l.8 4 0 e. l̃l o.1o

3.8 4 0 5.3 2 3 5.3 2 3 8'7. 5 1.9 0  0 6. l-:' 1 0 . 8 l
0.10

・・ 9 . 1 9

l. '7 0 0

7. 5̃1 1 . 8 0

5.5 9 3 7.2 2 2 d税 )  2 3 '1l.l 9 9 81.0 5.1 2 ̃ l 0 . 2 4

6,0 5 3 8 .848 8.8 4 8 69.6 1 9 0  0 5 . 2 9̃ l l . l 3

-4 6 0 - l . l 2 6 -l.1 2 6

-5 0-



昭和4 ・2年度支、 事 開 別 さ  く らます親魚捕獲採卵成ili表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使用親魚数

e 尾 0 尾 計 尾 1il 尾 合 尾 計尾

北 見 岩 尾 別

斜 里

清 精

1 0 0

l.9 7 9

4 5

l.0 0 7

l 5 1 l 0 6

1 . 7 8 4

3 6 l 4 2

8.0 7 6 4,37 2. l 7 1

l.3 5 9 7 8 9 2.0 9 8 6 8 3 2 l l 8 9 4,

計
本 年 度

前 年 度

8.4, 4 4 l.8 8 l 5 , 3 2 5 2 .523 6 8 4 8.2 0 7

2 .548 1 .288 3 , 8 8 l 1.2 8 4 8 7 2 l.6 5 6

根 室 伊 茶 仁

計 根 別

4 8 9 1 2 2 6 l l 4, 0 6

1 7 6

1 l 5 5 8 1

l 7 6 0 6 2 4 2

? 0

6 6 2,t2

虹 別

浜 中

厚 床

5 8 l 7 4 9

l 8 l

l 4 ・0 8

2 0 '1l 5 8 2 6 3 5 5 2 8 6

,t 0 4 3 0 e 7 l 0 8 9 8 2 4 4 6 4 2

計
本 年 度

前 年 度

1 . 3 29 5 6 7 1 .896 l.2'll0 4 9 4 1 . 784

8. l 7 1 1.e ,l, 9 4.8 5 0 2.7 2 9 l.1 1 l 3 , 8 4 0

天 塩 徳 志 別 4 3

l 4 9

5 4 8 3 4 l 0 4 4

歌 登

中 川

l 6 7 3 l 6 l 4 7 4, 1 l 8 8

l 0 8 8 5 2 8 3 1 9 8 7 ,t 2 7 2

本 年 度

前 年 度

8 9 0 2 5 '1l 6 4 7 8 7 9 l 2 5 5 0 4,
計

4 5 5 2 7 2 7 2 '7 l '7 l 4 '7 2 1 8

千 才 千 才 1 8

l

2 1 6 0 l l 0

静 内 0 1

計
本 年 度

前 年 度

l 4 3 l 7 0 l l 0

2 9 l 8 0 1 3 l 3

渡 ・ 島 尻 別 7 5 8 l l 0 6

2

'1l 5 8 l 1 0 6

朱 太 l l

l1

l 2

計

合 計

本 年 度 7 6

2 7 0

3 2 1 0 8 7 6 3 2 1 0 8

前 年 度 4 7 3 2 8 2'll 0 . t '1l 8 2 6

本 年 度

前年度

5.2 5 8 2 .740 7, 9 9 8 4,, 2 5 7 l.3 3 6 5 , 5 9 3

6.4, 8 2 8.2 8 2 9.7 e 4 4.4 7 a l.5 7 7 6.0 5 3

-6 0-

採 卵 数

千粒

增減卵数

千粒

仮収容卵数

千粒

9-親魚
使用率lt

平 均

採卵数粒

実施期間

l 9 8 l 9 8 l 0  0.0 1.8 7 0 0月1是 g11joE

5 . 1 3̃  9 .232.080 2.6 8 0 87.6 1 . 550

1 . l 8 3 l.1 3 8 50.8 l .e 6 0 5 . 12̃ l 0 . l 2

5.1 2̃ l 0 . l 24,.020 4 . 0 2 0 78.3

50.4,

1.5 0  0

2.0 '1'6 2.0 7 6 1.60 0

l . 8 7 0

5 .2 9̃ l 0 . l 0

8 7 2 8 7 2 95.3 8. 1̃  9 . 2 8

4, 1 0 4 l 0 l 0  0.0

02 . 5

2 .330

3.l 8 0

6. l̃ l 0. 1 0

'7. l l̃ l 0 . 1 01 5 6 l 5 6

2 7 0 2 '1l 0 9'l.,t l.4 9 0 6 . 2 l̃ 9 . 3 0

6 8 0 16 8 0 98.5

9 5 . 6

l.5 8 0 8. l̃ l 0 .  a

2.3 8 8 2.3 8 8 l.8 4 0 6. 1̃ l 0 . l 0

0. l̃1 0. 3 l5 , 3 2 8 5 , 3 2 3 8'll.5' 2.0 0 0

7 3 'll3 70.1

08.'i

2.l 5 0

l . 4 9 0

6. 5̃ 0 .30

2 l 9 2 l 9 6. 1̃ l 0 . 1 4,

3 6 3 3 e 3 1 0  0.0 l . 8 3 0

1.7 3 0

7 . 2 5̃  0 .25

6. l̃1 0 . l 46 5 5 6 5 5 9'7.2

8 7 . 52 4, 3 2 4 3 1.4,0 0 6. l̃ 9.30

2 3 2 3 6 9. 2 2.5 6 0 9 . 2 8̃ 10 . 2 4

60.2

0 . l 9

2 3 △( l lei0 2 8 2.5 6 0 9.28̃1 0. 2 4

8 l 、 8 1 44,.8 2.,;,0 0

2.4, 4 0

7. い l l . 3 0

l 8 3 l 8 8 l 0  0.0

1 0 0 . 0

g. l̃ l 0 .  0

' 3

3 3 0 0 0 g. l̃ 10 . 10

l 8 6 1 8 6 100 . 0 2.450 0. l̃ l 0 . l 0

.8 7 5 6 '1l 5 1 0  0.0

81 . 0

2.40 0 0. l̃ l 0 . l 0

7 , 2 2 2 △( 構 )  2 8 7.l 9 9 1.7 0 0 5.12̃ l 0 . 2 4

8.3 4 8 8.3 4 8 69.6 l.9 0 0 5a 0̃ 1 l . 8 0

-6 1-



昭和4, 2年度海区水系別からふとます親魚捕獲採卵成i量表

海

区
水 系 採 卵 場 事 業 場

捕 獲 数 ・ 使 用

1il 尾 0 尾 計 尾 1il 尾 3 尾

岩 尾 別

科 里

岩 尾 別 岩 尾 別 6 , 0 5 8

7.9 0  0

,t,7 9 5

6.1 0 l

1 0.8 5 3

l4,, 0 0 1

5 , 0 3 5

'7. '1l 4 l

9 e 5

2.2 4 4科 里 科 里

藤 琴 藤 琴 藤 琴 2 0 0 l 5 6 4 l 6 l 7 l

4 l 5

7 4,

1 2 5細 走 細 走 細 走 44 '1 3 4 4 7 9 1
オ

ホ

l

ツ

ク

海

区

常 昌 常 昌 北 見 1.4,53 l.4, l l 2 8 6 ,t 1.3 5 l 3 7 5

蕩 別

清 福・

蕩 別 揚 別 8 2 0 l.1 2 8 l.0 4 8 7 0 l 1 t 3

清 滑 清 滑 1 .318 l.4 4 0 2 . 758 l.1 '1 7 4 6 l

異 部 異 部 〇 5 2 7 4 0 9 9 3 6 8 7 5 6 5

雄 武 雄 武 幌 内 1 0 6 1 8 2

4, 3 8

1. l 4 8

2 8 8 5 7 l 1

幌 内 幌 内 〇 5 0 3 94,1

2.04, 2

4 5 0

7 6 2

l 8 6

徳 志 別 德 志 別 徳 志 別 8 0 0 l 7 3

幌 別 北見幌別 歌 登 4 2 9 7 l 8 9 3 0 1 5

屯 別 屯 別 屯 別 l 7 8 1 t 5 3 2 3 l 0 6 8 9

本 年 度 2 0.5 1 1

2.4 0 5

1 7.7 3 9

2.7 ;t 8

3 8 . 2 5 0

5 , l 2 8

1 9.8 7 0

1.e 9 o

4 , 8 7 6

5 8 9
海 区 計

前 年 度

日

本

海

区 本 年 度

2 3

8 0 9

8
海 区 計

前 年 度 1 0 l 3 4

サ シル イ

春刈古丹

サ シ ル イ 羅 日 1 5 l l 5 8 7 4 2 1

春yl1古丹 0 1 0 8

2 6

1 l 4

3 6

2 2 2

6 2

9 1 4 l

8種 別

忠 類

標 津

当 幌

春 別

床 丹

種 別 意 別 6
根

室

海

区

忠 類 伊 茶 仁 4 9 l l.l S l

l.6 7 2 .

84,6

'74,'7

4,4

1 4 3

標 津 ・・ 8 l 8 8 0 7

7 l

l . 7 1 5 2 7 7

当 幌 計 根 別 4 4, l l 5 5 1

春 別 〇 8 3 5 8 l 3 6 8 8 5 3

床 丹 ,

虹 別

l 0 8 l 2 9

1.4 2 9

2 8 7 1 0 8

5 2 0

7 9

西 別 西 別 5 9 6 2.0 2 5 2 6 6

-6 2-

親 魚 数
採 卵 数
千粒
增減卵数
千粒
仮収容卵数
千粒

字親魚

使 用 率 i

平 均

採卵数粒
実施期間

計 尾

6.9 0  0 0.2 7 2 9.2 7 2 98.0 1.5 0 0

l.5 0  0

l.5 1 0

7.現月1 長3 1 E

9.9 8 5 l 1.6 1 4 l l . 6 l 4 0 8.0 7. l̃ l 0 . 8 1

9. l̃ 1 0 . 2 024,5

5,t0

2 5 0

6 5 '1'

2 5 0

6 5 'i

2.0 9 8

65.8

9 2 . 8

0 3. 0

1.5 8 0 8 . l 5̃ l 0. 2 0

l.'7 2 6

9 3 4,

l . 6 8 8

2.098 2.150

l.4 7 0

1.1 8 0

8. 1̃ l 0 . 8 i

1.l 6 0 1.l 6 0

l.3 0 4

96.5

80.3

8. l̃ l 0 . 8 l

1.3 0 4 8. l̃10 . 21

4 4, 0 4 8 l 4 8 l 7 :t.2

5 3. 8

1.2 8 0

_ .1.7 7 0

8. 1̃ l 0 . 1 0

B. l̃ 9 .30

8. l̃ l 0 . 2 3

6 8 l 0 l l 0 l

0 8 0

9 8 5

7 ,t3

1.0 l 5

'1l 4, 8

l . 0 1 5

89.5

84.8

92.9 .

59.6

04.4

'll0.3

1.6 5 0

1.8 8 0

l.6 2 0

ll. 1̃ 1 0 . 8 l

54, 6 3 0 3

l 3 ' 「

28 . 9 80

2.1 6 2

7.11̃:t 0.1 4

li. 1̃ 10 . 1 6

7. 1̃ l 0 . 3 l

7. l̃ l 0 . 2 0

l4, 5 l 8 7 l.2 9 0

2 4,.2 4 0 2 8 . 0 8 9 l.5 0  0

2 2 7 9 2 . 162 l.2 8 0

l 2 9 0 80 . 0 1.1 8 0 ? . 2 5 ̃  0.20

9 5 l 1 8 1 l 8 49 . 0 1.5 9 0 7. l 8̃ 0 .30

l 3 2 l 3 9 1 8 9 8,t.8 1.5 3 0 '7. l 2 ,、- 9 .30
8 8 8

4 2 8

23.1 1.3 3 0 7.21̃1 0 .  3

7. 5 ̃ l 0 . 8 04 8 9

l . 0 2 4

9 5

4, 2 8
1

70 .5 1.2 4 0

8 ,t 8

5 0

8 4 3 01.3

1 0  0.0

l 0  0.0

1. l 3 0 6 . 1 1 ̃ l 0 . l 5

5 0 1.l4, 0

8. l ̃  0.30

0. l̃ l 0 . l 0

6. 1̃ 1 0.1 0

7 . l l ̃ 1 0 . l 0

1 8 6 1 0 5 1 0 5

l 2 1

l.2 7 0

1 8 l l 1 2 l

7 6 5

l 0  0.0 l.1 2 0

7 8 6 7 6 5 87 . 2 1.4 7 0
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海

区 ・

水 系 採 卵 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親

9 尾 6 尾 計 尾

字 尾 . 0 尾一

矢 日 別 矢 自 別 浜 中 6 8 2 1 7 2 8 5 5 3 2 1

根

室

海

区

風 蓮 ・ 風 蓮
0

厚 床

2 5 6

2 3 4

6 0 l 8 5 7 2 2 4 8 3

8 5

別 当 .資 .

・ 一別 当 資 2 6 '7 5 0 l l 9 2

海 区 計
, 本 年 度 2.983 5 , 1 5 3 8.136 2 . 4 88 1 . l 2 3

8 , 8 4 4,
.前 年 度 l 3.8 2 2 3 0.3 0 6 4 4 . l 2 8

4 6 8

l 0.6 0  0

標
基
以
.東
海
区

1illl 路: a l1 路 all 路 2 0 3 2 6 5 9 6 4, 0

十 勝 幕 月l」 幕 別 0 0 1 1 0 2 0 0

6 6 8

9 0 3 3

本 年 度 2 9 3 3 7 5

1 l

l 8 6 7 3

海 区 計
前 年 度 2 8 3 9

,t

2 7 6

標
裏
以
西
海
区

元 浦 川 元 浦 川 静 内 l

1 9 0

3

遊 楽 部 遊 楽 部 八 雲 1 8 3 3 7 3 1 l 7 4 6

本 年 度 l 9 1 l 8 6 3 7 '7 l 1 7 4, 6

海 区 計
前 年 度 3 3

総 計

本 年 度 2 3.9 7 8 2 3.4, 5 3 4 7.4, 3 1 2 2 . l 6 l 6 .118

前 年 度 1 6 . 2 6 8

十7 . 7 1 0

3 3.0 4 8 4 9.3 1 6

-l.8 8 5
l 2. 3 2 5 4.4, 4, 8

十 l . 6 7 5前年対比 - 9.5 9 5 十 9 8 8 6

-0 4-

魚 数
採 卵 数

千粒

增減卵数

千粒

仮収容卵数

千 粒

字親魚

使用率%

平 均

採卵数粒

実施期間
計 尾

7 4 5 8 5 8 7 1l .9 l.0 9 0 月5見 月 日

7. l 0 .  3

6 . 2 l̃1 0 .  73 0 7 1 6 0 l eo 87 .5 7 1 0

2 7 7 2 1 5 2 1 5 8 2 .1_ l . 1 2 0 8. 1̃ l 0 .  3

3.6 l 1 8.0 1 0 3,0 1 0 83.4, l.2 1 0 6. l̃ l 0 . 1 0

6. 8̃ 1 0 . 2 l1 4 ,4, 4 4 12.4, 6 8 12.4 6 8

8 4

7 6 . 7 1.1 8 0

1 3 6 8 4 4, 'll.3 8 8 0 0. 1̃1 0 . 1 0

l 2 3 l 0 5 1 0 5 l 0  0.0

6 3 . 5

l.1 '1l 0

l . 0 2 0

9.1 1̃ 0.1g

2 5 9 l 8 9 l 8 9 g. l̃ l 0 . 1 0

3 3 4 8 4 3 9 6 . 4 l .5 9 0 8. l̃ 0.30

6 l . 6 1.2 8 0

9 . l 9 ̃  9 . 2 0

l 6 3 1 5 0 l 5 0 7. 6̃ l 0 . 2 0

l 6 3 1 5 0 l 5 0
1

6 l . 6 1.2 8 0 7. 6̃ l 0 . 2 0

2 8,2 '7 9 3 2 . 3 3 8 32 . 8 3 8 9 2 . 4

'7 5.8

1.4 6 0 6. 1 ̃ l 0 . 3 1

1 6.7 6 8 l 4,.6 8 2 l 4. 6 8 2 1 . l 9 0 6. l̃ l l . 4

十l 1 .5 l l 十 l 7. 6 5 6 十 1 7.6 5 6

6 5-



昭和4  2年度支事業場別からふとます親魚捕獲採卵成積表

支 場 事 業 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

字 3 計 字 さ 計

北 見 岩 尾 別 6.0 5 8尾 4.7 0 5尾 l 0.853尾 5.9 8 5尾 9 6 5尾 6.9 0  0尾
1科 里 7.9 0 0 6 , l 0 l 1 4 , 0 0 1 7.7 4, l 2.2 4,4 9.9 8 5
藤 琴 2 0 0 l 5 6 4 l 6 l 7 1 7 4 2 4 5

網 走 4 4 '7 8 4 4, 7 9 1 4 l 5 1 2 5 5 4 0

北 見 l . 4 5 3 1.4, l l

2.86 4,

1.8 5 1 8 7 5 l.7 2 6
湧 別 8 2 0 l . 1 2 8 1.9 4 8 'l 9 1 1 4 3 9 3 4

清 滑 1.8 4, 5 l.8 4 9

3.6 9 4,

1 . 552 5 2 6 2.0'' 8
幌 内 6 0 9 5 7 0 1 . 179 5 0 7 l 9 7 7 0 4

計
本 年 度 1 9 . 8 9 2 1 6 . S 5 4 35.7 4 6 1 8 . 4 6 3 4,6 4 9 2 8 , 1 1 2

前 年 度 1.4, 5 8 l . 2 5 5 2.7 l 3 l . 2 2 0 4 5 8 1.6 7 8

根 室 羅 自 2 5 0 2 7 2 5 3 l l 6 5 6 2 2 2 7

業 別 2 6 3 6 6 2 6 3 9

伊 茶 仁 l.3 0 9 2.0'7 8 3.3 8 7 l . 0 9 3 4 2 0 1.5 l 8
計 根 別 2 3 5 2 5 3 4 8 8 2 3 5 1 8 8 4, 1 8

i l; 別 5 9 6 l . 4 2 0 2.025 5 2 0 2 6 6 7 8 a
浜 中 3 2 4 8 1 8 l . 1 4 2 2 7 7 l 0 4 3 8 1

厚 床 284 , 2 6 7 5 0 1 l 9 2 8 5 2 7 '7

計
本 年 度 2 . 983 5, l 5 3 8.136 2.4, 4 8 l . l 2 3 3.6 1 1
前 年 度 l 3.8 2 2 3 0.3 0 6 4, 4,. 1 2 8 l 0.6 0  0 3.844, l 4、4 , 4 4

十 時 elll 路 2 0 8 2 6 5 4 6 8 9 6 4 0 1 3 6

・基 別 9 0 1 l 0 2 0 0 9 0 3 3 1 2 3

計
本 年 度 2 9 3 3 7 5 6 6 8 1 8 6 7 3 2 5 9

前 年 度 2 8 1 1 3 0 2 7 6 3 3

天 塩 徳 志 別 8 9 9 l . 1 4 3 2 . 0 42 7 6 2 1 7 3 9 3 5

歌 登 4 2 9 7 1 3 9 3 9 1 5 54,

屯 別 1 7 8 l 4, 5 3 2 8 l 0 6 8 0 l 4 5

計
本 年 度 l . 1 1 9 1 . 3 8 5 2 . 504 9 0 7 2 2 7 1. l 8 4
前 年 度 9 5 7 l .4, 7 6 2 . 4 33 4, 7 8 l 3 5 6 1 3

千 才 静 内 l 3 4

計
本 年 度 l 3 4

前 年 度

渡 島 八 雲 1 9 0 l 8 8 3 7 3 l l 7 4, 6 1 6 8

計
本 年 度 1 9 0 l 8 3 3 7 3 l 1 7 4 6 1 6 3

前 年 度 8 0 3

総 合 計
本 年 度 2 3 , 0 '1' 8 2 3 . 4 5 3 ,t 7.4 3 1 2 2.1 6 l 6.l l 8 28.2 '7 9

前 年 度 l 6.2 6 8 3 3.0 4 8 4,9.3 1 6-、1 2 . 3 2 5 4.4 4 3 l 6.7 6 8

-0 6-

採 卵 数 増 減 卵 数

1il 親 魚

使 用 率
平均採卵独 実施期間

仮収容卵数

9.2 7 2:f粒 =f粒 9.2 7 2::f粒 9 8.6% 1.5 6 0 粒
l l . 6 1 4 1 1 . 6 1 4 98.0 1 .500 7. l̃1 0.8 1
2 5 9 2 5 9 6 5 . 8 l .5 1 0 9. l̃ l 0 . 2 0

6 5 7 0 5 7 9 2 . 8 1.5 8 0 8.1 5̃ 1 0 . 2 6

2 . 0 9 3 2 .093 93 . 0 2 . l 5 0 8. l̃ 1 0 . 3 1

1 . 1 6 0 1 .160 9 6. 5 l . 4 7 0 8. 1̃1 0 . 3 l
l . 8 7 5 l .8 7 5 8 4.1 1.2 1 0 8. 1̃ 1 0 . 2 1

84,4, 8 4,4 8 8.3 1 . 6 60 8. 1 ̃ 1 0 . 2 3

2 7.7 7 4, 2 '7. 7 7 4 9 5 . 2 1.5 0 0 7. 1 ̃ l 0.8 1

l . 6 2 l 1.6 2 1 8 3 . 7 1 .300 7 4̃ 1 0.2 0

2 5 7 2 5 7 68 . 7 1 . 5 6 0 7 1 2̃ 9 . 3 0
8 8 2 3 . l 1,3 3 0 '7. 2 1 ̃ 1 0 .  3

l . 2 '7 1 1.2 7 l 83 . 5 1 . l 6 0 7. 5 ̃ 1 0 . l 5

2 7 6 2 7 6 1 0  0.0 l . l 7 0 6. 1 ̃ 1 0.l 0

7 0 5 7 6 5 8 7 .2 1.4, 7 0 7 .1 1 ̃ 1 0 . l 0

6 . 2 1̃ l 0. 72 l 8 2 l 3 8 5.5 ・ 7 9 0

2 1 5 2 1 5 S 2.1 l . 1 2 0 8. 1̃ l 0 .  3
3 . 0 l 0 8.0 1 0 8 3 .4, 1 . 2 1 0 6. 1̃1 0 .1 5
1 2 . 4 6 S 1 2.4・68 7 6. 7 l . 2 0 0 6. 1 ̃ 1 0.2 l

84, S4 4 7.3 8 8 0 9. ĩ l 0. l 0
1 0 5 1 0 5 1 0 0.0 1.1'7 0 9.1 1 ̃ 9 . l 9

1 8 9 1 8 9 63 . 5 1 .020 7. 1 ̃ 1 0. l 0

4 3 4 3 9 6 .4 1 .600 8. 1̃  9 . 3 0
1 . 0 1 5 l . 0 l 5 8 4 . 8 1 .880 7 . l̃1 0 . 3 1
6 3 6 3 92 . 9 1 . 6 2 0 7 . 1 1̃1 0 .l 4・

8. l̃ 1 0.1 61 3 7 1 3 7 59 . 6 1 .290

1 . 2 l 5 1 . 2 1 5 8 1 . l l . 8 4 0 7 . l̃ 1 0 . 3 1

5 5 0 5 5 0 4,9.9 1 . 2 0 0 7. l̃ l 0 . 5

9.1 9̃  9 . 2 9

1 5 0 1 5 0 6 1.6 1.2 8 0 '7. 6̃ l 0 .2 0

l 5 0 l 5 0 6 1 . 6 1.2 8 0 7. 6̃ 1 0 . 2 0

8 2 . 3 3 8 3 2 . 3 3 8 92 . 4  l 1.4 6 0 6. l ̃ 1 0 .3 l

1 4.6 8 2 1 1 4 . 6 8 2 7 5.8 l 1 . 2 0 0 6. 1 ̃ 1 1 .  4

- -0 7 -・



2要f種卵の移種
一本年度のます種卵移殖はからふとますについてのみ行ない、受精直後卵で2. 2 2 5 千 粒 ( 北
見一根室)、 発眼卵で 2 . l 2 5 粒 ( 北見→渡島)の合計 4,, 8 5 0千粒を移殖した。
なi;・、 支場管内での移殖にっいては海区水系別ふ化放流成積表の備考欄にま:'ift したo

oからふとますの移殖

1 )受精直後.卵移殖 .

道内移殖
単位: 千粒

供 給 地
移殖月日

受 給 地. .

移殖卵 摘 要
支場名 採卵場名 支場名 事業場名

北 見 斜 里

〇

4 2 . l 0 .  7

4,2.10.12

根 室

〇

根 室

0

74, 5

l.4 8 0

合 計 2 . 2 2 5

2 )発限卵移殖

道内移殖

単l'1i :

供 給 地 受 給 地 移 殖 卵 の 内 訳

摘 要
支場名 事業場名

移殖月日
支場名 事業場名数a l l l a M 器 移殖卵数 死卵率

北 見 斜 里 4 2 . 1 l . 2 7 渡 島 八 雲 2. l 2 5 l 2 5 2.0 0 0 5.9

合 計

l '

2 . l 2 5 l 2 5 2.0 0 0 5.0

6 8-

3 .ifふ化放流成演解

l ) さ < ら ま す ・

本年度は採卵数7. 2- 2 2千粒から供試卵26千粒を差し引いた7. l 0 6 千 粒 にっいて、 こ

れをl3事業場(うち民間簡易ふ化設備2ケ所を含む)に収容してふ化を行ない、 6. 8 1 2

千尾の放流稚魚を生産した。この歩留りは87 . '1 % と最近 5ケ年平均 ( 8 7 . 7 % ) と同成a
であった o これらの稚魚は全数解解で 1 4水系へ放流した (放流期間4 8年 1月 1日̃ 5

月 l 6 日 ) o

2 ) か らふ とます

本年度は採卵数3 2 . 3 3 8千粒から交配種用 l 3 6千粒、供試卵'r千粒を差し引いた32.

' 9 5千粒にっいて、 こ れ を l 8 事 業'場(うち民間簡易ふ化設備3ケ所を含む)に収容して

ふ化を行ない28.083千尾の放流稚魚を生産した。 この歩留りは 8 7 . 2 %であった (最近

5ケ年平均歩留り8 6 . 1 % )。 これらの稚魚は全数を無給解で20水系へ放流した(放流期

間 4 2 年 1 2 月 7 日̃ 4 3 年 5 月 3 0 日 ) oこのうち揚別川放器群の一 3 8 7千尾には標:務蓮施:表鐘流==::ヒ 群 l 9 o千尾は脂i塞 左 構 冷 水 ふ 化 群' o 7千尾は

-8 9-



昭和 4, 2年度海区水系別さ く らますふ化放流成積表

海

区
水 系 事 業 場 収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ化率

放流尾数

無給国 給Pi

岩 尾 別

斜 里

清 滑

興 部

徳 志 別

幌 別

岩 尾 別

斜 里

清 滑

徳 志 別

歌 登

:f粒
l 9 8

2. 6 8 9

l . l 3 3

7 3

2 l 9

:目l立
4,

l 5 5

l 3 2

9

1 7

:f尾
1 9 4,

2 5 3 4

l . 0 0 l

6 4

2 0 2

%
98.0

9 4 . 2

8 8 .4,

87 . 7

92.2

:f尾
l 9 0

2,4, 8 0

5 5 5

4 3 0

5 3

2 0 0

3.9 0 8

2.0 0 3

:f尾

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

4, . 312

2 . 3 1 l

3 1 7

2 8 1

3.9 9 5

2 0 3 0

9 2 . 6

8 '7. 8

98 . 9

79 . 3

日

本

海

区

天 塩

尻 別

中 川

尻 別

8 6 3

1 5 0

4,

3 1

3 5 9

1 1 9

8 5 8

6 7

4 2 5

6

本 年 度

前 年 度

5 1 3

6 4, 9

8 5

9 5

4, '1 8

5 5 4

93 . 2

8 5.4
海 区 計

伊 茶 仁

床 丹

西 別

矢 臼 別

別 当 資

伊 茶 仁

( 床 丹 )

1lai 別

(矢臼別 )

厚 床

8 7 2

4, 1 0

l 5 6

2 7 0

6 3 0

9 0

3 0

l 0

1 5

2 4

7 8 2

3 8 0

l 4 6

2 5 5

6 0 6

8 9 . '7

9 2 . 7

93 . 6

9 4 . 4

96 .2

'7 6 0

3 7 S

l 4, 0

2 5 0

4 2 4

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 . 8 3 8

5.2 4 5

1 6 9

4‘ 5 8

2 . 1 6 9

4 . 7 8 '7

92 . 8

01 .3

1 . 9 52

4,.7 6 4

襟西
裏海
以区

遊 楽 部 八 雲 3 8

3 3

8 0

7 1 9 6

8 . 2 3 5

2

2

1 2

3 l

3 l

l 8

9 3. 9 2 7

海 区 計
本 年 度

前 年 度

9 3 . 9

6 0.0

2 7

総 ' 計
本 年 度

前 年 度

5 2 3

8 4 6

6.6 7 8

7. 3 8 9

92 . 7

8 9.7

6.3 1 2

6.7 7 3

;票・ さ く らます卵子の採卵から収容までの動き
採 卵 数

o供試卵数

仮収容卵数

o供試卵数

収容卵数

-7 0-

7. 2 2 2 千 粒

2 3 ''

7 . l 9 9  o

7 . l 9 6 ''

(注 )  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

放流期間
仮収容卵数から収容卵数までの卵の動さ ( 事業

備 考
場単位)と稚魚移殖放流計

領
l 9 0

2.4, 8 0

5 l1l 5

4・3 0

5 3

2 0 0

4, l 4̃ . 3 0

1. 1̃1 .31

2 . l 2̃ 4 .30

2 . l 2̃ 4 . 3 0

1. 7̃1 . 1 7

2 . 2 1̃2.2 9

( 清滑から 4, 3 0千尾を還元放流)

3.9 0 8

2.0 0 3

l .  l̃4 . 3 0

1. l̃4 . 3 0

3 5 8

6'7

3. l̃ 3 . 1 0

5. l̃5.1 5 八雲へ 3 3千粒

4, 2 5

6

3. 1 ̃ 5 . l 5

3. 1 ̃ 3 . 1 0

7 6 0

3' l l8

1 4 0

2 5 0

4, 2 4

1 . 2 5̃ 3. '7

2. l̃ 2 . 2 9

l .l 5̃ 1 . 2 1

3. 1 ̃ 3 . 2 0

4. 1 ̃4.3 0

計根別(当幌、 春別、 床丹採卵場分 )から 4 l  o千粒

浜 中 か ら 2 7 0 千 粒

1 .952

4.'1 64,

l . 1 5 ̃ 4 . 3 0

1 . 2 5̃4 . 3 0

2 7 5.1 6̃5 . 1 6 1重盛集要需テのため稚魚として全数
2 7

l

5 . 1 6̃5.1 6

l 6.3 1 2
l 6.1 6 3

1. 1̃ 5.1 6

l .  1 ̃4 . 8 0

- l1l l-



昭和4  2年度支事業場別さ く らますふ化放流成償表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ出尾数

北 見 岩 尾 別

斜 里

清 滑

l g1粒
2 . 6 8 9

1 . 1 3 3

千粒
4

1 5 5

l 3 2

千尾
1 9 4

. 2 . 5 3 4

l. 0 0 1

本 年 度 4 . 0 2 0 2 9 l 3. 7 2 9

前 年 度 2 . 0 7 6 2 6 6

l . 8 l 0

根 室 伊 茶 仁

( 床  丹 )

虹 別

( 矢 臼 別 )

厚 床

8 7 2

4 l 0

l 5 6

2 '7 0

6 3 0

9 0

3 0

1 0

l 5

2 4

'7 8 2

3 8 0

l 4, 6

. 2 5 5

6 0 6

本 年 度 2. 3 3 8 l 6 9

2. 1 6 9

前 年 度 5. 2 4 5 4, 5 8 4 . 7 8 7

天 塩 徳 志 別

歌 登

中 川

7 3

2 1 9

3 6 3

9

1 7

4

6 4,

2 0 2

3 5 9

本 年 度 6 5 5 3 0 6 2 5

前 年 度 2 4, 8 1 7 2 2 6

渡 島 尻 別

八 雲

l 5 0

3 3

3 1

2

1 1 9

3 l

本 年 度 1 8 3 3 3 l 5 0

前 年 度 6 '7 1 1 0 5

5 2 3

5 6 6

合 計
本 年 度 7. 1 9 6 6. 6 7 3

前 年 度 8. 2 3 5 8 4 6 7. 3 8 9

-7 2-

(注)  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

ふ 化 率
放 流 尾 数

放流期間
無 給i耳 給 1国 合 計

%
9 8 . 0

l' 4, 2
8 8 . 4,

' 千尾
1 9 0

2. 4, 8 0

9. 8 5

. 千尾 , g 二t1尾
2. 4, 8 0

9 8 5

4. 1̃ 4 . 3 0

l .  1̃ 1 . 3 1

2 . l . 2̃ 4, . 3 0

9 2 . 8 8. 6 5 5

l . 7 8 9

3. 6 5 5

l . 7 8 9

7 6 0

3 7 8

1 4 0

2 5 0

4 2 4

1. l̃ 4, . 3 0

8 7 . l

8 9 . '7

9 2 . 7

9 3 . 6

9 4 . 4,

9 6 . 2

l .  1~ 4 . l 0

1 . 2 5̃ 3. 7

2. 1̃ 2 . 2 9

l . 1 5̃ 1 . 2 1

3. l̃ 3 . 2 0

4. l̃ 4 . 3 0

7 6 0

8 7 8

1 4, 0

2 5 0

4 2 4,

- 9 2 . 8
9 l . 2

. l . ・9 . 5 2 1 . 9 5 2 '

4, ? 6 4,

l . l 5̃ 4, . 3 0

1 . 2 5̃ 4, . 3 0・ .  4.'7 1 6 4

8 7 . 7

9 2 . 2

9 8 . 9

. ・ 5 3

2 0 0

3 5 8

5 3

2 0 0

3 5 8

6 l l

l .  7̃ 1 . 1  7

2 . 2 1 ̃ 2 . 2 9

3. l̃ 3 . 1 0

1 7̃ 3. 1 09 5 . 4 . 6 1 1

9 3 . 0 2 2 0 2 2 0 . 2. 1̃ 4 . 3 0

5. l ̃ 5 . l 67 9 . 8

9 3 . 9

9 4,

・ 0

. 9 4

0

8 1 . 9 9 4 9 4, 5. l̃ 5. l 6

8 2 . 2 0 0

9 2 . 7 6. 8 1 2 6. 8 1 2

6. 7 '7 3

1. 1̃ 5 . l 6

1 . 1  7̃ 4 . 3 08 9 . 7 6. 7 7 3

- '7 3-



昭和 4, 2年度海区水系別からふとますふ化放流成積表

海

区
水 系 事 業 場

放
収容卵数 死卵数 ふ出尾数 ふ化率

無給 ・国

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

常 呂

佐昌間湖

・湧 別

清 滑

興 部

幌 内

徳 志 別

幌 別

屯 別

岩 尾 別

斜 里

藻 琴

( 常 呂 )

l

湧 別

常 滑

//

幌 内

徳 志 別

歌 登

屯 別

:f粒
7.4 6 4,

3.7 9 8

3. 9 84,

3 2 6 3

2. l 0 6

1.8 7 5

7 0 8

1L,lu 1 5

6 3

1 3 7

:f粒
4,4 9

3 3 3

3 9 7

5 l 0

2 U 9

2 5 7

l 0 lLl

7 0

2 lu

9

-千尾
7.0 l 5

3.4 6 5

3. 5 8 7

2.'1l 5 3

1.9 8 7

1 , 6 l 8

6 0 8

9 4 5

4, 3

1 2 8

%
9 4 . 0

91 . 2

90.0

8 4 . 4

9 0 . 5

86.3

8 5 . 9

93 .1

C t;.3

93.4・

:f尾
7 0 0 0

3.3 9 5

3,4,4, 3

2 . 4 8 0

1 6 - 5
1.o'' u
1 , l 6 8

4,1 lll

6 0 6

8 2 7

t ;11

1 2 8

オ

ホ

I

ツ

ク

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

2 4 . 5 0 3

4, , 4 5 5

2.354,

4, 5 3

2 2 . l 4 9

4 . 002

9 0 .4,

8 9.8

2 1 . 6 2 5

3 , 6 2 1

日海

本区
海 区 計

本 年 度

前 年 度

0

9

0

0

0

9 l 0.0 9

羅 臼

標 津

床 丹

矢 臼 別

別 当 賀

羅 臼

根 室

( 床 丹 )

( 矢自別 )

厚 床

5 8 8

3,9 3 l

2 7 6

2 1 8

2 l 5

5 9

5 6 0

2 0

4, 9

2 0

5 2 9

3 3 7 1

2 5 6

1 6 9

1 9 5

90 . 0

8 5 . 8

9 2 . 8

7 7 . 5

90 . 7

5 1 4

3.2 '7 8

2 5 6

l 6 6

1 5 8

根

室

海

区

海 区 計
本 年 度

前 年 度

5. 2 2 8

7 8 7 2

7 0 8

9 8 0

4, . 5 2 0

6.3 9 2

8 6 . 5

86.'7

4 . 3 7 2

6 . 2 86

探
裏
以
東
海
区

金11l 路

十 勝

鶴 居

十 勝

84,

1 0 5

5 2

2 0

3 2

8 5

3 8 . 1

8 l . 0

3 2

6 8

1lli1l 区 計
本 年 度

前 年 度

l 8 9

4 3

7 2

l 1

1 1 7

3 2

6 1 . 9

7 4 . 4

1 0 0

8 2

l 遊 楽 部 l 八 '望 2 . 2 7 5 2 8 3 l . 9 9 2 8 7 . 6 1.9 8 6

-7 4-

(注) ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

流 尾 数 仮収容卵数から収容卵数までの卵の動き
備 考

(事業場単位)と稚魚移殖放流
放流期間

給 解 計

:f尾
7 o of
3.3 9 5

3,4・1l‘3

2 . 4 8 0

1 6 5

1.960

l.1 6 8

4 l l11

lll lJ 6

8 2 7

4 3

、2 8

4 .1 0̃ 5 . 10

2. l̃8 . 1 5

4,. 1̃4 . 30

4 . 1 l ̃4,.30

4. 1 ̃4 . l 0

3. 1 ̃ 4 . 2 0

4 1 5̃ 5 . l 5

4.1 0一一5.3 lL1
1. '7~3 .26

3 . 1 5~2 . 2 9

3 . 1 5~3 . 3 l

漢琴へ 1 . 8 0 8 千 粒-舊室表舉え言j1等年'金雲へ 2・ l 2 5 千 粒、 湧別、 常
電等 ノngl1特業と8 0 8 千粒、 斜里から1.268千粒、細走か
斜里からl . 1 7 0千粒、北見から2. 093千粒

( 常 昌か ら l 6 5 千尾移殖放流 )

斜里から l . 0 3 6 千粒

( 1 2 月 1 6、 l 7 日 理設に よ る )

交配種用へ, 3 6 千 粒

21.625

3.94,6

1. 7 ̃ 5 . 3 0

2. l ̃ 4 . 3 03 2 5

0

9 3. t̃3 . 1 0

5 l 4・

3.2'7 8

2 5 6

1 6 6

1 5 8

3. 1 ̃ 3 . 3 l

3 . 1 8̃ 5 .  '1

2. 1 ̃2 . 2 9

3. 1 ̃3 . 20

4. 1 ̃ 4 . 3 0

根室か ら 3 3 1 千 粒

幸是、力:表一表新実薄独、理b9ff i組 'か ら 2・° °4
計根別から 2 7 6 千粒

浜中から 2 1 8 千粒

4.3 ? 2

6.2 8 6

2. 1 ̃ 5 .  '7

2. 1 ̃ 5.2 5

3 2

6 8

4 . 1 0 ̃ 4 . 8 0

3.2 6̃ 3 . 2 6

1 0 0

3 2

3.2 6 ̃4 . 3 0

2 . 2 0̃ 3 . 2 0

1 .986 1 2 . 7̃3.3 0 。斜里から2 . l 2  5千粒

-'7 5-



海

区 .

水 系 事 業 場 収容卵数 .死卵数

l ふ「尾数
ふ化率

放

無 給 解.

探西
基海
以区
海 区 計

本 年 度

前 年 度

:f粒
2.2 '1l 5

1.7 4 3

:f粒 .
2 8 3

2 8 6

. 龍
l.9 9 2

1.4 5 7

%
87 . 6

8 3 . 5

預_
1 . 9 86

1 . 0 0 0

総 計
本 年 度 .

前 年 度

3 2 . l 9 5

l 3.6 2 2

3.4 1 7

1.7 3 0 ;:::: 89 . 48 7 . 2 28 . 0 831 0 . 9 4 8

※ からふとます卵子の採卵から収容までの働き

採卵数 ; 8 2 . 3 3 8 千 粒1
l仮収容卵数 3 2 . 3 3 8 o 1

o交配種用卵数 l 3 6 '  j
_ 〇

△供試卵数 7

収容卵数 3 2 . l 9 5 °

昭和4, 2年度さけ。

事業管理報告第4 3

上表の備考欄一一・・
※ からふとます標識放流(湧別川へ3月8 .日̃ 4 月 1 8日に放流 )

湧水ふ化群(湧別川産) l 9 o千尾一一脂r銘、 左腹露
冷水 ° (斜里川産)  l 9 7 ' ・.-・脂1S港、 右腹,縣

流 尾 数 仮収容卵数から収容卵数までの卵の動
備 考
t (事業場単位)と稚魚移殖放流 -給 解 計

放 流 期 問

福 1尾
1 . 9 86

1 . 0 0 0

l 2 . 7̃8 . 3 0

3. 2̃5. 8

2 8 . 0 8 8

1 l . 2 7 3 :2=:3 2 5

ます捕渡採卵成績書( 要録)

号

印は事業管理報告第43号に報告

計



昭和 4  2年度支事業場別からふとますふ化放流成演表

支 場 事 業 場 収 容 卵 数  ' 死 卵 数 ふ出尾数

北 見 岩 尾 別

斜 里

一深 琴
( 常  呂 )

湧 別

清 滑

幌 内

千粒
7. 4, 6 4,

3,'7 9 8

3 . 9 8 4

3. 2 6 3

2. 1 9 6

1 . 8 7 5

'7 0 8

f粒
4, 4 9

3 3 3

3 9 7

5 1 0

2 0 9

2 5 ' l l

l 0 0

千尾
?. 0 1 5

3 . 4 6 5

3 , 5 8 7

2 . 7 5 3

1. 9 8 7

1 . 6 1 8

6 0 8

本 年 度 2 3, 2 8 8

a . 9 l 4,

2 . 2 5 5 2 1. 0 3 3

前 年 度 4 l 6 8. 4, 9 8

根 室 羅 臼

根 室

( 床  丹 )

( 矢 自 別 )

厚 床

5 8 8

3 . 9 3 1

2 7 6

2 l 8

2 l 5

5 9

5 6 0

2 0

4 9

2 0

5 2 9

3. 3 7 l
2 5 6

1 6 9

l 9 5

本 年 度 5. 2 2 8 7 0 8 4 . 5 2 0

前 年 度 ? . 8 7 2 0 8 0 6. 3 9 2

. 十  勝 鶴 居

十 勝

8 4

l 0 5

5 2

2 0

3 2

8 5

本 年 度 1 8 9 7 2 1 l 'i

前 年 度 4 3 l 1 3 2

天 塩 徳 志 別

歌 登

屯 別

1 . 0 l  5

6 3

1 a 7

7 0

2 0

9

9 4 5

4, 3

l 2 8

本 年 度 1 . 2 l 5 9 9 1, 1 1 6

前 年 度 5 5 0 3 7  -
2 8 3

5 1 3

渡 島 八 雲 2 . 2 7 5 1. 9 9 2

本 年 度 2 . 2 7 5 2 8 3

2 8 6

1 . 9 9 2

前 年 度 1. 7 4 , 3 l . 4 5 7

l 合 計 本 年 度 3 2 . l 9 5 3 , 4 , l 'l 2 8 . 7 '7 8

前 年 度 1 3, 6 2 2 l . 7 3 0 1 1. 8 9 2

-'7 t;-

(注)  ( )の事業場は民間簡易ふ化設備

ふ 化 率 l_ 放 流 尾 数
放流期間

無 給 解 給 領 合 計
1il;b

9 4 . 0

9 1 . 2

9 0 . 0

9 0 . 5

8 6 . 3

8 5 . 9

7. 0  0 =S:尾
3 . 3 9 5

3. 4 4 3

2 . 6 4 5

1. 9 6 0

1. 5 7 8

6 0 6

二li尾 千尾
7 . 0 0 0

3. 3 9 5

3.4 4, 3

2 . 6 4 5

1. 9 6 0

1. 5 7 8

6 0 6

4, 1 0̃ 5 . l 0
2. l̃ 3 . 1  5

4 1̃ 4 . 3 0
4. 1̃ 4 . 3 0

3. l~ 4 2 0
3 . 2 4~ 4 3 0

,t. 1 0 ̃ 5 . 8 0

9 0 . 3 2 0. 6 2 7 2 0. 6 2 '7 2. l̃ 5 . 3 0
8 9 . 3 3. 4, 5 0 3 , 4 5 0 2. l̃ 4. a 0
9 0 . 0

8 5 . 8

7 7 . 5

0 0 . 7

5 l 4

3. 2 '7 8

2 5 6

1 6 6

1 5 8

5 1 4

3. 2 '? 8

2 5 6

l ・ 6 6

1 5 8

3. 1̃ 3 . 3 1

3 . 1 8̃ 5. 7

2. 1 ̃ 2 . 2 9

3. 1 ̃ 3 . 2 0

4. 1 ̃ 4 . 3 0

8 6 . 5

8 6 . 7

4, a 7 2 4. 3 '7 2 2. l̃ 5. '7

e. 2 8 6 6. 2 8 6 2. l ̃ 4 . 3 0

3 8 . l

8 1 . 0

6 1 . 9

7 4 , . 4

3 2

6 8

l 0 0

3 2

3 2

6 8

4 1 0 ̃ 4 3 0

3 . 2 6̃ 3 . 2 6

l 0 0 3 . 2 6~ 4 . 3 0

3 2 2 . 2 0 ̃ 3 . 2 0

9 8 . 1

6 8 . 3

9 3 . 4,

8 2 7

4 3

l 2 8

8 2 7

4 3

1 2 8

1. 7 ̃ 3 . 2 6

2 . 2 1 ̃ :11 2 9

3 . 1  5̃ 3 . 3 1
9 1 . 9

0 3 . 2

9 9 8

1 8 0

9 9 8

5 0 5

l .  7̃ 3 . 3 1

2. 1 ̃ 4 . 3 03 2 5

8 7 . 6

8 7 . 6

l . 9 8 6 l . 9 8 6 1 2 . 7̃ 3 . 3 0

l . 9 8 6

1. 0 0 0
1. 9 8 6 l 2 . ?̃ 3 . 3 0

8 3 . 5

8 9 . 4

l . 0  0 0 3. 2 ̃ 5. 8

2 8. 0 8 3
l 0 . 9 4, 8

2 8. 0 8 3 l 2 . 7̃ 5. 3 0

8 7 . 2 3 2 5 l 1. 2 7 3 2. 1 ̃ 4 , . 3 0

- '7 9-



§9 ひめ -li1 す增殖事業
l .  捕獲採卵概況

:;l,,?E度の支をa湖に:l,けるひめます捕獲採卵事業はl0月9日に開始し. 11 月30日に終了した。
1l l l1 )事業実績についてみると. 捕獲数はl 8 .'i 1 1 尾 ( う ち 9 9 . 0 5 5 尾 ) で最近 5カ在平均 2 5.64
7尾と比ぺ不振であつたが, 3 9 在以降では昨,lltl0 2 0 .'718尾に次く'成1elであった o  この捕獲
親魚の在令組成0;tj-魚 ( 4 生 魚 3 1.1 %. 5 在魚 6 8 . 9'lb) 、 ?魚 ( 4 年 魚 7 5 2 %、 5生魚24 . 8
% ) と 4 . 5年魚が主群であつた。 一方. 採卵数は3 . 3 5 0千粒で最近5ケ生平均4 . 0 2 8千粒を
若千下確lつてはいるが3 94E以降では最も良好な成績であつたo

昭和 4  2年度ひめます親魚捕獲採卵成積表

水 系 , 採 卵 場
捕 獲 数 使 用 親 魚 数

採卵数
字 3 計 9 0 計 .

支笏湖
ボロヒl'ーイ
湖 畔

5.7 2 4,:尾

3.3 3 1

6.6 9 毎

2 . 9 6 2

l 2 .4, 1 配

6.2 9 8

3.9 9 2 尾

3.l 4 4 ,

9 71尾

8 9 2

4, , 9 7 9尾

4 , 0 3 5

l . 8 2 8二f粒

1 . 5 2 2

合 計
本 年 度

昨 年 度

9.0 5 5

9.9 0 4,

9.6 5 6

1 0 . 8 1 4

1 8 . 8 l 1

2 0 7 l 8

7,1 3 6

8,2 8 5

1.8'7 8

1 . 1 l 5

9, 0 1 ,t

9.4, 0 0

3.3 5 0

2 .857

前年対比 -8 4, 9 -1.l 5 8 l- 2.(J 0 7 ' -l.1 4 9 十 7 6 3 -8 8 6 十 4 9 3
水 系 採 卵 場 増 減 卵 数 仮収容卵数

字親魚

使用数
平均採卵数 実施期間

支笏湖
ポロヒ'・イ
湖  畔

△(構) l 5 二f粒

1構 )  8 5

l.8 l 3:f粒

l . 4 8 7

69 .7%

94.4

4 6 0  粒

4; 8 0

l 0 . 1 2̃ 1 1 . 3 0

1 0 .  9̃ 1 1 . 3 0

合 計
本 年 度

前 年 度

△( l ltii0 5 0

△( 'el試) 7 0
3.3 0  0

2 '7 8 7

78 .8

8 3 . 6

4, 7 0

3 0 0

1 0 .  9̃ l 1 . 8 0

1 0 .  7̃1 1 . 2 8

前年対比

1 '

十 5 1 3

2. ひii)ます種卵の移殖

1 )ひめます種卵の移殖、 分譲に伴なう動さ

総 採 ・ 卵 数 3 , 3 5 0 千 粒

△供試卵数(受精直後卵 ) 5 0 千 粒

△移殖分譲卵数(発眼卵)  , ( l. 9 l 5 千 粒

支笏湖事業場総収容卵数 l. 3 8 5 一「粒

-8 0

2)発眼卵の移殖並に分讓

供 給 地

移殖月日 .

・ 移 殖 卵 の 内 訳

支場名 事業場名
. . 受 _給 地

移緒卵数 移殖前死卵数1

千 オ 支'2ii 湖
〇'

0

千 オ

〇

〇

l〇

〇

4 2 . l 2 . 2 2

43 . ・ 1 .10

//

4 3 .  l . 1 0

4,3. 1 . l 3

〇

/ /

・0

根室支場虹別事業場

福島県内水面水産試験場 ※

神奈川県淡水魚増殖場 ※

虎杖浜漁業協同組合 ※

北海◆當all總保護協力会連合会
北海道立水産ふ化場 ※

洞爺漁業協同組合 iSll

阿寒湖漁業協同組合 ※

1 . 1 3 5 相

2 0 0

2 0 0

l - -

「 3 8 0

一 報

1 -

l

j 2 7

合 a l . 9 l 5 ・ 2 '1

供 給 地
摘 要

支場名 事業場名 移殖卵数

千 オ 支 笏 湖

〇l

〇

千 オ

0

/ /

/ /

̃

l . 1 3 5 =f粒

2 0 0

2 0 0

5 0

8

1 7 0

3 0

1 0 0

べ ニ サ ケ 生 産 税 用 ' .  '

沼沢沼、秋元湖放流用

芦の湖放流用

倶多楽湖放流用

資源センタ一展示用
標平湖放流分( 5 0千粒 )、摩周湖放流分( 1 0  o千粒) 、 森、
千オ分 ( 2 0 千粒 )

洞爺湖放流分

阿寒湖放流分

合 計 l.8 8 0

(注)  、※印は有償分讓

3. ふ化放流

ひめます卵子の採卵量は8. 3 5 0 千 粒 で、 これから供試卵5 0千粒、 移殖分讓卵 1 ・ 9 l 5 千粒

を差し引いた1.385千粒を支場湖事業場に収容しふ化を行ない、 1. 1 7 7千尾の稚魚を生産し

た。これらの稚魚は解解で支12j;湖へ放流した . ( 4 3 . 5 . 2 7̃ 5・ 2 8 ) o

-8 1-



昭和4 2年度ひ1,t-、iすふ化放流成績表

水 系 事業場 収 容 卵 数 死 卵 数 ふ 出 尾 数 ふ 化 率

支笏湖 支笏湖

本年度

前年度

1 . 8 8 5  千粒

1 . 3 8 5

1 . 3 8 7

1 0 2 千 粒

1 0 2

l 3 5

l . 2 8 3 千 尾 9 2 . 6  %

9 2 . 6

9 0 . 3
合 計

1. 2 8 3

l. 2 5 2

放 流 尾 数
水 系 事業場 放流期間 備 考

無 給 解 給 1西 計

1 . l '7 7 -f尾

1 . 1 7 7

l . 1 6 3

支笏湖 支笏湖 1.1'7 7 『:l尾 :f1尾 5.2 '7̃5.2 8

5 . 2 7̃5 . 2 8
合 計

本年度

前年度

l . l 7 7

1 . 1 6 3

;表。 ひめ ま  す 卵 子 の 採 卵 か  ら 収 容 ま  で の 動 き

採 卵 数  3 . 3 5 0 千粒

A供試卵数 5 0 ''

仮収容卵数 3. 3 0  0 ''

△ 移 111直分談 J11l 激  l . 9 l 5  ',,

収容卵数 l . 3 8 5  ',

S 2

s 1 0  さけ ・ます親魚蓄養成績
1 ) さ け

本年度は捕獲 9親魚 2 6 9 . 3 8 2 尾の うち l 2 . 7 0 l 尾 を 採 19R ll . 、 i た 2 !5 2. 4 5 l 尾 にっ

いては66採卵場で短期あるいは長期の蓄養を行aい 1 8 9 5 3 3 尾 ( 書 養数に対す る割合
7 5 . 1 % ) を性熟させ採卵に供した。 この9親魚使用基は75. 1 % で 昨 在 ( 7 ?. 7 % ) よ り 低

い成積に德つた。 これを価々の採卵場にっいてみると9親魚使用率_ 7 5 . 1 % よ .り低い成積に德
つた採卵場は11 f告l所あり、 こ ,1::>?訳 は 7 6̃ 7 0 %tに系、路 、 東 3 3 号 、 6 5~6 0tに?
部、 ?ll路、 6 0~ 5 5 %合に千代田、元浦川、5 0 %以下に打f:,,. 船川、長万部. 富1l l '石狩
と :a つている。 このうち河川汚本が原因と考? られる:li、iilの事故によ り2日間に約4. 0  o 0 尾
の書解親魚を境死させ、  あるいはその他の原因で千代田採卵場では58. 0 % と 昨 年 ( 8 2 . 8 )

の成積を大さく下回り本liE.'z:)成積に大 el くひびいた。
iた、 li 0 %以下にある採卵場で大t親 .魚o書養採卵を行11L う打I;ll,、 例 年フt、i前l . 成積を新け
る日高地区の採卵場及びl o%以下の成積1lt_ ある石狩採卵場にぉ-け る書養の iil til討が今後に望
まれる。

一方、 根室支場管内の西別採卵場では本年度から1tI:別拿業も構内養魚池に親魚を輪送書養し、
その成織11ll ,上力i努められた。 向様の方法により十勝支場管内では1tlL内a業場構内の1in川書用池
に東3 3 号採卵場及び打内千代田の一部の親魚が輪送書養されたo

2 ) さくらi す

本生度は捕獲9親魚5. 2 5 3 尾の うち 3 7 尾を即日採卵し 、 'iた 4. 9 6 9 尾 に っい ては 1 7

採卵:tilで長期書養を行iい ,t. 2 2 0 尾 ( 蓄養数に対する割合 8 4・9% )を性熟させ採卵に供し

たo

この9親魚使用率は81 . 0 %と長期蓄養を要するさくらますとしてはaめて好成續であり、
昨年の6 9 . l % を大さ <上回つた。

3 ) か ら ふ と 'ます

'lト ,'lf:度のからふと ・ます?親魚の使用1iはさ く らiす liil様に;aめて良好であつたo
即 ち 、 統 g 親魚2 a. 9 7 8 尾 の う ち 蓄養不能魚 3 0 4 を 差 し 引い た 2 3 . 6 7 4 尾 にっいて

28採卵場で長期書養を行:な.い 2 2 , l 6 1 尾(書養数に対する割合93・fl%)を性熱させ採卵に

供.した。 この g 親魚使用率は92. 4 % と昨 l l l 三 ( 7 5 . 8 % ) を大さ <上回つた o

これは本年度豊漁年に当たった ォ ホー ツ ク 施の各採卵場にぉ'ける書養諸条1lli'か良好であつ

たため、海区全体として9 5. 2 % とぃう高い成検を上げたことによるo

-8 3-



昭和 4, 2年度さけ親魚蓄養成績表

二
捕 獲 数 親 魚 の 処 . 理 蓄

9

試

験
控

除

即 日 採 卵 書 養 蓄 養

1S 計 尾

数

即 日

歯 率

'表1離
数

書 養

・f 1能数
書養数 統 率 9 6

尾

303

3328

570

l 6 lll17

105

822

4:762
332

l 8

2 l 9

271376

尾

210

2428

212

8.936

2 l

687

4.l77

3 l 3

24

169

17177

尾

5 l 3

6;l:56

782

251353

l 2 6

l,509

819S9

645

42

388

44553

尾 尾

l 8 7

%
6117

尾

l 1 6

31B28

570

15 1ll30

l 0 5

822

4 f 62

332

18

219

261702

民

23

4

l 9

尾

93

3l;28

566

l 511l l l

106

822

4,'「62

330

l 8

2 l 9

26 1ll54

%

802

100

993

999

l 0 0

l 0 0

100

100

100

尾

93

31B28

566

l 59 l1

105

822

4762

330

l 8

2 l 9

261654

尾

68

2396

l 84

6P60

2 l

299

l1693

l 2 9

2 0

l l 9

l0989

岩 尾 別

科 里

藤 客

網 走

西 網 走

常 呂

1;, 別

清 滑

興 部

幌 内

計

487 40

2

674 2i:l 48

羅 自

審刈古丹

は 別

元崎 1細、異

崎知.異

素 別

古 多 練

忠 類

伊;lll、 仁

標 津

当 ll界

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

1005

l

400

1 0 l

9 l 2

3867

30

6lll3

6S49

7.420

4068

365

490

534l8

l 2 0

3746

851

3

l 93

60

444

124 l

2 2

420

4209

li.673

3098

2 5 l

365

501;84

2 l 2

602 6

l1;56

4

593

l 6 l

1i;56

5108

52

lp83

1 l058

l3093

7 l 6 6

6 l 6

855

l03802

382

97'72

1.001 996 4

l

400

101

9 :l 11

2253

30

5 l 8

6849

'71i38

4068

365

490

50.l56

l l 6

3,f 4,6

4

4 0 0

l 0 l

9 l 2

2.l96

30

5 l 8

6348

71;38

t 068

365

490

50150

1 l 6

31746

l 0 0

100

l 0 0

100

9?1ll

100

100

999

100

100

100

100

999

l 0 0

l 0 0

4

400

l 0 l

9 l 2

2196

30

5 l 8

6348

7;;38

4P68

365

490

50 l 5 0

l l 6

3'7146

4

193

60

444

860

22

3 l 4

3.l29

38l6

2649

230

240

181;38

123

l;l l l4

l

11614

145

l 4 5

82

4 l 7

2 l 9

l.1

57

l

3262

4

61

33

6

-8 4-

養 内 訳 9

総,
使

用

数

使

用

寒:

' 数 書 養 親 漁、

計
使 用

色
造

そ の 他
解 発 死 発 通

逃 逸 老 魚 調 査 未 熟 計
そのfllt)
率

尾

l 6 l

6:224

750

2 l197 l

126

l.121

6.455

459

38

338

3'7li43

尾

93

3 :740

539

l 51558

9'7

739

ii:l6 l

320

1 l

2 l 6

25974

%

100

9?7

952

984

92ll

899

958

91l0

611

986

9?4

尾

0

88

l 7

206

0

83

l 8 l

l 0

0

3

588

%
0

23

ao

l 3

0

101

38

30

0

l4

22

尾 尾 尾 尾 尾 %

l 8

l 8

03

'16

04

399

尾

280

3:740
的 9

16l45

97

739

4S6l

320

l l

216

26648

%
924

9'ii「

946

983

924

899

958

964

6 l l

986

973

l 0 l0

47

8

20

7

42

8

20

7

5

7'7 5 l 0 92 04

8

593

l 61

11356

3P56

52

832

9977

11154

6717

595

730

68.488

239

4960

4

377

84

854

2184

23

5 l 7

61;37

725l

4 0l 3

365

490

47.490

1 0 l

3.444

100

94i;

8 3a
936

995

76.7

998

998

988

986

l 0 0

l 0 0

91l17

8'll

91.9

1P05

0

377

84

854

3:798
23

662

6S37

'7333

4〇l 3

365

490

50752

105

3444

100

0

943

832

93l;

982

7 07

998

998

988

986

100

l 00

950

8?5

919

l

10

0:2

99

22

7

58

12

7

22

7

58

l 2

7

55

09

64

05

233

l

1 l

8'i

・5S

0 2

0 2

l 2

l 4

2f;60

1 5

302

53

l 2 9

8 l

- ii 5-



二
捕 獲 数 親 角,.. の 処 理

字 1S

試

験
控

除

即 日 採 卵 蓄 養 書 養

計 尾

数

即 日

1球降

要l書養

数

蓄 養

不能ll
蓄全数

l -

l識?
尾

2766

136

86;;47

尾

21749

67

'76268

尾

51i05

203

l62li l 5

尾 尾 % 尾

2:75e
136

801239

尾

32

l

98

尾

2724

135

3014l

尾

933

993

999

尾

2724

135

8014l

尾

l:799

ll;5

33l100

別 当 資

穗 香

計 6 1l 08 7.1

厚 岸

3'll 路

阿 寒

1事,, 路

千 代 田

打 内

利 別

事 別

東 3 3 号

東 1 5 号

歴 舟

広 尾

計

2354

29913

595

l 5 4

3 4:790
6 l 7 l 0

92

1S32

8346

73

396

1

l 4 0:756

2225

301l l7 l

745

138

49927

1l6lll35

47

1.452

l 0 lD86

4 2

770

5

2l2743

51079

60584

1.340

292

847l7

l781145

139

3284

l 8 ,432

l l 5

l166

6

353499

2354

29913

595

l 5 4

34743

61l)52

92

l li32

8346

73

l 0 5

l

l 4 01360

2364

29739

595

154

3 4e73
59387

9 l

l1;32

'7S86

73

7

l

l3'7292

l 0 0

994

l 0 0

l 0 0

998

96l1;

989

l 00

945

l 0 0

08

100

9';S

2854

29'739

596

154

34 1l;73

59387

91

l1832

7S86

73

7

l

l37お2

l1l29

1 l 3 8 l

210

84

8545

422 l

22

1.2'75

20 l 7

36

2 1

l

28lP42

174

37

58

l 0 003 70

2;ll65

l

460

9829 l 744

30 l95 a2 3P68

德 志 別

北見幌別

屯 別

天 塩

中 川

計

160

835

9 l

1.l 2 0

lP47

3253

385

1:729
l34

1.983

lP74

5305

545

2564

225

3103

212l

8558

3 l 9 l 5 7

836

9 l

11l 2 0

956

31l59

2 l 5 5

835

91

l1095

956

8132

987

l 0 0

l 0 0

978

l 0 0

9 9 l

155

835

9 l

1P95

956

3132

51

226

42

244

285

848

9 l

94

25

87

29 2 7

石 特

西 越

音 i I

仁 雁 別

278

l:206
192

l 6

619

843

294

l 9

897

2049

486

35

278

925

186

l 3

239

20

l 2

39

905

l 74

13

l 4 0

9?8

935

l 0 0

39

905

174

13

26

545

84

14

2 8 l

6

3

2a3

3 l

l 8 8

-8 6-

使 養 内 訳 9

総

使

用

数

尾

206 l

l 32

82935

使

用

率.

数 書 養 親 魚

計
使 用

親血数
解装 死

そ の 他
解
逃 逸 老 」量l、 調 空i 末 熟 計〇 そ1り他

'〇 %

尾

4.523

200

1l3lll4l

尾

206l

l 3 2

76327

%

9'17

9?8

9.)9

尾

e3

2

3ZCll7

%

23

1f;

4 0

尾

l

1

尾 尾 尾 尾

l

l0 l!

%

Ol l

01

尾

906

9?1

900l 0 6

3983

41 1l20

805

238

48218

63lll08

113

3lO'7

9903

l09

28

2

1 l 6a34

2.50 0

l 9402

540

l 1 5

20.183

28l1l l 3

90

11797

6 l 8 2

73

6

1

7 9202

8'l'6

6 52

90l i

747

582

4'1':7

9的

98l

784

100

8lll7

l 0 0

5'l'7,

354

5.788

65

39

L4.483

l 8ll0 l

1

l:704

l

l 必

l 0 5

92

253

4 l 5

315

11

216

l 43

2500

l 94(1l2

540

l l 5

20193

2 813 l 3

90

11「97

6.182

73

297

1

7 9ll03

8'l・6

6'll,9

908

747

580

4li9

g ll'1

98 l

7a
100

750

100

5615

41出 391 的49 l i 3

7

l2,1;73

35

7 03

208

l 9

l23'73

35

7 391 1的644 ll26 300 l6566 123

206

. IP6l

l33

1339

]a41

3980

l 5 5

8 l 8

88

912

932

2.905

l 0 0

980

907

833

9'1 5

928

l 的

8 l 8

88

9 l 2

l ,023

2999

988

980

967

814

9'l7

922

l 7

l

l 8 3

7

208

20

11

l 6 7

07

66

2

6

8

2

l 7

l 9

22

l 8

06

l l

l l

65

1.450

l 2:; f lf
l

16

22

10

410

24

i 7

23

l.147

170

l 6

83

951

886

l 0 0

2 15 l 7 19

-8 7-



二
捕 確 数 親 魚 の 処 理

字 1S

試

験

控

.数

即 日 採 卵 蓄 養 害 養

計 尾

数

即 日

使用率

要蓄養

数

蓄 養

i 構
蓄養数構

:i 0

尾

1 l 6

l 5 6

78

11;82

128

604

92

7 l l

67

38

l 2

5.576

尾

1 l 6

196

59

2P03

47

7 l 2

l 5 6

745

9 5

92

23

60 l 9

尾

232

352

l 3'1'

3385

175

] 13 l6

248

l :ll56

l 6 2

130

35

l l1595

尾 尾

7

. l 8

3 0

9

28

2 7

9

31

36

485

%

00

115

385

05

2 l 1

203

13

463

947

. 尾

l 0 9

l 3 8

48

11873

l 0 0

604

6 5

702

36

2

12

5091

尾

l 7

56

l 5 5

5

144

47

83

6

2

11

797

尾

92

82

48

l17 l 8

95

460

l lFl

6 l 9

30

1

4294

%

844

594

l 0 0

917

950

7 a2

2?7

882

8的

83

843

尾

9 2

82

48

]:7 l 8
9!;

460

l 8

619

30

1

4294

尾一

56

70

47

544

36

97

l 2

l 5 8

5

l

116 95

幌 別

元 浦 川

i 石

静 内

新 冠

富 川

itii 川
勇 払

日 老

象 生

1日気別

計 87

朱 太

利 別

摩 沢 部

長 万 部

遊 楽 a
右 川

茂 辺 地

亀 川

知 i''・:,

計

67

1.4 l9

467

58

371

2

31245

122

323

6P74

72

1122

496

59

2 l 3

5

2:769
70

117

4P83

l 39

2.5 4 l

963

l l 7

584

7

6Pl4

l 9 2

500

11P57

67

189

380

55

1 8 l

2

26

l 4

l 2 l

l.0S5

67

l 5 2

379

23

l81

2

0

l 3

l 2 l

938

l 0 0

804

997

4 l 8

100

l 00

0

929

l 0 0

90f;

6 7

l 5 2

379

,23

181

2

13

12 l

938

72

79

l 9 4

9

l 3 l

5

2

6 l

553

11230

87

. 3

l 9 0

3219

108

202

5P39

807

l 8 6

52

512

992

885

625

830

37

l

32

2 6

1

97

合 計 269382 ト2a495 59llB77 9 5 l 2170 l 4 7 2561586 4135 l 1
984「2451「製 7252.451

-8 8-

書 表 内 訳 9

総

使

用

数

使

用

速

数 書 養 親 魚

計
使 用 字

親館し数
l表購基,. 第 死

そ の 他
解
逃 逸 老 魚 調 査 来 熱 計

-その他
の 速

尾

l 48

l 5 2

95

2;262

l 3 1

557

30

7T1

3 5

2

5989

尾

8 9

68

48

1160'7

92

l 47

16

540

25

%

907

829

l 00

935

908

320

889

8'l,2

833

尾

3

l 4

68

3

3 l 0

2

W

%

33

l lll1

40

32

6't4

111

128

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

96

86

78

16 l6

l 2 0

147

43

549

56

36

4.l83

ク

828

551

100

859

938

2 4 3

467

'7'l'2

8a6

947

700

43 43

3

5

25

063

5 l 0 7

l

528

l 0 0

123 6 8 163l;98 80 l 8 4 5 l 5

l39

231

573

32

312

7

l 5

l 82

1.49l

63

l 5 2

377

2 0

l 8 l

0

l 3

12 l

927

940

l 0 0

905

8'1'0

l 0 0

0

l 0 0

100

988

4

2

3

2

60

05

30

l 0 0

63

l l1l82

464

23

37 l

3219

l 21

323

5.966

940

9 ,4
994

397

l 0 0

0

992

':1, :1l2

l 0 0

98211 12

3281978 l89533 7 5 l 45ll;61 l 8 l l 6ll17 5 239 2 7 409 l 7:250 la8 202234 '7!l 1

-8 9-



昭和 4  2年度さ  くらます親魚蓄養前表

二
捕 獲 数 親 魚 の 処 理

9

試
験

控
除

即 日 採 卵 蓄 養 書 i

1S

-i
4li

.09'7

64

l 45

,35 l

6 計 要書 養

数

書 番

l 能
書養数

尾

数

即 日

使用率.

1i静ヨi 9

尾

106

l1979

378

981

3ll44

' 尾

4 5

l lP97

238

5 0 l

l S 8 l

尾

1 5 l

3P76

616

1482

5S25

尾 尾 % 尾

106

1.979

371

981

3,437

尾 尾

106

1.979

329

800

312 l 4

%

l 0 0

100

887

8 l 5

9a5

尾

l 0 6

11979

329

800

3.214

岩 尾 別

科 里

清 滑

興 部

計

7 42

l81

2237

'l算l 津
当 解

名・ 号l1

床 丹

西 別

風 連

号1l当資

計

489

37

39

100

53

207

404

1;;29

122

l 2

18

36

l 7

56

306

567

61l

49

5 7

l 36

7 0

263

710

11396

489

37

39

100

53

207

404

l329

16 面3

3 7

39

l 0 0

53

207

404

1l313

967

100

1 0 0

100

100

l 0 0

l 0 0

988

473

37

39

100

53

2 0 7

404

l ,313

l 22

12

l 8

36

17

56

306

56716

德 志 別

北見1ll男l 別

中 川

計

43

149

198

390

5

167

8 5

2 5 7

48

316

283

647

43

149

l 9 8

390

43

l 4 9

198

390

l 0 0

100

l 0 0

100

43

149

l 9 8

390

5

4 l

85

131

西 起

元 浦 川

l 3

1

14

3

0

3

l 6

l

l 7

13

l

1 4

l 3

0

13

100

0

9219

13 3

1

1計 13 3

名 的

朱 太

計

7 5

1

7 6

3 l

1

32

106

2

108

37 49、3 3 8

l

39

38

1

39

l 00

100

100

38

1

39

4969

l 1

l

123 7 48.7

合 計 5;253 2:740 7993 l 7 37 07 5209 240 ・t969 954 2l064

-9 0-

書 養 内 訳 9
総

使

用

数

使

用

率

lll 蓄 養 親 魚

計
使用9

親魚数
使 構 第 死解

そ の 他

逃 逸 老 魚 額 査 末 熟 計
l-,z)他
) 率

尾

l 5 1

;07fl

393

945

t.565

尾

l 0 6

l1734

293

390

2l)23

%

100

8'?6

891

4 88

786

尾

245

18

410

673

%

12A

55

512

209

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

l 0 6

l.'734

293

390

2523

%

l 0 0

8ll'6

'7?5

42S

748

l 8 l 8 5 5

l 8 l 8 06

595

49

5 7

l 36

7 0

263

710

1B80

466

3'7

39

100

4 0

181

398

1,2'70

985

l 00

100

l 0 0

925

81l .4

9 明

9 lll7

7 l 6 466

37

39

l00

49

18l

398

l270

953

100

l 0 0

l00

9215

8?4

986

956

4

2 6

6

43

?5

l 2 5

l 5

33

43

190

283

521

34

l 4 7

198

379

7 9 l

987

100

9'l,2

9

2

209

「3

34

l 4 7

l 1ll8

3'79

7 9 l

987

100

9?211 28

l 6

16

9

9

692

692

4

4

308

308

9

:ll

692

643

49

2

51

38

l

39

l 0 0

l 0 0

l 0  0

75

1

7ll;

100

100

l00

7P3:1 ・t220 849 731 14'i 「 ,i 「l 8 0.4 4257 810
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昭和 4  2年度からふとます親魚蓄養成績表

二
捕 種 数 親 魚 の 処 理

s 6

l 計

l

試

験

控

除

即 日 採 卵 蓄 番 蓄 書

尾

数

即 日

使願_

要審番

数

蓄 番

i律数
蓄養数能 字 6

尾

6058

'7900

260

44'7

1453

820

l13 l 8

527

l 0 6

503

19392

尾

4.795

6101

l 5 6

344

1 , 4 l l

l128

l 440

409

132

438

L6354

尾

l 01l;53

1 iP0 l

416

7 9 l

2364

].948

2:758
936

238

94l

;5l746

尾 月 % 月

6P58

'7900

260

447

1,453

820

11;18

527

l 0 6

503

l9392

尾

l l 0

尾

5948

7900

260

447

l453

814

l296

522

99

493

19232

%

982

l 0 0

l 0 0

100

100

993

983

99 l

934

980

992

尾

5948

7.900

260

447

1453

814

l;296

522

99

493

9232

尾

977

21400

79

l 4 3

377

155

483

86

45

200

4945

岩 尾 別

斜 里

操 客

網 走

常 呂

場 別

渚 清

.買l 部

雄 武

幌 内

計

6

2 2

5

7

l 0

l 6 0

サ シ ル イ

iも-刈古丹
lt 別

忠 類

操 津

当 幌

春 別

床 丹

西 別

矢 自 別

風 連

別 当 資

計

l 5 l

l 0 8

26

491

818

4 4

83

l 0 8

596

68

256

234

2983

158

l l 4

36

l.l 81

897

71

5 3

l 2 9

1,429

2 l 7

60 l

267

51L 53

309

222

62

11l172

l.7 l 5

l 1 5

l 36

237

2025

285

857

50 l

8136

l 5 l

l 0 8

26

49 l

818

44

83

108

596

68

256

234

2983

l 5 l

l 0 8

2 6

479

817

44

83

l 0 8

520

68

256

234

2ii94

100

100

100

9'l'6

999

l 0 0

l 0 0

l 0 0

8?12

l 0 0

l 0 0

l 0 0

9?0

151

l 0 8

26

4'79

817

4 4

83

l 0 8

520

68

256

234

21;94

28

51

36

149

303

5 l

53

79

l 66

87

85

267

1;l55

12

l

76

89
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蓄 番 内 訳 9

総

使

用

数

使

用

ま1_

数 書 養 親 魚

計
使用字

親魚数
使解1

そ 'Z) 他
発死 99;ll奏1-

逃 逸 老 魚 調 査 来 熟 計
そ〇他
の 基

尾

6925

l 01;0 0

339

590

l33o

969

l:779
608

l 4 4

lll93

24177

尾

51935

7741

171

415

lp・5l
79 l

1177

375

57

450

l8463

%

998

980

658

928

930

9'72

9(18

7 l 8

5 ?fl

9 l 3

960

尾

l 5 9

45

22

l 0 2

2 2

6 7

l 2 2

42

43

624

%

20

l ? 3

49

'10

2 f

52

234

424

817

32

尾 尾

l 3

a
10

l

25

尾 尾 尾

l 3

44

l 0

1

52

2 5

%

02

l 的

22

0l

40

48

尾

5.935

'7'l「41

1 7 l

415

1i;5 l

7 9 l

l17'7

376

5 7

450

l 8463

%

980

980

658

928

930

965

893

712

538

89lll

95e

52

93 62 145 08

l79

l 5 9

62

628

l1l20

95

136

l87

686

l 5 5

34 l

501

74

91

6

346

l 747

44

83

l 0 8

520

53

224

l 9 2

2488

490

843

231

'722

914

l00

100

100

l 0 0

l
8而

821

800

77

l 7

l 7

l 33

70

50l

・1517

654

278

08

l
7 4

91

6

346

747

44

83

l 0 8

5 2 0

53

224

l 9 2

2488

490

843

23 l

705

913

l 0 0

100

100

8?2

'1tlg

875

821

834

3 3

l 3

三 3

221

l 2 5

l ? 9

4249 139

l

0l
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,捕 獲 数 親 魚 の 処 理
-_

e 1S 計 試

le,,.
控

除

即 日 採 卵 審 養 養
、

3

尾

92

33

l 2 5

書

尾

数

印 日

使解.

要書養

数

書 器

構
書養数構 1i

尾

203

90

293

899

42

l 7 8

l.l l 9

尾

266

l 1 0

376

尾

468

200

668

尾 尾 尾 尾

203

90

299

尾

9

尾

194

90

284

%

9S6

100

909

尾

l 9 4

90

284

illl 路

-集 別

計

後 志 別

北見標別

屯 別

計

9

11l43

97

14!i

l385

2.042

l39

323

2504

899

42

l 7 8

:u l 9

6

39

45

893

42

l 39

l M 4

903

100

78 l

9ll0

893

42

139

lP7 4

173

l 5

69

267

元 浦 川

計

l

l

3

3

4

4

l

1

l

l

0

0

:違t 来 部

計

l 90

l90

183

183

373

3'l8

190

l90

l90

l 90

l00

l00

l 9 0

.190

l83

l83

合 計 23978 231t53 47,43l 28978 304 28l;74 987 281674 81ll65

-9 4・一

書 養 内 訳

S'

総

使

用

数

使

用

基

数 書 養 親 魚

計
使用 g

親魚数

そ の 他
観 率 義 死解

迷 逸 老 魚 調 査 来 熟 計
そ:,l0他
,lo ま

尾

286

123

409

尾

96

90

l 8 6

%

405

l 0 0

6S5

853

929

'703

8的

尾

98

%

505

尾 尾 尾 尾 尾 % 尾

96

90

186

%

4'l'3

100

68598 34,5

l066

57

2(18

l1331

7ll;2

39

106

9 (l7

13 l

3

29

l 6 3

l 4 f

ll1

209

152

762

39

l 06

1P7

848

929

596

8 l l

4

4

4

4

28

03

0

0

0

0

3'「3

3'73

l l 7

117

6 l 6

6 le

73

73

384

384

l 1 7

l l 7

6 l 6

6 l 6

301539 2 21t6 l 9的 1136l 5:7 l 0 0 52 152 0.7 2 2 l 6 l 924
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s l l  昭 和 4, 2 年 度 べ に さ け 生産事業
1 . 本事業の目的とその吉最

北海道はべにざけ負源の南限に当るが、 現在では本程の天然繁殖に適したjllli生産'liill川がな く ・'1L
ったため、河川への拆上はまつたくみられてい 1a いoしかし、本編の陸去l型であるひめi十負源1
は支病 を 中 l:,に總1lliされている。本a集は、 このひめ 'iすを用いて、 新たにべにざけ負源、の造
成をはかろうと 一tる ものであ る o

ぺにざけは上流域に湖沼のある海i川に派」_し、 湖沼並びにその注:入河川で産卵ふ化して、 湖沼
に l~ 3年 (地域にょって異iる ) 1第llきlしてから降tei-i- る習性をもっている。 ;l1ltつて、本事装で
は湖沼生活期に当る期間を人工的に管理し、 天然の降海幼魚に相当する大きさまで飼套'したのち

河川に放流することとしているo

1l::の よ  うにひめますの?.?を降海させて、 ぺにざけの画帰を計る実ie?1lしついては、 古くはカナ
ダで成功した伊 lかある ( F o s t e r 、 1 9 3 6 ) o 'ま た 本 邦 で は昭和 3 5 年 ( l 9 6 0 生 ) の 秋 に

採卵した支切湖産ひめiす卵を根室支場虹別毒t;ll'ilb1lt_移殖し、浮上後6ク月間給解して3 6年 8
月に78 . 4 7 0尾を西別川へ放流Lしたところ、  4 0年の秋にべにさけとして、西別川で 6 尾、 そ

の治岸で l  4尾の画帰か確認され、 べにざけ生産'z)司 1ll一性に対 -tる見通しが?られるに至つたの
で、 4 0?に採卵した支切湖産ひめます程卵50 . 0  0 0 粒 を 4 l 年 l 月 虹 別 3i;li;i i,に再び移殖収

容し、全数を周fE飼育して1 4 . o 0 o尾の理.魚に操識を施して西別川へ放流し、 この間にぉ'ける
成長、給 1i耳:l,・ょび環境条件 1a どの資料を待た上で本事業を計画したものである( 「さ け ' i 施
殖事業に関する語l査報告」 昭 和 4 l ・1軍.度、北海道さけ ' ま すふ化場 P 1 6 5̃ l 7 6 ) 。

本事業は4 2 ̃ 4 6 年 の 5 クiil .計l画で行iうものであるが、初年度の程卵は4 l l l liの秋に採卵

したものを用いているので、 4在角、としてのl直!」帰予定年次は4 ,5年である 。本報はこの計画のオ-
l 年日である4 2年度の3美結果である。

2. 種卵の移殖並びにふ化

禮 卵 は 支 病 で 4 l 年 1 1 月 5 日̃ l l 日 -i でに採卵したひめ 'iす卵を発眼期まで千才支場支
病事業場に収容し、 4 2 年 l 、月 1 l 日に発眼9?し て 9 1 6 . 5 0  o 粒 ( さ け 卵::i-輪送結5 フ:l粒
入で6結)  に収容) を根室実場虹別事美場へ移総1:(客車便) して第1  ふ化室に収容した。
解 卵 は 4 2 年 l 月 2 0 日t でにふ化し (用水温9 . 3℃ ) 、ふ出尾数は7 1 8 . 0  0 0 尾 ( ふ 出

尾数/ 収容卵数e 7 8 . 3 % ) で あ っ た 。 ふ出後は周年飼育群 ( A群 ) 1 2 0 . o 0 0尾と半年飼育

群 ( B 群 ) 5 9 8 . 0  0 0尾の2群に区別して収容した。

こ れ ら は 2 月 l 0 日 ・までにA、B群合わせて7 0 8 . 5 0  0尾がふ上した(ふ上尾数 /収容卵数

一 7 ? . 3 % ) 。

-9 6-

種卵の移殖並びにふ化

3 項 年 月 日 卵 (尾)  数 備 考

採 卵 4 1 . 1 l . 5̃ l 1 . 1 l 支切湖で採卵支笏湖事業場l't収容

発 眼 4 2.1 2 . l 0̃1 2 . l 5 9 l 6. 5 0 0 粒

和 殖 4 2 .  l . l l 9 1 6 . 5 0 0 粒 支1要i湖拿業場虹別集業;lil

ふ 出 42 .  l . 2 0 7 l 8. 0 0 0 尾 ふ出尾裁/収 容 卵 数 。 7 8 3 %

ふ 上 4 2. 2 . l 0 7 0 8 . 5 0  0 尾 ふ上尾数 /収容卵数 。 7 l . 3 %

3. 飼 育 管 理

A群 lo l 2 o. o o o 尾に.ついては中央試8.池に設 f識した令 能資 ( 組 l . 8 m 、,,,1検 3 . 6 m、,,(深さ

0. 6 n ,、 網 目 l . 5 M, ) 5 l l i l lに収容して、 ふ上時の2月 1 l日から給解をはじめ、  4 ク月後の 6月

1 9 日 l,t_は程魚を中央試?池 全 面 ( 3 4 6,tf)に収容換? して、 金網生資を減去した。 A群は、
この中央試験池で翌年4月3 0日1で飼青することとし、それ tでのが提を補うため、 7 月 1 2

日(后 1日の現在数 8 2 . 8 3 0 尾 ) に B群か ら 4 0 . 3 3 0 尾 を加?、 1 2 3 . l 6 0 尾 を 引 さ1Siき 4

月3 0日まで飼育し、平均魚体で体長 l 4、9 cm、 体 重 3 5、6'の理」魚に成長させたが A群の総
llaは 4 8. 5 3 0 尾 、 残 右 数 は l 1 l . 8 0  0 尾 と な l11、 その歩 9 り は 6 9 . 7 % で あつたo t た 、
飼青期i日?の 2 月 l l 日一一翌:生 4 月 3 0 日 ( 4 l 5 日 間 ) の 総 投国■lは1. 9 7 9 . 5 K0'(追加したB
群に係る追加前の投解量を含まず)でf l料f系数は2 . 0、  1西:科には乾操fl: ( ク ラ ン プ ル ) を 使 用 し、

期間中の用水温は9.3̃ 1 0 . 1 ℃ ( 湯水 ) であつた 。

B 群 の 5 9 8.0 0 0尾にっいては、 オ・ 2ふ化室 ll:・,,の 2間槽 4 6 本 l't_ 収容し、 ふ上 し た 2 月 l 1
日から結解をはじめ、 3 ク 月後の 5 月 2 5 日 l't_同日の残有数5 '1 9 . 2 8 0 尾0 う ち 2 6 0, 0 0 0
尾を北?水池内0組立式?に移.した が ?網日の日づ 'i lll力1・ひ 1l1'いために 1lliび養魚池に収容

換 大 した。 こ の 群の 7 月 l 2 日 ま で のiB耗は95. 1 5 0 尾、残 lfi数 は 1 6 4 . 8 5 0 尾 とiつたo

一方、 2間槽で引き続 a飼青中の残.り 3 l 9 .2 8 o 尾にっいては衰動源提が著しぃためサク程魚
の放流1終了をまつて6月 l 6日善魚池に移したが 7月 l 2日の残有数は7 0 . 2 、 5 0尾 となつた。

この うち 4 0 . 3 3 0 尾は A詳に移し 、残 りの 2 9. 9 2 0 尾 は 上 記 の l 6 4 . 8 5 0 尾 と 渡 養 し て 、

l 9 4, 7 7 0 尾 を 7 月 1 2 日 か ら 9 月 2 7 日 ま で飼育 し た 。 飼青終了時の 9 月 2 7 日 、 平統体

で体長8 . 1cln、体重3 . 3 1ilに成長した理J魚 l 9 2 . 8 0  0尾を北混水池に放流Lしたが、こ0間、ふ

上時,z)B群総数5 9 8 . 0  0 0尾からA群 llt種した 4 0 . 3 3 0 尾 を除さ 、  5 5 7. 6 '7 0 尾の うち

3 6 4. 8 7 0尾が海提したことと a り、その歩留りは3 4 . 6 %にとどまつた。
この原因は飼育池の不足tt_よ る ところが大さい。即ち. 北場水1lしはかわま -i一、 あめま 一t等か生
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周 年 飼 育 群 ( A  群)

飼 青

区 分

飼 青
日 数

平 均

飼青水温
投 解  量

飼 育 尾 数

飼 青 尾 数 発 死 数 不 明 数 差し引さ尾数

日

l 8

3 1

3 0

3 1

3 0

3 l

3 1

3 0

3 1

3 0

3 l

3 1

2 9

3 1

3 0

4 l 5

℃
9 6

9 8

9 8

9 8

l 0 . l

1 0 . l

9 8

9 8

9 8

9 . 8

l
g 4

9 3

9 3

9 4

9 6

K0'
l.5

't 4

1 7 l3
3 3.3
9 9 0

l 3 9 0

1 0 . 0

3 3 0 0

3 4 8.0

8 8 9 0

l 9 2 2 0

1.3 3 9 0
5 5 8 .0

l , 2 0  0.0

l.5 5 0.0
5 3 0.0

7. 9 7 9 5

2 月
3 ″

4 ″

5 ″

6 ″

7 ″

8 ″

9 ″

l 0 ″

l 1 ″

l 2 ″

l //

2 ″

3 ″

4 ″

1 2 0.0 0 0

1 l 7. 6 0 0

l 1 6 .4 6 0

1 l 4 . 4 0 0

1 l 4,2 0 0

8 2 . 8 3 0

4 0 . 3 3 0

l 2 3 . 0 0  0

1 2 2 . 9 0 0

l 1 2. 6 0 0

l 1 2 . 6 0 0

l 1 2,5 0 0

1 1 2.4 0 0
1 1 2. 3 0 0

1 1 2 . 2 0 0

l l 1 . 9 0 0
'

2.40 0

1.1 4 0
2 . 060

2 0 0

l 7 0

l 3 0

3 0

1 0 0

7 0 0

0

l 0 0

l 0 0

1 0 0

1 0 0

3 0 0

1 0 0

3 1.2 0 0

9 6 0 0

l i 7.60 0

1 l 6,4 6 0

l 1 4 . 4 0 0

l l 4 , 2 0 0

8 2 . 8 3 0

1 2 3 . 0  0 0

1 2 2.90 0

l 1 2 . 6 0 0

l l 2 . 6 0 0

1 1 2 , 5 0 0

l l 2.4 0 0
1 1 2 . 3 0 0

l 1 2.2 0 0
1 l l.9 0 0
l l 1.8 0 0
l 0 8 . 0 0 0

b 半 年 飼 青 群 ( B  群)

飼 青
区 分

飼 育
日 数

平 均

飼青水温
投 餌 量

飼 青 尾 数

飼 青 尾  数 発 死 数 不 明 数 差し引さ尾数

日

l 8

3 1

3 0

3 1

3 0

3 1

l
3 1

2 7

2 2 9

℃

9 . 5

9 7

1 0 . 0

9 9

9 4

9 9

9 9

l 0 . 0

1 0 . 0

9 8

9 8

li.ll

l 8 6

2 2.5

3 ? .5

0 3

5 2.0

6 9 0

1 ?.0

2 1 2 . 0

2 2 5 0

l 2 0 . 0

7 7 9 9

2 月
3 ″

4 ″

5″

l 6 ″

7 ″

8 ″

9 //

5 9 a. 0 0 0
5 9 0、9 0 0

5 8 '7. 7 1 0

3 l 9 .2 8 0

2 6 0 . 0 0 0

l 3 l 5 6 3 0

2 5 8,6 5 0

2 g 9 2 0

1 l l;4,. 8 5 0

l 9 3.li0 0
l 9 3.3 0 0

'7 1 0 0
3 . l 9 0

8.430

3 . 650

l -

1.2 5 0
9 8 5 0

2 0

l.1 5 0
3 0 0

5 0 0

5 9 0 . 9 0 0

5 8 7.7 1 0
5 7 9 2 8 0

3 1 5 . 6 3 0

2 5 8 . li 5 0

7 0 . 2 5 0

l 6 4. 8 5 0

1 9 3 .ll1 0 0

l 9 3 . 3 0 0

l 9 2. 8 0 0

2 4 4 . 1 3 0

8 3.9 5 0

A群  (周年飼育群) の生長にっいては、 体長 (L;7l1)と.体重 (:W;)の関係はw - 0.o 0 3 4 L 3 4 5  5
( r , 0. 9 9 6 ) で 表 わ さ れ た 。

天然発生べニサク理,;焦l.の社長と体重の関係はFo e r  s t e r  ( 1 9 4 4 )  がカナダのcu l t  u e湖で
ぺにざけ降1lllli0,i事,、の大ささを観察し、その関係をW- 0.0 0 7 8 L 3 1 l 5 で表わ している。
また、A群の飼青期間に対する体長、体重の成長は. 体 長 ( L ) は L - 0 . 9 3 t 十l.54の1産l線
で 、 体 重 ( W ) は W = 0 . 0 5 t 2・ 3 9の放物線でそれぞれiiL似された。た1tし、 tはふ上時を 1更j_似
的に o とした月数を表わす。
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平 均 集,. 体
体 長 体 重 uE 考

cm
2.8

3 5

3 9

5 0

5 1

11 .4

8 7

9 1

9 4

l 0.6

l l . 3

l 2 . 0

1 3 8

1 4 9

l 6 5

ll

0 . l 0

0 2 2

0 . 42

1 . l  

1.3

3 8

6 8
'1' .8

8 2 ・

1 1 g

l 6 0

l 8 8

2 9 2

3 1l l 6

3 0 0

2 月 l  l 日 よ り 飼青e?始 平均体長2. 7 cm、 平均体重0. o 8 :ll

中央試験池の金網生責5備に収容

6月19日金網生1 iを取り除さ中央試象池全面(34l l iml l使用

養魚地収容分の一部を追カ1」 ( 7 月 l 2 日 )

8 月 3 0 日̃ 9 月 1 0 日iで操識0ため観止め
( l l 2. 6 0 0 尾に操識 )

発死魚のうち2  o o 尾は供試魚

i,6 ̃ 5 ..14西別捕獲場地点で輪送放流

平 均 魚 体
備 考通提率 体 長 体 重

cn

2 5

2.8

a 2
3 6

4 0

3 9

5 3

6 8

8 l

1ll

0 . 0 9

0. 1 4

0.3

0.4

0.6

0.5

1.5

2.7

33

第2ふ化室、 2 間 槽 4 6 'lll-1lし収容
A 群…ふ化室2間槽収容
B 群…北場水池組立式生1 i収容(5 / 2 5 )
A 群・・・ 程魚池へ8す(6 / 1 6 )
B群…程 魚 池 へ 科 す ( 6 / 2 3 )
A 群 '・・本群 7 0 . 2 5 0 尾 の う ち 4 0 . 3 3 0 尾 を中央試験池
B 群  混賽 へ 追 加 ( 7 / 1 2 )

8月30日̃ 9月 l 0日iでlヨl識のため国止め(51, 6 0  0尾に操識)
9 月 2 8 日 1 9 2 . 8 o o 尾を北湧水池へ放流

-9 9-

息して:j;り (後にa除して全種a使用出来るよ うにした )  、 、tた、 養?池にはサケ程魚力iいて使用
出来ない等のため、 長期に亘つてふ化槽飼青を行a つたところに知、理があったものと推測されるo

飼育期間 の 2 月 l l 日̃ 9 月 2 7 日 ( 2 2 9 日 ) の 総 投 liil量は7 7 9 . 9的であつた。 解料、用水
温ともA群にf言0じである。

A 、  B群の月別飼青成橋は下表のと:l; りである o

飼 育 区 分、 月別飼育成績表



4 標 識

間年飼育群(A群 )  と半.年飼青群(B群)  の画帰時にi,・ける効果を後討 一i-るための識別として、
両群に程識を施した。操識「i.美は 4 2 年 9 月 1 日̃ 9 月 1 0 日に行tい、A群にっいては全数の
l l 2. 6 0  0尾にっいて月融と左腹時を切除し、B群にっいては約 2 7 % に 当 る 5 1. 6 0  0 尾に

ついて脂i者、 右商を切除した。

A . B 群の標識

x 操 識 時 の稚 魚 数

来 操 識

稚 ,魚 数
操識程焦.数

程識進.後

へい死数

第死数を引j jた操識稚
魚数

操 識

部 ,fllL:=:
A

詳

尾
1 l 3.3 0 0

尾
0

尾
l 1 3.3 0  0

尾
7 0 0

尾
l l 2.60 0

脂li明l、

左腹能

体長8. ?.(:l ln

体重6.8l l

B

群

1 9 2 . 9 0: / /

1 4 1.2 0 0 5 l.7 0: / /

1 0 0 5 l.6 0: 脂at
右腹能

体長6.80m

体重2 . 7 9

5 放 流

l ) 半生面育群の放流

こ・z)群は9月2 7日まで飼育して、  4 2 l 1 l 三 9月 2 8日、虹別 1事iall;lii構内北場水池へ放流した。
放流尾数は l 9 2 . 8 0  0尾で放流魚,z)平均1li,,、体は、体長8.l cm、体重8.3 :ilであつた。 この群の

5 l. 6 0  0尾に操識が施されている。放流群の池からの降下状況tt一ついては、 l 0 月 か ら 4 3

1lt3 月iで南水門、 北水門に算定棚を設置して降下量の観測を行iつたo その結果は別表の

とi,・ りで、観測期間中の降◆量は65. 4 3 0尾を推定した o降下魚の魚体は体長 (ク ォーク '
レ グ ス ) 5 . o ̃ 8 . 6cm、 体重0. 9̃ 4 . 7 1ll で あった。北混水池は澳水池であり、池内の天然誤

料力;少-な く 、 放流1l1l1魚の群行動はiEく、 一般に虚弱i魚 細 i多いように観察されたo
2 . )  周年飼育詳の放流

4 3 在 4月 3 0 日まで飼商 ' した この群は 4 3 な- 5 月 6 日̃ l 7 日に西別川 (西別捕獲 ;tlli下流)
へ輪送放流を行なつた。 放流魚の輪送は自動車(キャンパス製水權構まlt)  を用いた。 放流尾数

は」_o aLo _o o_1尾で放流魚の平均体は体長l o,5 cm、 体重 3 6  lil で あったo  この群は全数に脂
購 .左解切除の繰識が施されていることは、  前述のとぉ。りであるが、放流時に:l1'ける標識の
再生状況は別表のと:;l1,・りであったo

1 0 0

A群の放流時に:i,、ける標識再生状況

項 日 割 合 備 考

完 全 程 識

脂 1ll_治 :lli 生

腹 alt lilli 生

欠 切 除 (脂色雄 )

″ . (腹空者 )

合 計

1 8 %

l ″

3 2 ″

l "

4 8 ″

l 0 0 ″

1 再 生
} 欠切除

tた、 放流魚のうちから:tSll本として1hl1出 し た l  o 尾の?体測定結果は下表のと i; りである。

周年飼育群からの10標本の魚体測定

拿 項 測 定 結 果

4 3 生 5 月 l 4 日標本採集月日

操 本 数 l o 尾

体重範囲 (平均) l 9 . 4̃ 6 2 . 8 ( 3 ? . 4 )  lil

全 長 ″  ( ″ ) l 3 . 3~ l 8 . 0  ( l 5 . 6 7 ) C1/i

1 1 . 7̃ 1 S . 9 6  ( 1 3 . 7 5 ) C1ll体 長 ″  ( ″ )

頭長 " ( ″ ) 2. 9̃ 3 . 7 5(3 0 9 ) Cm

鱗 線 数

(器)

2 2 ~ 3 3 . 3 本

魚tll.の大さいもの? 数か多い。 成長の?

度に悪い価体は解線数が相生端に少<鱗核が

大さ< 1t1生形態力,残つていた。

ll 性 比
各魚共随雄を生殖集から解に区別され、

操本個体の雌雄我は同数に:iliかった。

-1 0 1--



北場水池放流魚の降下状況
放流月日 4 2 生- 9 月 2 8 日
″尾数  l 9 2. 8 0 0  0 尾

降 下 稚 無,, 数 降下稚.魚の大 l重lさ

月 旬
体長 (;・三 ) 体 重 備 考

北 水 門 南水 F El 合 計 範 囲 平 、ii 範 囲 平均

l o 上

中

下

小計

l l  上

中

下

小計

l 2  上

中

下

小言十

l 上

中

下

小計

2 上

中

下

小計

3 上

中

下

小計

計

:l l 9 9 0

4.0 6 0

2 3 5 0

l 0 4 0 0

2 8 0 0

2 . 8 0 0

2.40 0

8.00  0

9 0 0

1. 0 0 0

1 . 8 0  0

3.70 0

1 0 0

l 0 0

5 0

2 5 0

l 0 0

2 0 0

l 0 0

4 0 0

4 0 0

l 0 0

2 ( l 0

7 0 0

2 3 4 5 0

l 1, l 5 4 0

6 . 3 2 0

4.2 2 0

2 2 . 0 8 0

1 . 5 0 0

1.2 0 0

6 0 0

3 .300

5 0 0

l.1 0 0

li 0 0

2 . 2 0 0

4 0 0

1 0 0

2 0 0.

7 0 0

2. l 0 0

7 l 0 0

4.20  0

1 3 4 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

3 0 0

4 1 9 8 0

1 5 . 5 3 0

l 0 3 8 0

6 . 5 7 0

3 2 . 4 8 0

4 . 30  0

4 . 0 0  0

3.0 0 0

l l 3 0 0

1 . 4 0 0

2 . l 0 0

2 . 4 0 0

5 .900

5 0 0

2 0 0

2 5 0

9 5 0

2.20 0

7 3 0 0

4, 3 0 0

l 3 . 8 0  0

5 0 0

2 0 0

3 0 0

1.0 0 0

l l l5 .430

Clfi--Cm

l 的
'il~ 1t 9

5.4̃ '1 8 l .0̃3 .7

5.3̃ 'l.5 0.9̃a.7

lll .5~ '?. 9 a .9~o.9

li 7̃8 0 6 2 l . 0̃ 3.7 1 . 9

i .4̃8、6 1l 8 l.6̃ 4.7 3 . 0

l.0̃ ?、4 0 . 0 0.9̃ 4 1 2.3

-l 0 2-

第 7表 42年度ぺにざけ生産事業総括表

l月20日

第 2ふ化

1 2 0 , 0  0 0 尾 l l l---------
( △ l.6 0 0島 )

2月10日(ふ上)

l i a 6 0  0 尾

(△3 li6 7 01i)
l l l 5 a 6l1,

8 21 8 3 0!i

7月12日

l 2 a l 6 0 患

(△1L 3 6 0尾 )

9 '112 9 l K,
中 央_
試験池

l l 1. 8 0 0 尾

(̂ a 8 0 0建 )
n 5 3 0 K,
1 0 8, 0 0 0 尾

ひ10, t -;'発服卵m ;
室 一  (△ l 9 l

ふ出稚魚1月20日

m- -

2月 l l 日̃ 6月10日

中央m池金組生f 6 個
6 月 1 a日̃ ? 月 l 2 日
申央試験池全面346㎡
7月 l 2日

3 l a 2 8 0 尾

日_

7 0. 2 1i 0 尾

6月8El̃ 6月l'7日

西

別

川

-l 0 8-

「二

、、
、、
」

降下量算定

l月20日

6 0  a 0 0 0 1 i

( △8,0 0 0尾) 2月10日(.i,l上)

6 0  a 0 0 0 尾

2月11日~6月25日

第2ふ化室2間:l t 4 6 本

(△ 2?301 i) '

l真ii aOKl ( △g 1 j l 5 0?)
解 l 2 :LOK,

7月 l 2日

(△l0,7201 ig)
1llI:8 li,0【,
6月26日

l l 7 a 2 8 0 尾

6月2 1i日

2 6 0 , 0  0 0 尾

7月12日

l 6 4' 8 6 0 感

7月12日

1 0 4. ' 「 7 0 尾

6月26t-6月23日
:北ii水池組立式il・量
6月23B~'「月l2日
書魚池

9月27日

北 構 水 池



§1 2  ま す の す け 增 殖 事 業

1 種卵の移殖

昭 和 4 2 生 ( l 9 6 7 年 ) 秋 、 米 国 ワ シ ン ト ン州から1t すのすけ発眼卵47 0千粒の科殖を受

けこれを当ら天塩支場中川事業らふ化室に収容した。 この移殖はワシントン州立大学水産科の好

意によるものである。

昭和4, 2年度ますのすけ発眼卵子の移殖経過

画 数
北海道到a月日
(千オ空港お)

格 殖 卵 数 移 殖 卵'の 収 容 状 況
1 4 21l華.l 0月 1 7日 l 2 3 千粒

千才支1lill,千オ事表?に一時収容後l  l 月3 o 日、
自動j事で天塩支場,中川Sl:1ii,1llll,へ輪送。

千才拿業場に一時収容後、 l 2 月 8 日. 自動車
で中川事集物へ輪送。

2 ″ l l 月 2 9 日 l 5 7  ″

7 2  ″3 ″ l 2 月  2 日

4 ″ l 2 月  7日 l l 8  ″

計 l 4 7 0 ″
l

( 識 )  卵数の千粒来満は 19ltliて

このよ う l,t_本邦で米国ワ シ ン ト ン州からま -i-0-tけ禮卵の本i殖を受けた能にっいては深滝 (
l 9 ll l 7 1iE ) に よ る と 1:l,1 [ 重 1日は l 8 8 l iE ( 明 治 l 4?) か ら 4 ,li!l1間移殖を受け、これをi面
川(新潟県)へふ化放流している。第2[国日 は 1 8 9 7 l l f 、  l 8 9 8 生 .及び l 9 1 7 年 ( 各在一 l 0

万粒つつ)に移殖を受けているが受入先不明とiつている。第 3 l直1日 は 1 9 5 9 i E,、l 9 6 3 年

の5ク4E間で合計45 0千粒の発眼卵の移殖を受け、  これを 3 0 2 . 7 千尾の程,魚として十勝川へ

放流して、当?でこの[lil」帰調査を行1lL い、i解査結果は」既に報告済みである(38、  3 9 、 4 o 各

生.度版「ま一t-の十け標識魚採捕報告 」 、 4 1 生-度版「さけ・ます培殖事装1fL関-tる親査報告」P
8 9~P 9 9 ) 。オ4 [重」目は、今画:1lli殖を受け中川a業lill,,に収容した分に.当る。
2 移i直卵の履歴

4 2t秋?殖を受けたi-i一の 一i一け卵iに係わる履歴と、も殖した卵◆と同じ発生群のものでワ
シントン州立大学で管理しふ化放流した負料にっいては、 ワシン ト ン州立大学教援ドナル ド ソ ン

博士 ( L a u r e n  R Don a l d s o r l)から解、米国大使館付水産官アトキンソン民 ( C l i  n t c-
n E A t k i n s o n)並びに大日本水産会田口;ai自_博士に.免てた手組'z) 写 し  (関係文 loみ後述)
にょると「手i殖したま -i一の -tけ卵i は ヮ シ ン ト ン州立大学で管理している スー ス ' ク リ ークの負
1房、からl0月下旬tt_採卵し、 l 0 ℃̃ l 0 . 6℃の用水で発眼させたもので、  こ の ス ー ス ・ ク リ ー
クの 負 源 は 1 9 4 9 年 コ ロ ン ピア州' 0カラマ河から移殖して造成したものである o カ ラ マf1のま

す-,2;)すけは短い画遊で回帰tる生態をもっている」。
ま た  移殖卵子と同 発生群でワシントン州立大学で管理している群は「選択飼育と長い年月

日の間に日発して来た大学独自,z)i耳料tt_よ .り、 4 月 2 2 日 までに 1尾平均 8- 4 9という大型の稚魚
と し て 2  5万尾を放流した」 と述べられている。

-l 0 4-

( 1 ) ドナルドソン一7 ト キ ン ソン ( 1 9 6 8 生 2 月 2 B 付 ) 手 組 写 し(関係文のみ)
,ii ,属けしtした卵::iは 1 9 4 9?に初めて?殖してから大学で管1事して来た負1象から採卵した。

即ち、、卵::j、は ス ース・ ク リ ー ク の も0で、 も とは コ ロ ン ビ ァ州のカ ラマ i句からのもので十o この

負源は短い lEl1:1あでE.始 し i 十。産9距9月下旬に行iわれ、  5月下旬力、 6月◆旬に降演lしますo
i段が受領した9ill:iは l 0 月 下 旬tt_採卵し、 これは !i0~5 1°F' l言l l0̃1 0 . 60の用水で発眼させ
るため採S曲を:ll1;・ < らせてい1 -i-。我?は通常 l月0第 3通l日に解付けをはじめ、 5 月 l 日 に 体
重 7 ̃ 8 9 で放流するようり;めていま 一t。 1 尾 5 9 即ちポン ド当l11 9 l尾で6月下旬に放流する
と ぃ う 計 画集 (1ft :中川事?に:l;けるふ化放流計画)はヮ シントン州立水産局が行 1aつているも
のとほぼ同じ.で -i-。 我.oは湖水温が上昇してカジカがあ 'l り 活1動的tしiらiいうちに稚魚を降海

するよ うにしてやら 1aけれは◆ らiいと:考?てお-ります。 また、 ビ ウ セ ッ ト ' サ ウ ン ド (?: 湾
名 ) のプ ラン ク ト ン 0 能期が 5月中旬にやつて く る こ と を知つてお り 、 この #富な解を利用し

た いと願つていま 一t'。

( 2 ) ド ナルドソ ンー・田口1eli自. ( 1 9 li 8 生 4 月 9 日付 ) 手 組写 し ( 解 文のみ )
? 秋、大学から日本へ常殖したt -t0 -tけにっいての情報を受けうれしく患いま 一i-o 大 学 の
実量;l;池にいる移殖したものとl司じt-i-の一tけは現在_ lii成 l時の大 el さに成長していt -tので、来
週には降海十る:=t定で十。魚体は体重で9 1;l あll:、 これは海水に適1t,-t'る ' 0tlし十分a大 さ さ で -to
この非常に早い成長は数lf 1lt亘つて開発してさた特?i解料を使用一tることによって得られた

ものだと患いtす。 こ 〇 こ と がtすのすけの降海を容?にしてい1:. し、 また i -tの 一i一けが自カで
解 し た り 、 放 1tif l1.後l'しやつて <る通常の書敵から逃れることが出来るoで一to

我 l, は負般力、この秋に卵子の 1ll1l事日,11_ ついての計画を立てられていることを希望しま 一t。
(31 ドナ .1、, ド ソ ン→ ア ト キ ン ソソ ( l 9 6 8 年 5 月 fl日付 )手組写し (開系文のみ)

4月 2 2日には選択能を行tつている我々の計同0一関と して放流池から25万尾のi-t「>
すけの第,条,.を放流しし 、iした。 このi-t・7l)-i一けはポン ド当 り平均 5 3.'i尾 (fl.: l尾平均8 ・ 4 il)
で総重量で4. 6 5 6 ポ ン ドでした。 4 2 it1-間0a 舉'1) うちで今画の対.魚が. 今まで前 .して ilた
もののなかで最良の魚でした。我?は 6 月 1 日t で に ポ ン ド当, り l 8 0 尾 の 条?を?ようと非常に

1民.力して来tした。? ? o成功は2つの要因、即ち、我?の手独けてさた改良品種と調製し?た

良好1t.解科によるもので あったと考?て:;l,・ りiすoこの放流したt'i-'「)十けは大学への[巨i帰時に
はa <べさ 1fr上をもたら 一i-だろうことを確信していま +o
3 収容 . ふ 化 . 面 育
4 2 な_ l 1 月 3 0 日 、 1 2 月 8 日 に 合 計 4 7 0 千 粒 の ま 一i-のすけ発眼卵子を中川事美場ふ化室

(用水は地 一i場水平均水温?_ 4℃ )に収容した。収容卵 ::子は 4 2 在 1 2 月 3 日̃ 4 3 生- l 月 l 5
日までにふ出し、 これをオ2程魚池(i 角型日種付)に収容した。ふ上は 2 月 l 8 日iでに・ ,終了
し. 4 l 6千尾が浮上した (ふ上尾裁/ 収容卵数 。 8 8 . 5 % ) o 飼育はふ上德了時の 2月 l 8 日
から開始し、 7 月 1 4 日 ・ま で の l 4 7 日 間 にっいて行ない、平均魚体で体長6・9Cm、体重4 ・ 9 l

z) 却 ,魚 4 ] 0千尾を生産した。 この fF,1に乾操解 ( ク ラ ン プル日aエ:、 餌 付用 A 号 ) 2 . 0 6 0  Kl'を
投与した。給餌方法はi国:付時(2 ̃ 3日位)は粉末を水で線つて 1al解と して与1li、 その後は置解・

- l 0 li--



撤西:として投与したが. 飼育中期 't では置解を主体とし、 後期は撒解を主体とした。 銅青期問中
の用水温は5.9 ~1 0 . 5 ℃ ( 平 均 ?. 8 ℃ ) 、  P H 。 ?,4 、 「、〇 。 8.2̃ l 1 . 0 P Pn 飼育池面考;l
l 7 4 1,,tで あった。飼育?l間中の程魚の成長は別・表の通1りで用水として地下揚水使用のため、

成長期に当る5、  6月が低水温で、程角l、,o成長まl_は低かった。

飼育ますのすけの魚体測定表

測 定 年 月 日
魚 体 測 定 値

備 考
体 長 ( フ オ ー ク ' レ グ ス )

体 . 重

範 囲cm (平均) c7n
a.0 ̃ 3. 5 ( 3. 2 )
a . l 5̃ 3 . 7 5
a. 9 lĩ 4.7 2  ( 4 . 3 5 )
̃ ( 4. 7 0 )

̃ ( 0. 1 2 )
̃ ( e. 9 )

範 囲 9  (平均) l'
0. 4 ̃ 0 . 5 5  ( 0 . 4 2 )
0. 4~ 0. 8 ( 0 . 5 3 )
0 . 8 5 ̃ 1 . 5  ( 1 . l 3 )

~ ( l . 4 )

̃ ( 2 . 3 )

̃ ( 4 9 )

4 3 在 .  2 月 1 8 日

″ 3 月  7 日

″ 4 月 2 2 日

″ 5 月 l l 日

" 6 月  l 日

″ 7 月 1 5 日

4 稚魚の放流

?魚の放流は計画の6月下旬放流より半.月通い 7 月 l 5 日1lt一行1i.い平均魚体で体長6・9an、 体

重4 ・ 9 lの確魚4 l 0千尾を天塩川支流パンクナイ川へ放流した。このうち約3 8 . 5 %に当る

l 5 8千尾にっいては降海後,2' ) [重l1遊生態を把計るため,z)識別として:l素識を施して放流している。

即ち 、 開部位 と し て商と右腹etを切除した。程識「1.?は 7 月 l 日~ 1 0 日 に 行tつた。
放流後、の計画a更は前述した用水の低水温'oため日標のl尾平均体重5・0 l lが言個,終了時に達1llt1

出来iかつたこと、 また、 計画の6月下旬放流は天?llの i lll水終了期llt _合わせたものであるが、
本年は6月下旬には天塩川水系力;異状混水下にあった等のことによ り放流期を M し ていたが.
その後も異状渇水が続さ、 しかも19季型気候に入るtて _ したがい、 その?復の期待が薄らいだため、
急 全l よ天塩川本流で、i-tの 一i一け稚魚の放養 識il l(小型生資使用)を行 1a い、 こ・の?果水温'汚
染度とも稚魚の生息に支障ないfil l囲であると判断して7月 l 5日の放流にふみ切つたものである。

放流後、パン クナイ 1ll(放流点より 5 0  0ntlL i :? ) で 採 取 し た 2 0 尾 の1l1ll,-lll,.1lしついての?
体測定結果は下表のとtり-tあった。

放流直後の魚体測t表

測 定 部 位
測 定 値

備 考
範 囲 平 均

体 重 :l'
全 能

フオー ク ・ レグスCm
体 長c1l,,
頭 長cm

3. l ̃ 0.7
6 7 5 ̃ 8.6 5
6.4 0 ̃ 8.0 5
5 8 0 ̃ ?.4 9
1.4 5̃ 2.1 0

4.4 9
?. li 7
'l.1 4
0.6 0
1.8 0

操本2 0 尾llt.ついての測定値

( 操本採取月日7月 l 5日、 1illl所パ

ン ク ナ イ川 )

- l 0 6 -

S 1 3  交配種;t曽殖事業
l )昭和42年度交配種親魚捕獲採卵成績表

( さけ字 ><からふとます3  F , )

高区 構 第P增 事難

描 a 数 使用報魚数
採卵数 增a卵数 仮幡卵数

91a日i、
使用率

平均採数 実;lt期間
1il 6 計 字 111 計

ル '”動
尾

2 2

i-i-

尾

2 3

尾

l 5

尾

1 5

有

-i-6

尾

l l

一i-i--i-

尾

2 6

千拉

3◆

千拉

0

千粒

3◆

3 4

%

6 8 2

拉

2 2 7 0

2 2 7 0

月日月日

lt1-1 a15
a l - l 015幌内 a 内

本年度 2 3

i-i-

45 2 6

-「5-

3 4 0

0

6 a 2
合 計
前戦 2 1 ◆◆

十 l

2 8 2 8 7 l i 2 l 7 5 0 lt1-1 0 l 0
前年対比 十 1 0 - 1 十 2 十 1 十 6 十 6 -
交配種( さけXからふとます)ふ化放流成績

幌内川へ回帰の交配種から採卵した 3 4千粒 ( F 2)は幌内事業場に収容し、 これから生産
された稚魚3千尾を幌内川へ放流した ( 4 3 . 4 . 1 2 ) o また、 本年新たに交配した l 3 6千粒

( F' )は湧別事業場で収容ふ化し、 稚魚76千尾を生産し. 湧別へ放流した ( 4, 3 . 4 . 2̃ 4 . 2
0 ) o

これら稚魚のうちF 2の3千粒には脂能、 背1整、 F,の一部,70千尾には脂第. 左腹能を切除の標
識を施して放流した。

昭和4  2年度交配種(さけ xからふとます)ふ化放流成績表

海区
放 流 尾  数

水系 事業場 取容lP数 死卵数 ふ出尾数 4化率 放 流 期 間 l 考
無;合 1国 治n 計

オ
ホ
l
ツ
ク
造

千粒

3,l

1 3 6

手杜

2 5

l 9

千尾

9

l l 7

l 2 6

7 l

%

2 l i 5

8 a 0

千尾

3

7 6

千尾 千尾

3

7 6

a内
開 l

幌 内

1i 別

4 . l 2 - ◆.12
4.2 - 4 . 20
n ( F l>(F i) a内採卵場
F 1 (からiとます字Xさけ 15:)
からiとます卵子136千

社はa内川産区 l
合 計

本年度

前年度

l 7 0

1 1 0

◆◆

3 9

74 . 1

64 . 5

7 9

3 0

7 9

3 0

4.2 - 4. 2 0
4 . l 1 - ◆.18

◇ 願 放 流

幌内)1做流 群 ( F2 ) 3千尾 脂離、背體

湧別川 ″ ( F, ) 7 0  ″ 脂能. 左腹能

-l 0 l1l -



§14 河ロ通過稚魚観測事業

1 実 施 方 針

本年度の事来は、 4 までの,el測配にもとづさ既観測河川を対象として計固、像測対象稚魚の
一部に商易liel識([il1帰 、まで程識書l1,l1llLの残ら 1a い程_度とした尾びれ」i集'0切除)を付して各1lill1川教画
の放流を行11Lい各演i1ll状況、 程魚の降下状況に合つたf値を決定して?測精度を高める。

実施演0川は各支場一1liit川実施をたてi? と しているが、 事1llll実施の者l,合上から、北見、十勝・ 天

塩支場を休止して根数場の当?川. 一「歳ま:場の千歳川、la島支場の遊楽書li川の3iii:l川にっいて実
施した。

当?川は前年の中流域ti測を下流域 (iilll口 )?測とし、  千歳川は前生向様の場所で染色標識に
ょる効lil課a査に重点を:i;a 、 遊楽部川は前年に引続さ:tlt水?測を加味して実施した。
2 実 施 概 要

(1l 儀測対象稚魚の放流状況

観測河川の稚角放流状況

支場名 1lill1 川 名 放流場 l ,  所 放 iltし 期 間 放 流 尾 数 摘 要

根 室 当 標 川

尾
. 8.2 7 l.0 0 0計根別事業場 2 / 2 0̃4 / l  0 無. 給 餌

千 歳 千 歳 川 : 千歳拿集場 l /  9̃3 / 3 0 5. 6 5 4.0 0  0 無、 給 餌

渡 島 遊楽部Jll 八a S 業 1lli 2 / 2 9̃5 / l l 覚a.986 . 40  0 )4.7 4 3 . 6 0 0
(知、 給 liiP
給 餌

計 1 / 9 -5 / l l ( 1.986 . 4 0  0 )
1 8 6 6 8 . 6 0 0

言i 括弧内数字はからふとま 一t'

l 0 8

昭和 4, 2在度河口通過稚魚観演11事業

支
場
名

向 川 名

( 延 長 距 的

観 測  期 間

(乗 網 期 間 )

ト ラ ッ プ

設 l9 場 所

ト ラ ッ プa教、 規根及び
設置方法

根

室

当 標 川

( 4 0 . 0 kn)

a 数 2 基
長さ 5 m

裁換 口径 0.5m1,(0.5m
6 x6%網目
4一ら

方 ill1 l置l, 定 式

3 / 1̃6 / 2 5

: ll;3/'12̃6 / 2 2  )

当開獲採卵場

(驚 三リーfき場)

千 千 歳 川

( ll l 8 0 k n )

a 数 , a
長 さ  5n,

規換 ロ径 l m 1,< 2m
= l l,1,(6?
網目

4-%
方法 色 定 式

3 / 3̃E / 3  0

( 3 / 3~5 / 3 0 )

西組捕癌採卵場

(千歳識ょ り)
歳

換
a 数 4 a
善 通 地 水
規 3 a l a
口径1m',(0.5m 0lEiln,0(0.lim
校 長 さ  8 m  8 m
網日 6 x 6% ″
4、>(4'1;l l,

方法 l全l, 定 式

通 楽害ll,川

( 2 0 . 0 km)
力 要 t十

( 3 / l~6 / 3 )
さけ

( 3 / l̃6 / l l )

遊楽部補獲場下流

八a a来場より
1 8 knl 、演 j口ま
で2kn1島

支
場
名

根

室

観 測

方 法

推 定

総 通 過 数

尾

4 0 0 . 4 0 2

放 流 教
:tli・ 定

通 過 率

隔 日 ( 2 日 )

2 4 時 問 節 l1
を実施

尾

8.2 7 l , 0  0 0
%

4.8 4

千

歳

隔 日 ( l 日 )

2 4 時間観測

を実施

2.335.00 0 5.6 5 4.0 0 0 4 1 . 3 0

: 隔 日 ( l 日 )2 4時間観測

. に.補助像測を
i:El カb実施

的らふとまi)
68.0 0 0

( さ け)
64 ' l ' .800

1.9 8 6.4 0  0

4 . 7 4 3. li 0 0

3 . 4 2

13 . 6 6

結果及び考察

本年は各河川に.ついて前觀中期 , 後其 l l‘7、3 画tt_わたって程識放流に」、 .り効率調査をして名4
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の f値決定を行 1aつたが、 当幌1l 1 (前期0 . 8 0 、  中期 0 . 4 3 6 、修期 0 . 4 8 8 ) 、  千歳川(前キ
後期通じて0.2 8 )、 遊楽部川 ( 前 期 0 . 0 8 、 中 期 0 . 1 5 4. 後期0 . 0 3 6 ) と当解 J l し :F歳川で

は時期的i 'a,.tilか少く :aかつたが遊楽部川ではかiり大さ 'i ? ?tあって今後一層解明する必要
かある。

l ) 当 呀 川

収容卵子1 2 . 4 0 8千粒、ふ出程魚 l 0 . 7 9 4 千 尾つl)う ち 2 3.4 % の養魚? ?を除い?. 2 7 1

千尾の無、給 1i耳放流程魚にっいて、前地点 よ り 4 0 kn -1l:流の1「o1l口部にかいて 3月 1日~ 6 月 2 6
日 iで觀測を実施して 4 0  0 . 4 0 2 尾 ( 4 ,8 4 % )の通通を推定した。

前年中流域観測の通通基50 .5%に比較する と: lll-1l◆2)、通l過率は大巾に低下して いるのでi:1l,
本e?を継続実施十iとともに、  22kmの移動?管?に:l1;'けるta, lFt実態を明らかに一tる必要lが
ある o

2 ) 千裁川

千歳事?場収容9研 l 5. 8 4 3 千 粒.ふ出程魚 l 4. 2 9 2 千 尾,zl1 4 2. 9 % に 当 る 5 . 6 5 4 千
尾の組給1国:放流稚魚にっいて前年 lii病 l の地点 ( 疎K採 」9 l 場 ) で 3 月 3 日か ら 5 月 3 0 日t で観
測を実施して2 . 3 3 5 . 0  0 0 尾 ( 4 l . l 2 % ) 0 通 過 を 指 定 し た 。

前在の通過率に比して但.率.ではあったが'、 操識放流の結果f値も期間を通じて安定し、 組i川
水tの?動も少くフi い 拿か ら本 1lt'r)尋?は?測統度力-、高められた1lltli美,i:で?後 ,0; 1Ft.の実態調?、
必要であ2;。 ,,

3 ) 通 楽。部川

八a事集場収容9lll;::i、 さけ.  8. 4 0 9 : 千粒 、からふとiす 2. 2 7 El 千 粒 ふ出程魚 さ 1r1、 6.

!i 8 3 千尾 、か らふ とます 1. 9 9 2千尾、番,魚池が提を除いたさけi ,, 7 4 4 千 尾 、 か ら ふ と ま
l

す l , 9 8 6千尾の放魚程魚について、3月1日力・ら ll; 月 2 5日まで観測を実施してさけ 6 4 7 .

8 0  0 尾 ( 1 8 . 6 6 % ) 、 か ら ふ と ま す 0 8, 0 0 0 尾 ( 3 . 4 2 % ) の通過を推定した。

遊楽部川での翻l1,事業は路和37生度から実施し、 地水時の觀測体制も整備され一死、安定し
た部 11を行t .つ て い た が、 本年?測精度を高める検識放流による構調査を加味した結果、
過去の平均通通率4 1. 0 %を大さ く低下した。 このことはト ラ ッ プ効畢.調査の結果、 当?1lし

:f・1最川と異つて時期的 'llLa.動か大さぃ処に問題か・あると考? られる'1':)で継続李l当l,, 0iかで解明
する必要かあるo

1 i0

S 1 5  降河稚魚保護事業

l 実 施 事 項

本年度の放流 ;程魚に対する保話対策にっいては下記事項にっいて和海的に実施し、 1ll,i1ll内に多

ける程魚の相新止に努める。

1 ) 程魚の演a川外迷入防止
放流?1川域に設置されている i9演並びに防人用水等の取入口への程魚迷入或いは谷地川等の

ため生ずる程魚の油t川外迷入を防止十るために迷入防止 1tltの設置、 安全地点-i で,r,程魚輪送放
流を行a う。
2 )  放流水路の清掃及 1l;11'障書物除去

放流水路に密生している水車及び流木、 al,'l1.等の各種障書物を除去して程魚の安全降程iを
計る。

3 ) 書A 書鳥の防a除
放流水路に:i,・ける書魚のa除、 或いは水路へo書魚侵入防止構の設信により書魚を防a除す
る。iた、 i性無、の密集する水域を1i網あるいは威ヵ ク物により書鳥の控通を防ぎ書1el,.、 書鳥に

稚魚の河川外迷入防止に 伴 な  う 輪 送 放 流

支場名
実 施

事集場名
輪 送 放 流 の  理 由 ●送放流尾数 放流永系

・1;ll l ii;,から放
流点i't,1:距a

北 見

尾

2.80 0.00 0

l 2 . 5 2 3 . 0 0  0

4.012.0 0 0
3,920 . 0  0 0

4.858.0 0 0

3 5 0 . 0 0 0

4 2 2 '7.00 0

l.5 0  0.0 0 0
3 4. 190 .00  0

km

7

? . 2

7

2

1 9

5 8

8

3 2

藤 基

網 走
/ /

/ /

北 見

/

i者 滑
/ /

計

かんがい薄迷入防入

立ti・ふ化(放流水路iし)
藤 理 川

網 走 湖

能 取 湖

構 ll 湖

常 昌 川

サi n-e'川
清 滑 川

興 部 川

かん力iい構迷),、防止

立体ふ化(放流水路なし)

十 協 大 樹 放流水路の汚水 (E1]下水) 回避 1, 7 3 4,0 0 0 歴 舟  j l l

天 塩 天 塩 4.740.0 0  0 天 速 川 2 ̃ 3 3

千 才 音 江

静 'l''1,
/ /

/ /

lr
/ /

計

かんかいあ迷入防止

放流水路の不備に。t.る迷入防止

9 7 0 . 0 0 0

2. 8 4 3. 0 0  0
926 . 0  0 0

8 9 l.0 0 0
l.0 7 4.0 0  0
7 0 1 . 0 0  0

'7 4 0 5. 0 0 0

石 狩 川

静 l',l; 川
沙 流 川

新 冠 川

三 石  川

仁確別川

6

4

!i 3

2 3

3 0

8 9

合 計 4 8 . 0 6 9 . 0  0 0
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よ る放流程?のtl1書防止に努め;1,。
4 ) 降 海 ;Fa,角、の保認協力にっいての広率l1l活動
放流1l,ii川?s線の市西1 t、i月1:1係団体、 被関に対一'-る?焦の保認協力にっいての依南?を行iう。
2 実 施 結 果

l 、) ie,角l、の河川外迷入防止
(i1 稚角 illil送放流し

本在度は8事美場で合計4 8.o 6 9 千尾の i9一魚にっいて適地点まで輪送放流し、 1li,J川外迷

入防止を計つた o  更に、 これと並行して網走. 北見,清滑、 静ll'i各事業 ,1lil,では隣接 一tる 良要l

1i 別水系へ 1 3 . 3 7 4千尾の程魚を分散放流して程魚のt1川内生残り基の r1li上に 19;めた。

との結果は別表のと ;;l11 りである。

(il ) 放流水路の整備

根室支場ll管?根室. 厚_床1i1lll1;llaiにi,・いては番?池に隣換 一tる放流水路の側壁崩a価所を土
俵料み或いは板張りで番岸することにより稚魚の水路外迷入防止を計つた。

そ の 他
放 lllL 期  間

輪 送 タ ン ク

Cli,1 C1l1 C1l,,
キャンパス製l50  x 9 0  '1,<8 5

同 上

l司 上

同 上c:m cn cn,
キャン,・,ス製 l 8 0  x 8 0 、:,< 9 0

同 上

- l重l1一器の
輪送尾  数

輪送穂無、の
平均角l.体重

11il搬 時 の
タンク水温

放 流 時 の
河川水  温

,
4a 5」~ 5l2

4a1all -- 416
4a 4 le- 416
4aal 8- a.l9
4a a ~ 5,l7
4 ll・413

4aa]4̃ 5.l7
4 lll 8-4

尾

2 8 0 . 0 0 0

2 8 5 . 0 0 0

236 . 00  0

2 8 0 . 0 0 0

1 7 5.0 0 0

l 7 5.00 0

1 0 0 . 0 0 0

2 0 0 . 0 0  0

,
0 . 3 l

0 . 3 l

0 3 0

0 3 0

0.4 4̃0 . 5 0
0 . 5 0

℃

9.5̃ 1 0.2

6 . 2̃ 6.8
6 8

6.7̃ 6.8

'7.0

?.9̃9.7
9.3̃9.6

℃

9.8

1.0̃ i 5
5・0̃ 1i2
0.7̃ l .0
0.3~'i 9
ll.8
3・0̃0_0
4.3̃i . 8

4a5,22̃能4
4 3a ̃ al 3 フ タ '「i 4 0 e 入一 6 lit,

ポ リ バ ケ ッ 3 5 1ll入一 l ″
3 6.0 0  0
1 6 5i0 0 0.4 5̃0.5 5 0.8~9.8 6 . l~ l 8 . 2

4a52l〇̃ 52 l

43a14̃ 5l11
43.226̃ae8
4a1;」 4-・-a2 7
43.Se9̃ 4.6
43A5 ̃4.6

Clt,1 Cllil Clt1
キャンバス製0 ',( 9 0 1,<:l 2 0cn, clli,, cm
表ャ y パス  9 0- 0 X 8 0
し 9 0 'l,( 9 0x1 2 0
キャンン、ス製0 :1,< 9 0  ',c l 2 0
同 上

同 上

7 0 . 0 0  0

2 7 5 . 0 0  0

l 6 0 . l「10 0

1 fl 0,0 0 0

l 7 5.00 0

0.3 4 0̃ . 8 l

0.3 4~0 S 5
0 . 3 4

0.34

0.3 4

3.0̃1 0. 0
2.0̃3.0
2 . 1 ̃4.0

t 0̃ 0.0

6.0

4. 0̃8,5
2.0̃ li.4
4・0~ t 0
0.0̃8・6
7, 0

-l i 2-

2 )  放流水W清掃及び障書物,除去

水車、 雑車の密生;成いは流木.沈木、端落砂等の特0どぃ放m路 ( 事,装場から本流 'l で の 放
流?1川或いは 1事業 iiiか ら 数 1 0  o mRn?の本流上流域)を有 一t'るl8事1業1.1il,,で下表の区間、内容
で実施した。

これにiり放流程魚の審全降一i1 を容易にし、また付随的には書魚の 一i一みかを取除<とい う 効
果力iみられた。

放流水路の清揮及び障書物の除去

支場名
実施事

11lll、'il・名 実 施 区 間 実 施 内 容

:北 見 斜 里

混 別

? 11'・,

a集切 ・ ら 下流 2 . 5 0  0 m ( 放 流
水路とェトンビ川の合流.司 の間
事l3il.iii,から下流場 1ll lリll合流点、tの
浅 井 川 ( 1, 5 0  0 m )

31業,;tlliから 1 、流 3 0  0 m間

雑魚の i i,.息、1il,とフiつている流木、 在i,木,z)除去
_11i,びに水車等の刈取り

沈木、 雑木の除去並びに水車等の刈取り

沈木、 雑物,2l )除去並びに水車等の刈取り

根 室 意 別

伊1電,、仁

根 室

計根別

虹 別

浜 キ

放流水路全域 ( l 3 0  m ) 及び河

口力-ら 2 . 3 knl上流tで 0 間・業場から1'流 l. 0 0 0 m間の放
流河川

3業場から下流株津川合流点進の

タ ワ ラ マ ツ プ1l l ( 2 . 0 0  0 m )

,事美場lから下流49線までの約2.

0 0 ,r) mの開

事美場から下流l . 0  0 0 mの間

拿;t場力- ら 下 流 l . 5 0  0 mの開

放流水路のウ メ パチモの刈取り及び風各1,木の

除去本流 ( 2 3 kmの間)の流木、沈木eの除去
流木. 沈本'7)除去

itl街から放出された?、 10; i ti器物等の除去

沈木、 風'el:l,木の除去並びにウメパチモの刈取
り

流木、沈木の除去並びにゥメパチモ、タイワ

ンゼリ等の刈取り

風在 l木の除去111tびに両岸の雑準刈取り

十 勝 太 田

本L 内

事 別

事業場から下流尾1l観L川合流点1lli,
の ホ マ カ イ 川 ( l l l 0  0 mの間)

事業.:l;lから下流十脇川合流点進

◆) メ ム 川

a?場から下流捜別l l合流点 lli_
のl日途別1ll (8.0 0 0 m )

流木、 沈木の除去並びに水車等の刈取り

流木、 沈木,z)除去並びに水章等の刈取り

流木、沈木の除去

-l i S-



支場名
実施事

1lll, l1;; 'ti
実 施 区 間 実 施 内 容

天 塩 屯 別

天 塩

キ 川

事業らから':流 ウ ソ タ ン  川合流点
、tの ヌ ル イ 川 ( 1i 4 0  m )
事1llll場に搜構一tる水路一帯

放流L水路及びこ・z)合流点から下流

天塩川合流点'でのパ ン ク ナ イ 川

水路両岸の雑車刈取り並びに崩a土砂等の除
去 -
水路両前雑章刈町,り並びに水路に蓄積した
浮泥物,z) 除 去

流木、沈木の除去

ll 島 ;f、、 豊

路沢部

利 別

事美1l h1ll‘らセイ  ョ ウべツ  川に至る

約 l 5 0  mの間

事業場力-ら目名川に至る約1 0  0
mの間

事集場から下流約2 0  0 mの間

水車、 サ サ 等'Z)刈所‘り

水章等の刈取り

水章 b 刈 取  り

3)書魚、書.島の防a除
( i 1 書魚,2l1防里l l除

本生度は 1l事象場.で実施し、 秘魚'7:) 密集一tる水域に生息あるいはそ上して来た書魚(あ

めt -t、いわi、 かわi-t-、にじ・十、 やiべ、いと う 、かじか 、 う く'い、その?約 5.0 0 0
尾を解 した 。  こ の う l:虹 1ll11、 德志別両幸1lll.場では放流水路への書魚そ上をll;i上棚にょって

防止した。 -iた 、 伊 1茶、仁事装場では放流1o i 川外の 2支流 ( レ ウ ミ ミ 、 ハ チ ャ ウ ス )に生息し

てい る書魚 l . 3 9 8 尾 もa除 し た 。 ( 開 )  、
放流1li,1川で採取した書魚7:)食性言際査力,ら さ1ri ' ま -i-1Fl11魚の t i ltl状況を器ぺたところこれら
書魚力1捕?していたさけ ・ 、iす格魚は尾数確器出来るものたけで約8.0  0 0 尾 で あった o ま

たこ ,z)書魚のうち1尾当りのさけ ・ ま 一t秘魚の?書率はあ1t ま 一tが最も高く 、次いでいわt.、

力-わま 一,l1- (虹別だ1riに生息 ) > に じ 'i-t> や まべ>力 - じ か > う ぐ い と い う?係にぁる ,1.うに
推象された。 ,llitつ で、 あめま 一t'、 い わi、にじま十の3大書魚の生息 'i 1:.放流水系では?書
は大 1きぃと考? られる 。iた、 l尾一? りのk書量は少1iい力?別の例力,ら み る と う く'い も そ

の生息数の多い場合には et書魚として注日され a。
以上は下 表に整理しだo

(ii ) 書鳥の防戰除

防 除

岩尾別事集場 和魚池にl装描1す11l ,水ien一帯を古割網で覆い、 密集している放流?魚
(北見支場管内) 群を書鳥から守つた。

知内事?場 ィデ ';'川埋没池から下 流 3 0  0 mの間にク レモナ 3.寸目の古刺網を張
(i電'島支場管i''') り 、 こ ,r) lil1に密集-t1:,i3魚群を書鳥 (主としてかも線 )から守つた。

-l i 4-

月別 tai川名
実施

日数

採 illl. 魚 内 訳 ・ ,

あ め 、i -t い ゎ a や t べ そ の 他 号 ln十

レウ ミ

ミ 川

//

3

3

2 6 0

( 5 5̃20 .0 )
で
( 0 0̃ l 8 0 )

l 3 0

(a 5~12 . 0 )
1 8

( 3 5̃ ';. 0 )
4 0 8  1,
(3.5̃2 0.0 )4

5
9 5

( 4 0~1 4 0 )
2 0

( 3 5~6 0 )
3 lll1 .

( 3.5̃ l 8 . 0j
6 // l

6 0

( 5 5̃1 a 0 )
3 0

( :4 .0~l l) 0 )
1 8

( l 2 . 0̃ l 4 .0 )
6

(a .lll~6 0 )
l l 4

Ca 6̃1 lil .0 )

計
// 7

5 0 6

( 5 5 2̃ 0 . 0 )

2 5 5

( 3 5~1 5 0 )
1 8

( 1 2 . 0̃1 4 0 )
4 4

(3.5̃ ? .0 )
8 2 3

(13 5̃2 0 . 0 )
ハ ン テ

ヤ ウ ス

/ /

3

3

l 3 0

( 1i 5~3 8.0 )
7 4

( 3 . 5̃ l 4 0 )
1 2

( 3 5̃6 .0 )
2 1 6

( 3 5̃3 8 0 )4

5
l 6 5

( 5 . 5~2 0.0 )
l 0 3

lla 5̃ l 6 0 )
6

(3.5~6 .0 )
2 7 4

(a. 5 2̃ 0.0 )

1i // 1
3 8

( 5 0̃ l 6 .0 )
2 5

(a :5̃1 3 0 )
9

( l 1 . 0̃ l 4 0 )
1 3

( 3 5̃7 0 )
8 5

( 3 .5̃10 . 0 )

計
/ 7

;l 3 3

( 5 5~3 a 0 )
2 0 2

(3、5̃ l 6 0 )
9

( 1 l . 0~l 4 . 0 )
3 l

( 3 5一一'l.0 )
5 7 5

(3 .5̃3 8.0 )

合計 l 4
8 3 9

(1i .5~3 8 0 )
4 5 7

(a 5̃1 0 . 0 )
2 7

( l 1 . 0̃ l 4 . 0 )
7 5

(a .5~'l'0)
l . 3 9 8

( a .5 3̃ 8 . 0 )
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害魚駆除並びにさけ ・ ます稚魚食害結果一覧表

支;lあ名
実 施

1第 1llll.場名

採 取 期 間

( 実 施 日 数 )

採 取 itl 所
採 取 漁 具

水 系 区 間

北 見 場 別 4 3  4 .6

4 2 5

5.13

(3  日)

浅 井 川

(混男lリll支流)

オ・ 2 番魚池水路と浅井

川合流点及び測対川と

場号lリllの合流点

三 角 網

根 室 意 男ll 4 3 5 .3̃6 1
( 2 4日)

意 別 川 事業場からif1ll l1川合流

点までの放流水路

刺 網

伊1考、、 仁 4 3 4 2 3~6 l '7
( 26日)

伊系、仁 川 支 流 レ ウ ミ ミ  Jlし ハ ツ

チ ャ ゥ ス  jll及び放流演j

川

タ モ 網 , 割 網

虹 別 43.3.9̃ 5 2 4
(全地 , n日n

西 1ll ll 川. 審魚池から下流l  0 0

m地点

エンピ製ウ ・ ライ .捕 ・

獲描(書条そ上防

止ウ ラ イ )

計 根 1ll ll 4 3 4 . 1 2̃6 .25
( l 2 E)

当 保 川 捕獲.iら (演i口から3km

上流)から上流4kn間

換 中 姉 1ll ll 川

(田連川支流)

養角,池から◆・流lkmの
間

十 勝 本t. 内 43 . 32~a 3 0
( l 3日 )

直」 川

(十脇川支流)

事業場から下流十勝川

合流点tでのiiiu 川

刺 網 (f 日 3・:ツ

3.

> 巾 1 . 6 ・nt、 長さ

8 . 2n)

基 lill 4 3 3.7̃a 3 ll (25日) l 旧途別 J /
(十1llら川支流)

a 1lli1lllllからl:流擴別川
合流点までのl日途 1lllリll

割網 l 5 校

ドゥ  l a

-l i 6-

採 取 魚 描?されていたさけ ・i-tlit魚 書魚1尾当り
のさけ ・ま す
程魚捕獲数

備 考
角l、 程 尾 数 全 長 範 囲 魚 禮 尾 数 全 長 範 囲

尾
7

9

2 7 3

5

4

cn

0 l̃ l 0 0
̃2 5 5
6.0̃ 11 7

'1'.3̃10.4

尾

4
4

尾解究

尾
や l ぺ

力‘ じ か

う ぐ い

と げ う ぉ

どじょ う

からふとま -i'
さ け
さ け

治「ヒされた程
焦は尾数に含

t ず

い わ な

や ま ぺ

5 6 3

3 0

さ け 4 2 6 0.8

あめ t - ,:
い わ a
や t べ

1 6 7

2 0 2

2 4

t 0̃3 8 0
3 5~ l 0 0
1 l . 0̃ l 4 P

さ け
//

//

l . 3 3 2

7 9 9

8 5

o 0

4 0

3 5

あめます

かわ 'ます

にじます

か じ か

2 l

7

7

ll l 4

1 6 0̃3 5 0
26.0̃2 9 . 0
l 5 2̃2 9 0
9 0~2 0 . 0

さ け

//

/ /

//

l 7 3

:a 4

1 2

2 0

8 2

4 9

1.7

0.3

あめ1i す

い わ a
い と  う

3 l

l 7

6

3 4

l 4

1. l

0.8

あめます

い わ 'i
そ の 他

9 3 さ け 3 1 2 a 4

にじます

か じ か

う ぐ ぃ

8 5

ll;

2 4 0

1 l . 0̃3 5 0
l 1 . 0̃ l 3 . 0
1 l . 0~2 l . 5

さ け

さ け

4 7

2 4

2.6̃3 4

2.8̃4 2

0.6

0.l

い と う

にじます

か じ か

う く' い

4

l

2

2 3 1 3

l a 5̃1 5 5
4 5 . 5

1 4 6̃ l li. 5

l 0 . 0̃ 2 ';.5

さ け

//

2

3 . 202

3 6

3 5̃4 2
l

l . 4
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支1lllll名
実 施

舉 象 流

採 取 期 開

( 実 施 日 数 )

採 取 あ 所
採 取 魚 具

水 系 区 開

十 協 3l1 路 4 3 4 l 2
5 l 6

0.8

. (3 日)

美 豊 和 川

(a開川支流)
a表場力-ら':流部国道
表差点までの美解和川

地引網l a

太 田 4 a 5 7̃ li. 3 l
( 1 6日 )

ホマ力イ1 l l

(別寒_◆牛Jll
支流)

l3i表場から下流尾標川

合流点までのホマカイ

Jll

事l 細

天 境 4 a 2 . l̃4 3 0
(全期 l ll日0

德、志別川 放流水路と従1志別川と

の合流点

木製ウライ捕獲槽

(書魚そ上防止ウ

ラ イ )

l i 8

採 取 魚 捕l!tされていたさn ・1 'i- 1lllll焦. 書魚1尾当り
の さ け ' ま -t
稚 , 開合数

備 考
.魚 程 尾 数 全 長 範 囲 魚 程 尾 静 全長章li l理

尾

3 5

9 1

5 1

2 6 7

cm
5,6̃2 3 .l:,
a.5~1?.0
'l'2~4 8 0
3.2 1̃ 8 .2

尾
4 5 3

9 6

2 9 2

3 9 l

Clfil

3 0-5 8
3 2、li 8

23̃0 2
2.8̃0 0

尾
1 2 .9

'l' 4

1i 7

1.5

あめ 、ます

や ま ぺ

にじます

か じ か

さ け

//

1

/ /

採取.魚(nぺ
) の う 't178尾に一::い'てはj,:1t:か
能 た めili1l11l
流した。

あめt す

い と  う

か れ い

1 ぐ い

か じ か

4 2

l 0

1 7

4 0 7

1 7

2 5 0̃3 9 . 0

:ll0.0̃3 8 0
さ け

//

/ /

2 0 2

3 9

2

3 0̃5 . 5
a 0̃ 11l 5
a 5

4 8

3 .9

0.l

や t べ

う く ' い

か じ か

どじ.よ う

3

2 0 5

l 1

3

さ け

さ り
力 」らふとま 一l
/

3

l
3
4

l .0

04

1.3

l 1 9



S 1 6  稚魚飼育事業

飼育事業経過概要

本毒l1lli,_は、略和37 l i l三度 i り実施し本無度で 6 ク 1lli.を経過して飼育1事 11lll1場iも 2 4 箇 所とiり 追

去の年平均飼青尾識96.00 0千尾を上確lる223 .5 6 8 千尾の願が実施された。

本事美開始当時は、 和t魚の摂餌習性及び給餌作表の合理化の西[1から、 生日「,合解科を冷演し、 品

第 l 表 8 8t̃ 4 2 在 の 5 ケ?間にぉ・ける飼育実績

3 8  年 度 3 9  在 度 4 0  在 度
実 施

事装場

0)

2

8

1f A B c A B放 流 尾 数

llEt

:l!_ 見 1 6 . 1 2 8

5 7 . 5 l 5

2 8 0 2

8

l 9 5 fl 9

li 4.0 1 0

3 0 2 2

9 (l )

1 9 3 5 7

8 6 9 6 8

根 室 1

l 0 ( 1 1

25 . l l l 4 9

l 1 0 . 3 4 1

2 1j 2 l

1 0 ( 1 )

l 9 7 2 4

1 2 l 6 9 3

l 0 2 l

l l (3 )

1 9 9 9 9

1 9 4. 4 3 5

十 勝 2

8

2 5.5 7 5

l l l 8 . 6 1 8

3 ? 3 3

7

5 3 7 9 3

l 1 7 3 3 8

4 li 8 6

1 0 ( 3 )

65 . 7 7 1

1 8 5 l 8 5

天 斑 l

5

4.8 7 0
9 2 2 2

5 2 . 8 l

5

6 1 8 5

l 8 6 1 4

3 a 2 1

5

5.8 2 0
2 5 . 5 7 4

千 才 0

6 ( l 1

0

l 8 . l 4 7

0 1

6 Cl )
8 . 0 8 9

l 0 .8 0 0

2 8 4 1

8 ( l )

8 5 4 7

3 4. l 2 5

浪 島. 0

6 ( l )

0

8.2 li 3

0 l

fl ( l )

1,2 8 5

l l 9 2 6

l 0 .8 1

8(31

l , 7 8 0

2 2 9 9 0

計 6

4 3 ( 3 )

7 2 . 2 2 2

2 7 2 . 1 0 6

2 6 5 9

4 2 ( 3 )

l 0 3 6 4 5

3 3 4 4 l l; l

3 1 . 0 1 l

5(l l )

l 2 1 2 7 4

5 4 9 2 7 7

-1 2 0-

下 給fElを行1i.つてさたが、  4 0な .度から試.第?的に一自i使用して 建lた乾操西l.合領料 (ク ラン ブル )

の使用程果が良好iため、 生e,:.合解料を全廃して、 全道事l11燥:aし合餌料に統一した。
追去 5 ク l ili-間の飼青実施経通の等iM オ , 1 表の通りである 。
当 初 事 業 計 画

本1l重・度は昨 lllliの実施26筒所中飼育尾数の少<tい 4筒所をle して 2 2筒所に : i; ・いて l 9 8 , 0 0 0
千尾の飼青を言十画した計面l大,容はオ2表の通りであ a。

41 1iE 度 4, 2  ,l1l三 1自 li ・ ケ在平:lill ll' a a ̃ 4, 2 在、
c A B c A B c A B c

22 . 3 5

8

31.4 5 9

55 . 40 l l l

5 6 8 4

7 ( 1 )

3 8 . 3 0 6

8 7 . 5 4 3

4 a 8 3

8 ( 1 )

2 4,9 l l l 4

6 8 . 2 8 8

36 .6

l 0 . 3 4

l 5 ( 6 )

4 5 2 l 3

l l 2 4 5 3

4 0.2 5 ( l )

l 2 t, )

4 '7 0 l 2

l 3 2.3 3 1

3 5 5 3(l1

l 2 ( 4 )

3 l 5 1 9

1 3 4. 4 5 1

23 . 4

3 0 5 7

7

5 8 l 7 l

6 4 , 4 7 6

90.2 6

9(3)

9 3 6 0 3

l 4 l . 5 4, 4

6 0 l 5

2 C2 )

5 9 3 8 3

1 l 5.4 3 2
5 l . 4

22 . 8 4

4

1 n 4 3 3

1 l 2 5 5

9 2,7 4

5 (1 )

l 5. 1 7 8

2 3 . 6 8 9

6 4 l 3

5(11

8 4 9 7

l 7 , 6 '7 1

4 8_l

2 5 0 6 (3 )

9(41

8,5 8 8

1 3 , 5 9 0

6 3 2 3

8 ( 4 )

l 0 . 0 7 7

3 0 . 6 5 0

3 2. 9 3 ( l )

8(3)

6.0 6 0

2 l.4 '1 8
2 8 . 2

? 7 (3)

7(3)

3 6 2 8

l 4. 8 5 6

2 4 4 2

6 l3 )

6 9 8 6

l 8.9 2 2

3 6 8 2 2 7 3 6

l 5.3 0 1
l '7. 8

7(31

1 6 ( l )

4 7 a0
2 2 . 1 2 9 e )

5 0 a0 =.;:: 5 ' i 9 2 4 ( l )4 7 a” 2 l 1 1 f1 l

4 3 4 ,.7 2 9

4 8 6 l 3 3 . l 5 9

3 7 2 . 5 2 2

3 5 . 8

-1 2 1-



第 2 表  当 初 飼 育 計 画 数

支 場 名 飼育実施場名 飼 青 尾 数 備 考

斜 里

北 ii
混 男ll

(言十)

'7. 0 0 0千尾
6 . 0  0 0

l 8, 0 0 0

3 1 . 0 0 0

北 見

1藤 自

伊 系、 仁

キ ,tlll 津
1ll ll

( 計 )

6, 0 0 0

2 0 . 0 0  0

l 0 . 0  0 0

l 2 . 0 0 0

4 8 . 0 0 0

標 室

太 田

金ll, 路

鶴 雇

十 脇

・集 別

本L A
(計 )

6 . 0 0  0

2 2. 0 0  0

5. 0 0 0

5. 11、0 o
2 1 . 0 0 0

2 4 . 0  0 0

8 3 . 0 0  0

十 脇

德 t 13 ll

取 書

別

キ 1ll

(計 )

2 . 0  0 0

2 . 5 0  0

2 . 5 0  0

6. 5 0  0

1 3 . 5 0  0

天 塩

静 1l''・、
t法l,. 生.

千 オ

( 計 )

2 . 0 0  0

2 . 0  0 0

6. 5 0  0

1 0 . 5 0 0

千 歳

f I, 別

八 豊

(言十)

2. 0 0 0

5 . 0 0 0

7 . 0 0 0

合 計 l 9 3 . 0  0 0 2 2 筒 所

-l 2 2-

本年膚稚魚飼育事業  ・

l ) 事 美 方 針  底

本l11l1度f1 捕解卵経通と乾燥?. 合領料(ク ラ ン プル ) の会?統一を実施した?から当初計画
o一部a?を行iい、 弾力的ii,営のもとに1fa-魚の強化簡L を行i うこ と とし、◆・記4項を1まl業
方針としたo

l .  乾 操 餌 料 ( ク ラ ン 7 ' ル ) の 全 1i]採用にょり節 f ・lら,の增カL, :r言+る。
2. 解料lz) フti新-、1用のため、 初Blの粉末?料の1l1、」用と和.魚の摂f i零illl(、に?.じた線?松結解を
計 i  o

a ?解管理の強化の1ltめ、 前生実施した:制1ib的''l, lla'、防止をキ止して浮通池?餌を計るo

. 2 . _

4 報色検.式は従来のも,7' )に加わaて 解 日 誌o様式統一を実流十るo ・

2 ) 争美実施望後

l .  解は月言の う 8 0 ̃ 9 0 %吸収其11を失し'い o
2 投解は、教回に分け撤布し、料に初期1はl直l;数を多くして人工給解に年 < 9Il化させる。.

3 計画結解にこだi-iこと -f 」. く 、 1lll11魚の摂1i1l要求に .fi.じた給解をして残西を生じ:aい よ
うにする o

4 飼育期o?は3 0 日 ) 当初魚taト重tの2倍を目 i?と している;',;l1l i構科によ 1l1:a・更十 る o
5 領付けは粉末を与?、 摂 ・8耳良好にtつてか ら ク ラソ ブル を 与 大 る.;. う に 一tる o

6 前在の?魚の降1、防止方法は通当でtいので、 養魚池の実態にそく した施設を十a o
7 飼青池排水部に設科した.1fll魚受網は將遊池のある筒所ではその必要がな <、 また受網

から飼青池に戻一tことは秘魚のお?に支障n laい時点まで中止一tる。
8 ?魚の成長測定は、浮上時と以後放流時まで名10日'il:;に 5 0 尾?度の平均体長(フ

オークレ ン グス ) を 水 め、 その者1,度?解?1の言患整を一t-る o
ls 日稱iliしを取外した修、 流水部に秘魚力i調集し第息一t1:. こ とかぁ1:.ので充分'1i管1學をすをす

a。
l 0  無餌日誌を備付ける。

3 ) .8我実施結果

1. 実施3来場

本年度は54 5 . 6 4 6千粒の採卵数でかつ乾燥配合1i耳料をもって統一した象から当初計画
に対して、 新1l1ll.飼育場網走、?床の2商所を追加し、飼青尾数も計画数より3 o.o 2 6 千 尾

を ァ ツ プ し て 2 2 a. 0 2 f1 千尾の飼育を実施したo

一l 2 8-



支 場 飼 青 場 飼 青 尾 数 支  場 飼 育 場 飼 育  尾数

北 見 斜 里

網 走

北 見

1a; 別

(1計)

, 千尾 、

9 6 3 0

0.143

9 0 9 0

1 , 1i,17 ・9

'4 2.6 4 2

千尾
5.0 0 0
9 5, l 8 5

十 脇

( 計 )

天 塩 德 志 別

取 番

頓 別

キ 川

(計 )

2. 0 0 0

2 . 7 8 8

2.900

9.7 2 8

1 7、4 1 6

根 _室 . 解 自
伊 ;考,、 仁
'キ 操 津

男ll

降 床

(計 )  -

? . 4 9 7

2 1, 2 l 0

9 3 4 6

l 1. 5 6 8
4 9 6

5 0 . 1 l , ll;

:f オ 千 才

象 生

静 内

(計 )

6.0 0 0

1 . 7 l 4

. 2 . 6 6 9

1 0,3 8 3
1 ・

大 田

ell 路

# た
基 5ll

本L 内

十 勝 6 , 0 0 0

2 8.0 0  0
5.0 0  0

2 7 . 1 8 5

2 4. 0 0 0

展 島 八 a
不l1 男l

計

5.284

2.00 0

7 . 2 8 4

e 計 ) 2 2 3 .0 2 6

4; ) ・ 解 : 料

従来、 生商,:合と乾西i合の2種を使用していたか 稱.魚の生理松構及び飼育1事3事の合理化の紐
点から全場乾燥配書解科に統一した。その成分は下記の通り。

第 4 表 4 2 年 度 使 用 飼 科 成 分 表

主 成 分 配 合 成 分 微 ・e- 添 加 物 備 考

ホワイト'フイッシュミ一1t ,
肝展粉末、 脱脂粉乳、小

表粉、」1i,粉、混合ピタミ

ン、 渡合ミネラルその他

、i .V D3、 'll'Bl、lB2、
t' B 2、VB l 2、 ニ ':l'チ ン
酸 、 パ ン ト ァ ン 酸. ビオ
チ ン、 コ リ ン パ ラ ァ ミ ノ

密息香酸. 棄酸、 イ ノ シ ト
ト ー ル 、、C、  、E ,
VK3

クランフ'ル湖 0.5~1.6 %
粉 末  " 0.1 % 以下
粉末はクランプル を粉砕

したもoで総解料'1:) 3 0

%を製造十 る

粗責自 4 8 0

觀脂破 5 6 -
粗特絶 0.4

粗灰分10.0

5 ) 実施状況

本年の飼育事?は 6 支?、 2 4事11llliili,で 2 2 3 . 0 2 6 千 尾 の稍.魚に乾 illi (ク ラ ン プル ) 6 8 .

4 7 7?を 1 月 1 5 日 か ら 6 月 1 4 日iで与?、 歩 器 9 4 . 7 % で 2 1 l. 1 6 l 千尾を飼有放流

し飼育率 4 8 . 6 % と -1 iつた。

飼育成績は、体重成長率2.5倍、歩留 9 4 . 7 % と前年より体重成長率で一 0. 5信、- ・歩留一e-
= - . . ・ - ;

u. 5 % と若干低下したが当初の計画目標、. - (增重比2 . 0 )を達成することが出来たo .
a 飼青池の状況

前年 lil様稚.魚池の稚魚が80̃ 9 0 %程度浮上した後力-ら水位を高め ( 2 0~ 5 0れ ) :で
飼育池として絡解し易い条件とした。 また程魚池力,ら放流しt1;llに :連・結すtロ部分に浮遊池(仮
設) . を設ける条件のある :lii,所では、 演i川の一部を土俵等で塞き、水深l .0  m以上像つ、仮識

浮遊池を設けて給解効果を高めた。
飼青密度は、前在より 2. 6 0  0 尾 ア ツプ し て l ':m2当 り 1 l . l l l 0  0尾の能i度となつた。 ( 範

囲 1 9 . 0 0 0 ~ 7. 0 0  0 尾 )  水ttは名場.の条件にょりt t,tちであるが、全道平均用水1 .

%当 り 4. 5 5. 0尾で、飼育用水の循環使用した網定尋lilil,1'il,では l?当 り l 7. 6 0  0尾と過密

基 - - -

な放養が見 た。また、 稚魚の 1境死事故の生じた飼育場では水中要存酸素飽和量力'?0 ・

qb以下で水量不足が事故の原因と考えられた。
水温は全道平均1. 4 ℃で前tとほぼ同様であった力i、 千オ、 l9l_島支?管l';・:,を除いた他支場l
管1l':・,,では水温設差か大さ,:1、特に十脇事?ら で は 1 2 . 6 ℃の較差を生じた.。 .

b 給領及び摂餌状況

使用解料は乾操配合餌1料に統一し、 要領111;もとづいて、 解付初期は粉末を用い除?にク ラ

ン ブル に構行した_。 i i,行のt法としては粉末給解後3日目?から少量の ク :iソ ブルをカLlえ、
l 0 日?力 - らク ランブルのみと一t1:.のか最もよい成續をあげたo
乾配の特性から撤布?餌か理結的であるか、 願池の水深か浅 く1ili1田を生じゃすいので、

練 ・国による置解品西等の併用及び給1ill回数(置解,P 3̃ 5 回、撤布 5 ̃ 8回 )の調整により .
給解効果を高めた。摂解要求は水温、天候、 7」1l1量等によつて変化したが全般的に好調であった。

C 成長. 歩豊
全道平均'1::1成長基_は、 '1ll11年に比較して若干低下したが、体長で1. 4倍、 体重で2. 3倍と計直
目標を達成すること .が出来た。. . この原因としては、 飼育初期の水温低下力'考 ? られた。
歩'亀は全道平均で9 4.7 % と前年度と1'iぼ同様であつたか、 中川の:禁素ガ .ス 病, 中1l要l津の
培水にiる泥土流入被書、北見の通放養による尋故等かぁって 今後の対策か必要と力つた。

1 2 5-



第 6 表 昭 和 4, 2 年 度

支

物

飼 育 数 放流流 数
飼育場 結,解量 実 施  必1間

尾 数 重 数
発死数 歩 きi

尾 数 重 量_
8983

i 85 l

2599

13472

29905

Kf
3t)80

11l80

750

6030

1 1540

千尾
9.的0

6143

9P90

l 7:779
4み42

的
3.2714

1Sl;6

2'727

6a2lll
1 4093

千尾
210

492

3582

53

4337

千尾
gl420

5.lll5l

5.508

l7726

381;05

%
9 ' S

920

lFI Ofi

99f

8a3

:北.
見

支

場

斜 里

網 走

:lt 見

場 別

計

3 / 1-・ l 5 / l  0
4 / 3~5 / 2 0
31/10~6/ 1 3

3 / 8~4 / 2 9
3 / 1~5 / 2 0

根

室

支

場

解 自

伊系仁

':t 1l要l津
虹 別

i患 香

計

1920

6:720
3S70

3S40

290

l6P40

i/ 12̃4 / l 3
4 / 1~5 / 2 3
4 / l̃6 / l 4
3 / 4~4 / 1 3
2 / 8~6 / 7
2 / 8 6̃ / 1 4

7.497

2 l1210

9.345

11568

496

lll0」1ll;

2299

7、445

3.l54

3S18

l 9 8

l 69 l 4

lll49

32

2.196

1 l 9

l 0 8

3104

6S48

211l 78

」1l.149

l 1.449

388

470l2

61li4

l 61460

5P34

10」89

412

38.459

913

999

7a5

99.0

782

767

太 田

a l, 路
総 后

幕 1llll

本L 内

十 IIl1l

計

1:29o

'7 li40

lll150

7580

8550

2fi90

29500

3 / l-/ 2 0
2/23̃4 / l 9
4 / 1 6̃ / 1 0

3 / 6̃4 / l 5
3 / 1 l-・4/ 3 0
2 / 21--4 / 1 1i

2/2ト5/ l 0

6P00

2 81;l0 0

5.000

2'7:l 85
2400 0

5000

95.1t85

13oo

0f88

]f50

11,418

9f;o0

2,l00

36256

257

65

3

985

272

l582

51743

27935

4397

26200

2i1000

4:728

931ll03

4P05

l '7p50

439 7

27」510

20f l80

3:735
781t 77

91i7

9a8

999

964

1000

94.6

983

十

勝

支

場

天

a
支

場

1表。きl、別

取 構

ie直 別
キ 川

計

fl30

]28o

960

l330

4:1l00

2レ'l6~3 / 1  l
2 / 5̃3 / l l
レ26̃3 / l 1
レ28・~6 / 2 0
]レ26~6 / 2 0

200 0

278 8

2.900

9.728

17.416

790

1」15

l 0 l 1

2Sli5

5A81

2

21

25

2190

21i38

l998

2.767

2S75

7.538

l51'78

l.538

1152 l

a335

'7798

l4.;1l92

999

9a3

99ll

771l l

87.2

千

オ

t
場

千 オ

象 生

静 l;li

計

2137

4 lll0

630

32 l7

:i/12 3̃ / 3 0

レ15~2/ 1 7
3 / l ̃4 / 1 6
1 / 1 5l、 4 / l 6

6 .l)0 0

1.714

21ill;9

10383

l 980

li17

90li

3503

252

53

l

306

51748

1:ll1lil

2fl68

l 0 077

2「59

l,328

134f、
5433

953

9 69

l 0 010

9 7 1

換

a
支

場

ぺ gi,

本l1 1ll ll

計

2fl40

840

a.480

2レ'2l̃3 / 2 8
1/ l 5 ・、4 / 2

21/ l 5̃4 / 2
l / l 5̃li/ 1 4

5;1l84

200 0

71284

1923

736

2f59

290

8

298

1 l;;fl5

4994

l992

6 986

2 l ]:l 6l

31350

2:788

6.l38

l 7 2p04

94S

996

95l9

合 計 l、847 7 2231l)2 6 78.906 947

-1 2 6-

飼 育 事 業 成 積

:增
重
比

浮上魚体 放 流 魚 体 成 長 率 水 温 ( :l;' )

平均 最高 1S展,但.
P H r),o
pp m
水 量
(e./分)

面 科

( m')体-良 :体重 体長 体重 体長 体n
cm
a4

28

34

準

32

f
034

o3o

0S0

035

003

fm
4 i

a8

a6

4.7

4il

f
095

OB fl

0A7

076

078

8 ト
100

'?2~
l l . 4
59̃
90
'7-
109

11000

530

800

'7000

9330

lll07

325

5l;9

l128 7

2:788

217

2ll

10

22

21

l 3

14

l 1

15

113

必

29

l1fl

多

24

8 0

l l S

?,3

? l

85

ao

l 4 0

8.2

a5

l 40

?9

?P

6.4

38

a8

74
・、0lS
6 4

62一一6 lll
217

を

l '7

27

21

23

31l

a1l5
35

33

al3

33

03l

的5

034

Q1;3

0.40

034

a5

4.7

47

的

47

4:7

090

0l78

0'73

a89
1.06

Oii2

115

13

13

1,5

14

114

219

2,2

22

2.7

2.7

24

g.0

81ll

'i0

9 5

60

'l9

l 3 0

1 l 1

1ao
,a9

?8

l 3 0

50

',3

0 0

a,2

40

4p

?4

7.2

110

72

l 2 0

0l:l、-
121ll

68、.
l 012

l1800

l,284

93ll;

255 ll;

50

6能6

30 9

l1;1 l

806

792

l 8

332lll

那

18

09

2.4

〇

lJ3

22

31

2,9

3ll

3 4

3 5

3 7

的

りo
0e5
(l133

a;2
0 A0

0.42

038

a9

的

準

1i0

48

48

4.7

0:70

0.f;4

l:)S8

105

a86
0:79

0S4

l 3

11ll

lJ5

15

1A

la
l 4

23

l S

217

2S

2,2

l.9
2a

3.7

1l.0

'i.4

S19

106

,ll4

67

04

84

1l10

l0.5

134

l l .5

l3.4

117

$

1i3

85

03

08

oS

69

? 0

6e
69
̃al
lll7

80--
l 0 1

10P

l 011l

l;L0

96

750

4p00

2000

8200

5500

3000

23450

725

2f l l 6

492

a1;80

205 0

330

lOfl93

210

1A

33

30

2S

節

39

34

al

3 7

040

O lll0

035

ll6

の2

46

4..4

的

4A

46

(ll「7

056

116

103

Cl94

l3

L1

11)

14

l 2

l 'g

14

33,

410

2.9

6.4

00

ilt)

57

0‘5

6S

00

90

'i0

90

6.0

00

el.lll

33

3i;

500

480

900

3300

5.180

l l 6

238

2 ( )8

773

133 5

02

?4

l4

22

15

l f l

3,ll

34

3lll

35

oS3

036

034

034

43

整

4.3

43

0.48

oao
051

Q54

113

1.2

l12

l12

l15

212

1S

16

8.l
9 l

07

8l0

8.2
95

1 4 0

140

8 0

88

4f l

4l1l

lll00

l 92

400

l.192

2.l87

l ,oeo
912 li'7

49.035

396

18lll

6 6

64'7

290

l 9 0

480

l7

3 8

23

3.2

37

35

036

037

037

43

58

51

(「i'7

140

QS8

l13

1.l;

l S

119

38

2,4

?2

60

6.6

8.2

80

812

6 l

25

25

8.2

7.2

22 l1135 的 082 14 2.3 'i4 1410 08
82
~ 62

l 2 0--

59 l9269
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6. )実施結果 姐
稚魚飼育事業の詳細な成線は第6表の通りであるが各支場別の飼育結果は次の通りである。
北 見 支 場

新規の組t事業場を加へて 4,事業場で42 . f; 4 2千尾の稚魚に乾配 ( クラシブル ) l l . 5 ,t 0 K,
を 8月 l 日から 5月 2 0 日まで与へ、歩留 8 9 . 8 % で 3 8 . 3 0 5 千尾を願放流し飼育率が 4 3 . 8
%と前年に比して大巾な飼育事業の拡大が行なわれた。

1:の結果、・成長率では前年より良好であつたが、 放養過密から北見事業場で発死事故を生じて歩
留は大きく低下した。

根 室  支 場

新規の厚床事業場を加へて 5 事 業 場 で 5 0 . l l O f 尾の稚魚に乾配 l 6 . 0 4 0 K1llを、 2 月 8 日
か ら 6 月' '4日まで与へ、歩留 9 4 . 0 % で 4 7 . 0 l 2 千尾を飼育放流し飼育率は 3 5 5 % で前年
とほ s'同様の飼育事業であつたが前年歩留の悪かつた羅自が良好であつた反面中標津事業場で出

水の被害を受け前年と同様で、成長率は前年より低下した。
十 勝 支 場

前年より1事業場濃じ li事業場で 9 5 . l 8 5 千尾の稚魚に乾配 2 9 . 5 0  0K0'を、 2 月 2 l 日 か

ら 5 月 l 0 日 ま で 与へ歩留98 . 3 %、 9 3 . li 0 3千尾を飼育放流し飼育率は66 . l %で歩留成長

率とも前年をl-l国つた良好な成積であつた。
天 塩 支 場  '

4, 事業場で l 7 . 4, l f;千尾の稚魚に乾配4.70 O K l1l を l 月 2 ll;日から5月20日まで与へ歩留

8 , l'. 2 % で l 5 . l 9 8 千尾 を飼育放流し、飼育率は a, 4.l %で中川事業場に i,・けるガス病に与る
減耗あつた以外はほぼ前年同様の成積であつた。

千 歳 支 場

前年実施した民間ふ化場のt請を中止して3事開で l 0 . 3 8 8 千 尾 の稚魚に乾 配 3 . 2 l 7 KIL

を l 月 1 5日か ら 4 月 l f;aまで与へ歩 留 9 7 . l %、 l 0 . 0 7 '7 千尾を飼育放流し飼育率32.9
'%で、 静内事業場の用水不足による飼育の一部中止をした以外順調に実施したが成長率は前年よ

り低下しあ

渡 島 支 場

前年実施した厚沢部を中止して 2事業場で 7 . 2 8 4 千尾の稚魚に 3 . 4 8 0  K f の乾配を 2月 l 5

日から 4 月 '2日まで与へ歩留9 5 . 9 %で 6 . 9 8 6千尾を飼育放流し飼育率は3 6 . 9 %で歩留は前

年同様であつたが成長率は低下したe

-l 2 8-

して、 aめて右効に人エふ化1事業.か推進さh.ている。

1 ) 飼 育 放流 ( 1  9 l 1 5 生 発 :生群)

N〇 再捕場所 1illi捕月日 性 魚体(F ..a ) 検 識 備 考

1

2

3

昆布森発合岸

:1ilt 楽部11ll

・a浦 治 岸

l

6 6. 0.l 4
l

ll l l l・ 9・10

6 ? l 1 . l 5 . i
l A :d:R V

//

2 0 5 n

4 5 0 n

3 7 0 n

1l;'1,験除去

tた、これら操識魚のほか;tlll楽部川上流一帯の証l査に.L り捕獲された.魚体は次の舉り。
N(、 捕特ら所 性

魚 , 体 ・

・備 考 .

l

2

3

4

捕 獲 場

/ /

サランべJ l l

上流

鉛 川 上 流

6 l l. g.l 0

/ /

'li ?. 9 2 6

'67 9 2 7

3

字 .字 . .

率

4 5 0 n  080K0,

5 l l l 0  1.80

5 0 0  0 9 6、

5 6 0  l . 7 5

成 熱 魚

.末 熱 魚

放 卵 魚

l l l

一1 2 9-



放 流 月 日 l t1lt 流 ?, Jll 魚 体 放 流 尾 響1 備 考

l 9 l l l 7

lll・2 5
遊 楽 自 i 川

l f l 0~2 2 0n( l 7 8 .5 )

5 0̃ l 0 0 :l l ( 7015)
1. 1l l 9 l 尾 残無型も放流

;1j,3 日の銀毛の出現割合は40,%余を示しオ2年目の銀毛と併せて略6 5%余の変態が認められる,,
2 ) : 千才番魚池、 f請 魚r)?:良 状 況 ( l 9 lll 6 年 1 2 月 2 5 日  2 . 5 0  0尾、八全i りio殖)

千才支ら 養魚池に1ll1l,殖量,1l青 l:l-「)月,魚群は、 淡水111t_活・r)みでl;1,1熟裁魚に生長 ・ ,l- 1i:◆: での経;itiを?
象した程果、 4 2生 .度キにtOkの大書1.分か成 .熟をみたか、成熟解魚は理l,i-,れi力-つた。これらの
魚は1発ii,_ 後、 2 iil 5ク月にフiつてい1:,か降海群・7)成a,l1li. と 鹹ぺ約 l lt運れ? ものと考? られ 1:.。
(率1殖当時7' ) 魚体は残有 魚より稍? 小型 11:) も ,z)か多力-つた。 )

飼青、 青成状況は次表の通りである・

平 均  体 1良 ( F . 1l l )

l 1 . l5Clit ( aい-- 1 1i4 )
l 6.5 ( l a.5̃ l 9 ・0 )

l -l.3 ( 1 e.2̃20・0)
2 0.6 ( 1 7 l~2・ l.2)

平 均 体 重

l 6・0:ll ( 1 0 . 0̃2 2 . 0 )

5 1 . 6  ( 2 8.0̃9 0.0 )

l i 5l.5 ( 5 1 . 2~9 8.0)

l 1 1 . 9  ( 5 a2̃1 '73, 8 )

標本尾数

2 0 尾

/ /

//

l 0

? t1

1 9 6 7 放 料 ・国

5 月

l l 月

l 9 fl 8  4 月

3 0  : 7 0

3 5  0 5

0 l 0 0

l 0  9 0

3 )  飼青放流し ( l  9 6 6 生-発生群)

1 9 lll lll 在_尻 1ll l、_舉 11lt_場liに◆'いて採卵したさ く らiす発眼卵 2 0 . 0  o 0 粒 を八要l,.尋,1lll:.?へきし要
?後賽魚池で飼青キで、既に全数t1ll,識を ,終り、 5月キに放流を行iつた。角体及び尾数は下表 「)

iまi り。

平均体長(F . a ) 平均体.1lll 放流i定尾教
l 2. 5 Cm 1 9.5 1ll 7. 0 0  0 尾

- l 3 0-

2 親魚生理生態調査

そ上親魚の ;l1ll効1lll1月iを日的とじて、そ上親魚お-ょび書番魚の生理学的,誦査.、 生態調査、 水負との
関係かよび '権種管理等にっいて調査を実施した。

l )水国の蓄養親魚に及ぼす影1alにっいて
十勝川水系は水負の悪イヒが進んでいるが、 これが特に害賽成績の1ti上に対して大さ 1a 支障と
iつてi,・り、?に千代田蓄番池では l 0 月 5 日に 、大量 :z)発死を見たのでこの事まSi原、因にっい
て後き1、した。
0 ) 韓死,o状況

l 0 月 5 口 夕刻か ら 2 2 . o o o 尾収容キ ?:)等番魚力'異常に騒きil:1し、午后8時t負から発死
か発生し、深?に 'l1lつて最高に達し、 發朝までに 3 . 8 0  0尾が発死・した。

当時の考制tは水量在l分50  t o nで水負の外?的 1a異常は認められ -'i.力.つたか発死状況
力 - らみて融1素欠乏による室息の可1llt:性か強力-つたので溶 ll1;酸素を主体に継続調査を行'1i .つた。
e ) ,總査結果
分析結果は次表'o通りである力、、 これによるとC(、「)、 BODにっいては特に著しい悪化
は器められ aい。 し力,し溶有酸素にっいては;li水そのもの力i異常に低い事か判つた。
発死の原因は魚体:z)状態および水負分析の業き,, -実l:力・ら酸素の異常i ll少による室息死であ 11,
ことか判つた。酸素ll少の原、因にっいて は 、 そ ,2:)後の調査iflll果とも11llせ考? る と 、 lti1llS l:廃水

の流入に」:り、 そ:1)分解過法にぉける酸素の消費によるものと考? られるが、酸素1i少o原、

因にっいては?Sll 後更に?討の必整があるo

審善池見取l9ZIと採水位悟 .

1 o月 6日  A M l 0. 0 o 採水

→

採 水 位 置 水 温 ℃ P H D 〇 0 2 飽 和 度% C〇D B〇D

Cリ
@ 上fi
(重l 下,E

1 0 . 5

l 0 . 5

1 0 . 5

6 . 8

6 8

6 8

7 .3 ' ・ p m

0.6 9

6 . 68

6 li. 1  %

5 9 . 6

5 9.5

2. 4 3 p p m

2 . 2 l

3 . 2 0

2 . 3 p pm

2.8

3. l

-l 8 1-



l 0 月 6 日  :P M l 0. 0 0 採 水

採水111L置 水 温 ℃ P H ] 1l0 p Pm (、2 飽 和 度  % 溶;ti目k素景 c c:/,L
(r)
(l2)

⑥

C7)

@

l 3 . 9

1 3. 5

l a. 5

l 3 . 5

l a. 5

? . 0

0. 8 5

6 8

6 8

0. 8

8 . 3 4

? . 2 9

7 fl 9

1l . l 3

1i. 8 4

8 0 . 3

6 9 . l 、

7 3. 3

li 8 . 0

5 5 . 7

5 .8 4

0 . l 0

1i. 3 8

4. 9 9

4 . 0 9

l 0 月 6 日 ;P M l l . 0  0採水

採水位置 水 温 ℃ P 月 D〇  p p・w 10〇飽和度% 「) 〇  c c/L

①

④

@

③

〇

〇

0)

〇

lgl
@

l 3 2

/ /

//

//

/ /

//

//

//

/ /

/

7 . 0

0. 8

6.8

6 8

6 8

6. 8

8 . 8

0 8

6. 8

6 . 8

8 . 1 9

8 . 0 1

? . 9 6

?. l 3

? . 2 6

6 . 5 2

0 . 4 5

6 . 2 2

:l. 8 4

1'. 0 0

?. 'l'.6

7 6 . l

7 0 . 4

6 ? . 5

l l l 8. 9

6 1 . 7

6 1 . l

5 8 . 9

5 1i . 3

4 . 8 . 0

5 . 7 8

1i . 5 l

5 .5 7

4 . 9 9

5 . 0 8

5 . 4 6

4 . 5 l

4. 3 5

4 . 0 4

a . 5 5

l 0 月 7 日  A M 0. 0 0 採 水

採水位置 水 温 ℃ P H D〇 p p m D〇飽和度% 「)〇 c c/ T.
(T)

e)
〇

④

(!1l)
lg、l

@

l 0 . 7

l 0 . 5

l 0 . 4

l 0.5

l 0 . 5

1 0 . ll、
l 0.5

lll. 0

6.8

0.9

0.8

0 .8

6.8

6 . 7 5

9 . l l

7 . 6 7

'151

? 4 0

0.3 7

0.2 2

5 2 4

8 1 . 6

ll l 8.4

6 0 . 8

f、 0.0
5 6 . 8

5 5 . 6

4 0 . 7

6.3 8

ll .3 7

5.2 6

11l. 1 8

4.4 l l;

4 . 3 5

a .6 7

- l 3 2-

2 ) そ 上親魚111l:びに書番魚の成熟過程;1Vt_お1r11 2:,生理学的a.化
前年に引続電lそ上親魚蓄零魚にっいてia.清蛋日、 体色素の;空』.化転移の様札を;l;l li、iした。 本年
待た品果のうち特に著しい現象の 1ll3l,略は次の通りであるo

( l ) 体色素にっいて

成熟:i1量i l全lにある需魚の血清は海産魚に見られiいオレンジ色を皇し、 それか性.腺の成熟過

?に ;i1いて培ll し 、 その本体かァス タキサンチンであることが明ら力・にされて い1:,が. -'t、年
はその筋肉、性腺お,よび表皮キ:2 )カロチノイド色素7:)消長にっいて?討した。

?川?での成熟通?に;i,-1riるさ 1riでは?清、筋肉および卵果キのカロチノイド色素の9 9
% 以上かァスタキサンチンであるこ とか判つた。筋肉キの同色素量は成熟が進むにっれて次

オに?少し、 完熟期にはほとんど消失-i-io こ:z)間にかいて字の場合は筋肉力- ら?清をへて
卵果と表皮にまた3の場合は表皮に科,行し、手皮キ:z)含景は6の方力'・多いo
きん毛の表皮には微量のルテイ ン系色素か?i bされるに十きtい が. ぶi毛tt-tる と カ ロ
チ ノ イ  ド色素最・2l )培加と美に色素成分・z) 1ti,雑化か識.められた。 即ちギン毛. ブナ毛の表皮:Z)
カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ イ ー を 示 十 と 次 の 1温りで、ギン毛は 4 、ぶa 毛は6のバンドか生じたo

ぶa毛 (完熟)

ぎん毛(そ上初期)

4 3

4

( ii ) 血清蛋日にっい て

各程,条件下:z) 親魚の .面.消にっいて電気泳動を行'1lつた。 結果にっいては現在過去のデータ
と比較?討キであ1_。 liた本iEもせっそ う病の発生か見られたoで、 そ:Z)蛋自細成t らびに
2 全Eでそ上した?の?清蛋日細成 .を?討した1ell,果、 j1.常親魚とは力,iり異'la 11,泳動像を示し
た。 (次図)

-l 3 3-



これによ1:. と病魚ではァル プ ミ ン?分からグロ プ リ ン?分へ 'z)移行部か明ら力-でiく、 し力.
も 1同川そ上親魚の字は .触 .にグロブリン?分か多いか病魚ではァ ル ブ ミ ンiたはそれに1重:Lい

?分の蛋日か多い。iた来成熟魚ではグ ロ プ リン?分か著し<多 く、 一般1lし? は ァ ル プ ミ ン

区分か多いという過去の品果と全<異a る 1ti'・動像を示した。

ア
ル

プ
ミ
ン

病 魚 ( 4 年 ♀ )

プ
ロ

プ

リ
ン

フ

ロ

プ
リ
ン

未 成 熟 魚  ( 2 年 0 )

l

( iil さけ産卵激魚のェネルギ一代論にっい て

そ上親魚の 1fli,魚1t1l-産構 は. ii°」 川あるいは蓄番池:z)いすれを問わす、 優良な卵力'産1i1され
? ように体エネルギーの転化か行tわれ 1:.よ うt生活環境を与? るこ とによ り著し く rも上さ

第 1 表  流速と生さ残り

れるものと考1

られる。こ ・z)よ

う a観点から前
年に引lき っづさ

流速とェネルギ

ーの消費. それ
に と もa 11l生残

日数. 生残率、

成熟率、卵優_度
a どの関係を調
べたo

また書義親魚

はェネルギ一残

lfi量か天然?,川

で放卵したものより著し<  多い状態で第死+ることか知らされた。  こ 10境象はェネルギ一源で

ある蛋日負の負的i転化検能に起因・i'11_ ものと考?、 体蛋日費の組成分析法・らびに構成成分
の予備的itSi,討を行:'i.つた。 .

a ) 流 速とi i:1li期間お よび?率

本生一は前年同様疫病の発生か ::i測されたため、 魚〇収容に際してLl」1之_i;:・:1llll:薬K K製品'o抗
生物負パラキシン ゾ ー ル を l 尾あた り 1 2 0叫/ 2 1na腹腔内に注射し1t_。 また魚用モナフラ
シンによる薬浴をも行なつた。

i i二. 残 率
区 分 流 速 -a e c

0 ̃ l 0 日  l 1 ̃ 2 0 日

A

'l l 6  B

C

D

0 . 1 7

0 . l 0

0 . 0 6

0 0 4

0 . l 0

0 . 0 7

0.0 4

0.0 5

8 3

8 9

1 0 0

8 6

0

0

5

6

5

4

7

7

A

'l 1 ; 7 B

C

D

0 . l 7

0 . 0 8

0.0 5

0.0 3

0

0

0

0

0

0

8

0

l

l

l

1 0 0

3 3

( 5 0 )
2 0

( 4 0 )
//

( 2 2 )

注 : 生残率の計1算には測定魚:l, よび収容直後に確死したものを捕j1 した  ( ) 内の値. 蓄番開始
i 7日目に完熟状熊でit死(R C?) し た も '2l)および組ll定時完熟状態で游死(D? したも
のを生残魚としたiil合。

-1 3 4,-

l 図 に l 9

li 6 年及び l

9 6 7 年 の 発

死魚発生状況

を示した。前

年には蓄番開

始 l 0 、  l l

日日に発死魚

の著しい発生

(全1llt死魚の5

6 % ) を み l 5

日目に実験不

能の状態に 1a
つたか、本1lii

は前生以上に



l 2

l 0

. 8

6

4,

2

、一一 一 __ _、 - 一、
、、 、、
、、  、、、 、、、 、

、、 、、、 、、
、、 、、、、

、、

ー アルプ ミ ン系蛋白 、、l//、、
-- ミォシン系蛋自  、、
(構造蛋白)

い死

1 9

1一_-

( 0 ・ l 1 1 )_ _ 一_ 一 一一 一 ( 0 ・ 1 0 2 )
、、
、、
、、

、、

、//
/ 、

ー ァルプミン系蛋白  ( u ' 4 5 4 )

----- ミォシン系蛋白

図中の数:i- ('ア几 プ ミ ン系蛋日量/ ミ ォ シン?量) 値
S P  天然放卵 放精魚

1 9

11i一一

に集 ':t-的に義i死魚か発ii:. (完熱発死魚を除く と全発死魚の8 o % )  し、 その半数は著しい病
的指症かみられ、そ 'Z)?数は演場か深部にtで :is・ょんで測定不能iものであった。 tた、算

死魚の発生時?1にっいては、 本 lll三の供ii、魚に前年より上流部の捕獲魚を用いたことを考鳥す

る と前1tと后1時期と?われi。

i:l1, l 表に各?に ぉ1け る生残率を示したか、 ':t・1l華.は流速大tる后t'ど生さ残り率の良い傾
l自を示した。 これは本生の施か前年より大型と aつたのに、 分配權として前1iiのも:z)を使
用したこと力- ら注入孔力i片寄り、 注入量の多い槽で水かだ行し、 比較的流れ 1o? ? や力- t ?
所か生じたた_めと考? られ 2:,o ま た こ 'oよ うi水槽では力-t りの流水にも力.;1b- わらす、' 魚は
水底で静止し易いことか在1i多llされた.。

b ) 流速と成熟との関係

実Bl,1終了時の生残魚の成熟状況にっいてはtlL?同じ書養日数で前iEは半能上か完熟魚で

あった・oに、 本tでは発死したものを合めても40 %であつた。 .

o ) 体構成蛋日の要.化と 3el死との関係
栄番源としての可溶性蛋日f iiの組成後化から次のことを予備的に言患lべた。 即ち構成蛋日費

の分析 一1i法と、体蛋日1ii 1oエネルギ一上の転イヒ検構の仮定の成立t?よび舞死との関係を?討

した。

2図に蛋日負のa化1i1 よび構成蛋日:Z) 費的a1.化を示した。 この?- ら、 蓄i't魚力i天然の魚
に比ぺて残全エネ ル ギ ーが大な a状態で携死する原因には、 人為的環境に: ;i・力,れた魚のェネ
ル ギ一消費力iaめて著しく治費され1:. ア ル ブミ ン系蛋日費量に対して、 体構成蛋自であ1:: ミ
オシン系蛋日よりの転化か間に合わないこと -も推測される。
いすれ tt_ し て も 、 アルブ ミ ン 系蛋 Sと ミ ォ シン采蛋日との比から計算して、 ミ ォ シ ン 系蛋
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自負の著しいll少にも力・かわらすそれ以上にァル ブミ ン系1量日か?少すること と発死とが

密換な関係にあ1l,ものと予測される。

3 稚魚の生態調査
l

前年度 ( 4 1 年 ) に引続いて実施したさ1ri・ ま 一t1ll日1魚:2) i l理解にっいての実?、調査結果の

観要は次の通りである。

l ) さけ程魚の生理に関十る研究

i 納  '配解料、 冷凍生西お よび生たら卵をi部lし、 その生長に? う海水に対す11_ 担;抗力について
実SSl,した。

そ:Z)品果、 配合iilの経i国群は生長にei う海水抵抗力に '装.化力aめられないか、  冷l東生1国:t よ

び生たら卵itili耳群に明ら力・に表化か生することか確認された。 -l た 、  それら群にその後良効な
解 (西i合解) を1llli餌した1iii,合、 llllllびそ:z:1il11抗性か[lil復一i一る iill能性のあiこ とか明ら力.にされた。
2 ) 力 ・ らふと 1iす稚魚10操識放流a験
からふとま -i- lも_魚の適◆な放流期を把握十るため、西 1lllリll産の力-らふと 'i す卵を前年度の秋
に l 5 0 万 粒 八◆事?場に移殖し、 l 0  0万粒をも水管理、 5 0 万粒を1li,、,川管理とし、それ -::t
れの群に操識をlllll して下記の通り放流した。

放 流 裁

群

総 機 操 識 数

放 流 時 期

混 水 群 7 3 4 . 0 0  0 l 9 0 . 4 0  0 脂 館 、 左 解 3 月  l 日~3 月 l 0 日

l5ll 水 群 2 l1l6.0 0 0 l 7 6 . 0 0  0 ″ 右出結 4 月 l 7 日̃ 4 月 2 6 日

3 ) 汚染水に対するさけ稚魚の行動実缺

K P パ.''プ廃水の汚染水にal化されたさけ稚魚の画選行事l・を起す廃水根度はin l化処情 1o換度

ならびにその時間によつてa_化十a ことか知られた。
C 〇 D約 5̃ 6 P  P mの汚染水に48時間用ll化された程魚は清水生活時:z)[重uilal 1ll:'度の大凡3
倍の汚染料度で初めて回選行動を行な う 1結,果か待られた.。

4 ) 斜里川にぉけ1:,1l1l:態調査 .

斜里川にかけ ;1,さけ稚魚の水負汚染による影aを明ら力-に 一t1,た? 構魚の?性:t・よびt1l,_ii
にっい て 配 し た o

その結果、 さけ移魚に対十1:.秋期の般粉排設によ 1:,汚染の直注的な影aはないと考? られ .1l。

稚魚の生:ii量':lt他liilJll(西別Jl l、網走川)とl司構,、 4 月tt_は小さい力'5月には時期,の推科に
と もな う增加0illfli 力i・示された。
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k性はュ :ス リ ヵ無を主体にして 、コ カ ゲ ロ ウ な ど の カ ゲ o ウ委llz)捕k力'目立つた。授解量は放
流点力- ら下流域は少なく キ構は差千大さぃ値を示したか、 その摂解状態カ- らt,川のi i二産カは
それ程1S、いものとは考? られない o

4 さ け  ます資源動態並びに生物統計調査

1 )漁獲物組成調査

本1年は例生通り l 1河川にi,・いて魚体測定調査を行なつた。各海区の主な河川の生令組成は
次の通りである。

生 令 組 成

海 区 名 油i 川 名 2 3 4 5 6 榛 本 数

日 本 海 区

オホーツク海区

根 室 海 区

エリモ以東海区

エリモ以西海区

石 狩 川 4 9

網 走 1ll

西 別 川 0 . l

十 勝 川

遊 楽 部 川  0. 9

4 't 6

l 8 l

l 2 . 8

0 2

l 9 8

3 8  8

7 4 5

7 0 8

7 !1l 5

6 0 4

8 7

'74

' l 3

l 4 8

l 2 . 7

2 8 9

8 0 8

7 2 7

l.3 1 l
4 6 4

0 . 5

2 )  操識放流a象の ilii捕調査
l 9 6 4 生-度、網走川より放流した操識魚は本l lE4生魚として次の通り回帰した。

iili 捕 数

場i 所 混別、常呂 網走川 網 走 斜 里 根 室 計

iii捕数 8 2 9 8 l.8 4 '7 8 0 2 2 8 2 .983

上記で見られ i通り、  その .自捕数はォォ、ーツ ク治岸かそo大部分であり、  母川の網走治岸力i

特に多い。

3 ) 知内川 :z) 3殖魚画帰調査

1 la 6 2 11EIJfよ り 知l':・i川へ 1lii年継続的に l 0 0~200万粒を13殖し、1ll,源のEi復をは力‘つている
か、その画無効果を確書1すiため、知内川お・よび西別川に:;1;いで捕獲された親 魚 夫 4 l o o 尾

にっいて形負分析を?みた。:l i維?にっいて比較すiと下表の通りである o

従来、西別川産・z:)魚群の? 椎管 . は 6 5 ~6 6 で あ り 、 知 1l':・,川産の魚群は67 ~ 6 8 で あio
本年の表l,,果では西 1llu川産のものはl1 l 5~ 6 6  と以前とを.異はな力,つた。 し力- し、知lllll川へ回帰
した魚群の4年魚は名干6 6のも・z)がみられたが主群は6 7̃ 6 8 である 。これに対して 3 1l華-
魚はli 5̃ 6 6の魚群か比llll1的多 くみ・ られた。 こ 'z)ことはi1期事l〇効果か?4 にあらわれてきた

ものと推集される。
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6 6  6 7  6 8  ・ 6 4  6 5  6 6  6 7  6 8 li 9 6 5  0 6  6 7  6 8  6 9

6 4  6 5  6 6  6'l 6 8  6 a 6 ,t 6 5  0 6  6 'l 6 4, 6 5  6 6  6 7

5 さけ .ます異種交配に関する調査

iiし配種稚魚をその採卵河川力 -ら他の'lii1,川に移殖した場合tt_、 l直1帰親魚かどの1Iilな治岸画遊、 1li,
川そ上を示す力-を知るために、 解?川のそ上親魚力,ら、 さけ(9-l x 力 -らふとま?3lの組合せ1表1配卵
を作成し、これを湯別ふ化場一・移殖して、ふ化後操識(99びれ、 ';も腹びれ ) を路 して 4 2t4 月
l 1 日~ l 8 日 の 間 に 2 9 . l 8 0 尾 を 場 別 川へ放流した。
また、 4 2年秋に力- ら ふ と t すCill xさけ ( 0組合せ l 0  0 . 0  0 0粒を作成し、前生と同様協別に
:i9!び、稚魚飼青後「脂びれ、左腹びれ」切新操識し、 7 6 . 6 0  0尾を放流した。4後両組合せ親

魚の[重i帰す1:割合、 iE令などを比lll;ti;.1li-t 1 :,予定であ1:,。
4 l l iE秋に国帰そ上した表西i魚の雌雄による2代表西i稚魚1. 4 8 4尾に株識(脂びれ、者びれ)
して併内川に放流した。 ・

i た 、  4 2 生秋 も交西關魚よ り 2 5 . 3 0  0粒を作成、稚魚に前年と向じ標識をlllll して 3. 6 0 7
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尾を放流した。

4 2iE度? ?川tt_そ上した1表_西識魚は8月25日力-ら l 0 月 l 5 日tでの開に雌23尾、 雄 2 2
尾、 計4 5尾か捕獲されたo  捕獲魚は;も腹び:れ、 脂びれ切能l lの冬期帯l本の2 1li1.魚とi差干の大形

3 l i E魚10 ;操識魚( ii i生し 1しと 1通l認されたも :1)を含む ) であつた。

6 さけの不受精卵調査

さけ卵の不受精卵 ib考l,度合は雌親魚の成.み度合あるいは人:[採卵時の.理ll1l学的諸条件お・よび人為
的操「l1き1lし よつて異なると考 え るo  そ:1)ため、 これ ら卵i発生'2:)実態を把握十るため、 千才支場

及てj:西超捕l識;,で?熟卵、 通熱卵受? ?を実施した。

l ) 末 熟卵訊缺

,1;l、成熟部l o ~ 9 o %'z)卵果を持つ識'?体 を.1l ら び 、卵果1fl_ ついて いi卵を卵巣力 - ら離れた
卵夫4に程合相i を西しして受程lした程集個体にょって不受編卵発生状況は異るか一般的にl司一

価1電は排卵された卵の受構か高力-つた。
2 ) 追勦 P 通

末成熟魚を蓄養して、 til1し日放卵-tる力 -どう力.を調ぺ、 放卵した日を:;t卵日とした後・、 更にlll

日力.ら10日間蓄番し、過熱状態にして受紀した品集、作・体により受税率は3 . 1 %力 . ら 8 7. 4

%までの広い範囲にわたり、 日数o経通にしたがつて不受相が培カL1するll1ll rtは識められな力-つ
た。

tた、排卵日から2日日の発死魚の卵が全。部能 ?に排卵していたこと力 _ ら、 11i1ll生1l'y 、の排
卵 は 2 4~ 4 8 時 間1l''i)と推定される。 こ 2' )点については、 4移さ らに? ?1する必要かある。

7 人 エ受精に関する調査

人工ふ化爭業.の最も重整なロ部分である人工受精は現在aめて効率の高い方法が採られて実験的
に ほ と ん ど l 0  0 %に近い成績があげられているにもかかわらず、 年に よ り、 また時期によつて

精々多くの不受精卵を生じてその斃死が異常に多くなることが知られているo

これ ら'1::1不受祥一を多号に生する原、因を究明して、 lllll効な対策を講する必要力- ら、?在行なわれ
ている名地区、 各油川の人工受精方法あるいは受和率等にっいて護l.査した。

?在まで処理した範囲では、名?美稍 ・s 良好な受1llt率 . ( 9 0 . 0 ̃ 9 8 0%) を示し特 -に異常な
不受精は=器められないo .

'またllil,水1最lと受無用水の温廳差は最大5℃前後で大割i分の捕確?ではti とんどその差は o ℃̃

l . 0 ℃以11'.1,であ 12j o

tた、 胚の分割状況は2分割力.ら32分書l ltで 1聽められ、その大部分は4 ̃ 1 6分割の得本が

最も多 く、受相不受編の判別は明らカ-に認められ、 l書l 1l不整分割卵を1藤めたがその識は少ない。
採卵時の寧境と輪送方法距離お,よび輪.送時間等も考席し、紙討した。
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8 河 川、 湖沼の理化学的性状

道南にぉけるさけそ上?i川として知られる遊楽部ll -2t・流の理化学的性状調査を42l白三8月に上
流力- ら?.口までの6地点で行1iiつた。 -
その結果は、 一後的にいつて非常に清冷な油」川であって溶有化学成分も普通の含新特興な状

態は認められな力-つた.。 'tしだ支流の銘川は上流に?基鉱山と濁川温泉かありそ・z)排水か流入 一t1
のでNa, C a 、 C l . S( )4等か多い低直,にある。し力- し、 これらの成分が遊楽部,本流にまで影i を
及ぼしているとは患わない。

--- '二ラ' ツ ブ 水 系 :z) 化 学 成 分

1li, 川 名 セ イ ョ ウ ー、ツ 川 的 川 ユ ー ラ ッ プ 川

採 水 場 所

採 水 在 月 日

気 温 ℃

水 温 ℃

P H

透 視 度

D 0 ( 〇2m g:/1)

02 飽 和 度 %

COD(0gm',/1)
Na m,/ 1

K グ

Ca 二 ・
M g 2 //

C1 ・
S 0 '  ・
S i 0二 ・
P0‘一P ・
NH.-N ,
「、K) 二一N '
NOs-N ,

ふ 化 場

l 9 li 7・8 。 9

2 6 2

1 5 l

?, 8

> 3 0

9 7 1

l 0  l

1 . 5 6

8 . l

l . 8 l

8 . 7

3 . 5

6 . 9

6 . 9

3 9 5

く 0. 0 l

く 0. 0 4

く 0. 0 1

0 . 0 2

鉛 川 1lla
l 9 6 7・8 ・ 9

2 ?. 0

2 1) 3

? 6

. :1 > 3 0

9 3 6

l 0 6

l . 1 8

2 8 8

a . 4

l 8.1

6 .3

2 9 0

3 li. 7

2 8 . 3

く 0 . 0 1

< 0 . 0 4

く 0 . 0 l

0 . 0 2

捕 1海 場,

l 9 6 7.・ 8 ' 9

2 6 6

2 2 . 7

'1 _ 3
4 2

8.6 2

1 0 2

1 . 7 3

9 4 .

1 . 8 1

7.4

2.9

8 .2

l 0 . 3

3 6 .5

く 0. 0 1

0 . 2 9

0. 0 1

0 0 3
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1 2年度llt.おける?湖の理化学的性状は -更1等,と冬季の調査_力- ら'下記のことか知られる。 酸素
含有量、、 P H 、 佳酸能名后と も例ltと同じ状態にあつた。し力. し夏季のリン験塩は各照 と も
例年より多<冬李には 1 ・ 5 ̃ 3 0 Wと多力-つた。

支物湖の物理 ・ 化学的性状

深度 e m ) 水 温 ( ℃ ) P H 「、l「) ( 0 二CC・1 )
6 7 ・8・ l 6 6 8 ・ 3・1 9 6 7・8・l 6 6 8 ・ 3 ・1 9 6 7・8・1 6 6 8・ 3・ l 9

0

6

l 0

1 5

2 0

3 0

6 0

7 6

l 0 0

2 0 0

3 0 0

3 6 0

2 1 . 5 4'

2 l . 1 3

l 4 . 4 6

l 1 . l 4

11. 7 7

? 2 8

,i.39

4 . 04

a.9 3

a 7 2

a . 7 4

3.ll「3

2.46

2 . 4 l

2.43

2.39

2.41

2、4 0

2.40

2 . 9 7

3 2 5

a 6 2

'77

' l 7

1l 5

1.5

ll.5

'i.5

'l',4

?,4

'r4

7 3

7.3

l.3

?.4

'l.4

1l 5

'1,4

? 4

1l 4

?.4

?.3

? 3

1l.3

5 5 4

5.8 0

8 8 9

8 l 5

8 5 3

8.7lll

8 3 5

8 2 7

8 3 2

8 2 6

8 .19

'1l 6 9

8l l;6

8 7t

8 fl 5

1l l ll l 1

8 l l, 5

8 l l 4

8 l l l 7

a 4 3
a3 1
8 0 3

深度(m 、)r
〇 2 飽 和 度  % p〇4-p (mll'/1 ) S i 〇 2 ( m・/ l )
6 7・8・ l 6 6 8 ・ 3 ・ l 9 6 7・ 8・ 1 6 6 8・ 3・ 1 9 6 7・ 8・ l 6 6 8・3・ 1 9

0

5

1 0

l 5

2 0

3 0

5 0

7 5

1 0 0

2 0 0

3 0 0

3 6 0

9 l . 6

9 5 . 2

l 2 ? 7

1 0 8 . 5

1 0 5 . 0

l 0  0.8

9 4 6

92.8

9 a.2

9 2 . 0

91.2

8 1l.6

93 . 4

9 3 .9

9a.1

92.7

93 . 1

9 3.10
93 .3

9 2 . l

9 l . 5

8 9 2

0

5

l 4

5

8

8

0

0

0

8

9

0

0

4

l l l l

l 4

l 4

0

4

4

0

2 4 5

2 4

2 6

2 4 5

2 4 . 5

2 5 .ll;

2 4

2 4 . 5

25.6

2 3

2 9

25 .6

2 9

2 8

2 7

3 0

2 8

2 6

2 6

2 6

2 6

2 7
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9 支笏湖におけるひめます調査

1 ) 6 ̃ 8月の漁獲尾数及びl準.令組成

1ll・1lt6 ~ 8月にぉける漁獲量は -a漁で、負源、e調査:z)ため:z)素; 捷程果で も刺網 1 6 9 6 反(
1 、i 8 分: 2 5 間 ) に ょ り 、 l l l 2 . 5 3 7 尾 、  5 月 2 8 日~ 7月 3日のキ3 4日間の定個網採集
調査で5. 8 1 6 尾 、合計 6 8 . 3 5 3 尾の採集をみた。

割網による採集結・男、z::1 .?を.、t,を1げても、 i の  5 i Eii1l¥中.?流尾数反当 り漁獲尾敬いづれも
最高である。

? l 表 6? 8月の割網にょ1:.漁獲状況、使 用  反 数 割網にょる漁獲尾数 尾ル反数

略 和 3 8

3 9

4, 0

4 1

4 2

1. 3 4 fl

1.9 5 0

2 . 2 2 7

l. 7 4 3
l . 5 9 ll;

5 0 . 6 0 l l l

5 6 . 7 6 8

4 5 . 3 6 8

5 6. 1 1 7

ll l 2 . 5 3 7

3 't. 6

3 9 l

2 0 . 0

3 2 . 2

3 9 .2

次にこの魚獲魚は 一:1,、中に区分して、 記録されている力l、 6 ̃ 8月の名期 : 6 5 0尾の起令組
成のa細査?果にょると大 '2l )記号は5?生魚、 キ '2:)記号は4?生魚tt_該当していと。 この結果よ
りliE級別'z:)漁獲魚の組成は次の通り推定された。 な i;・、 4 0~ 4 l if:度も比較のため?記す
るo

11l-・ 2 表  6̃ 8月漁獲魚の生令組成_ 生 令 組 成 ( % )

3 生_ 4 生 5 年 6 年 7 年

昭 和 4 0

4 1

4 2

0 . 2 1l 8

9 0 3

6 2 . 9

8 9 4

2 . 2

3 1 1

2 . 6

1 . 5

0 . 2

即ち、 前年は9 0 . 3 % とか 4 l i E魚であった力 i本年は約6 0 %か 4生魚. 約 4 0 %か 6年魚であ
i o

2 )産卵親魚の地区別捕獲数はオ3表の通りであ 1ll,。 な ;li, 4 0 ̃ 4 l 在 と .日1:較のためlll記一tる。
11l 3 表  産卵親魚・z)描特尾教、湖 時 ポ ロ ピ ナ イ 合 計

率 容 計 字 合 計 率 3 計

Bfl 和 4 0

4 1

4 2

1.5 6 9

4.8 6 0

3 . 3 3 1

l , 0 6 8

4 4 4 2

2 . 9 6 2

2 6 3 7

9 . 3 0 2

6 2 9 3

4. 1 3 l

5 0 4 4

5.724

2.7 5 8

6 . 3 7 2

6 6 9 4

6 8 8 9

1 1.4 1 6

l 2.4 1 8

5. 7 0 0

0 9 0 4 l

8 9 3 4

3 . 8 2 6

0 .810

9 5 2 0

0 5 2 6

2 0 . 7 l 8

1 8 . 4 5 4

-1 4 3-



産卵裁魚の年令組成は、 まだ';i,整l,理であるか9月2  8 日~ 3 o 日に産卵場除 il:Lで採集した親
魚字 : l 5 9 尾 、 ? : 1 3 8 尾 :z)測定結果を示すと、オ・ 4 表 の 1演;り で あ る 。比lttl.'oた.め昭和40

̃ 4 l l l Eの品果と併記す1l1. 。_ 字 ( % ) さ ( % )

尾 裁 4 生 5 t fl な. 尾 数 4 1fE 5 在 6 llE

liii 和 4 0

4 1

4 2

3 5 2

1 3 0

l 5 9

a.8
9'l.5

40.3

9・i. 7

2.0

5 9 . 7

1.5

0.5

l 1 7

2 0 l

l 3 8

6 8

9 9 7

70.8

9 l . 5

0.3

2 a.2

l . 7

即ち、 本生.の産卵魚群の生令は、 ?では 5?力? く 約lll 0 % 、  4 生 か約 4 0 % 、  なでは4生力,l

'7 7 % 、  5 在 か 2 3 % と な つ て い る o

3 )株識放流調査温果

6 月 2 2 ̃ 2 4日に定倍漁獲: 5 2 4尾の者 .egにピ=ー ル J チュープを付した操識魚をシシ
ヤモナイ地? ( 漁l通場所 ) よ り放流した。解 禁 期日aキ ( 6̃ 8月 ) の地?別?捕数は、次のオ
5 表・z::)通りで合計56尾の高捕報告を得たo

オ・ 5 表 fl ̃ 8月の高捕状況、シシヤモナイ ピ プ イ 丸いポ ロビナイ

l

8

4

l 3

湖 時 モ ー ラ ッ プ そ の 他

6 月

7 月

8 月

合 計

2

l 5

9

2 6

2

6

'11

l 0

l

l

2

2

2

l

2

3

i1li捕獲場所は、 シシ ヤモナイが 2  6 尾で最も多い力i、 この数は負漁量調査キに :Pi捕されたも

:z) の全数である力'、、 他地tl ・z:)教は釣獲者:Z)軸告にょ .1l:, もので、実際にはっ られたもののキの一

部iに十きないoii;、 放流i差l,.後の放流場所での再捕か極めて少iいこと力- ら、 ひめますは治岸
そぃにli!1i1lll -t 1l:: ものではiく、沖合力- ら治岸にと、岸に lii,つて?角的な画遊を行なつている可
能 出i示されている。

一l 4 4

S 1 8 資 料 の 刊 行

0 1 9 6 7 生 度 ( 昭 和 4 2 年 度 )  の北海道沿岸河川域えのあきさけの来遊予報. 並 び に 1 9 6 6
lil三 (昭和4 1 'llE度)の来遊状況について 昭 和 4 2 年  8 月

〇 魚 と 卵 l 2 4̃ 1 2 f;号 昭和 4, 2 年 5 月̃昭 和 4 3 年 3 月

o ふ化場研究 'i最告 2 l 号  昭和 4, 3 年 3 月

1 4 5


